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プロローグ







　暗い空が日の出の気配に色を薄め始めた頃。

　少年は自分の部屋でぼーっとしながら、窓の向こうを見ていた。布ふ団とんの上に座り、何をするわけでもなく、ただ外を眺める。

　カーテンの閉まっていない窓ガラスの向こうに見える景色は少年にとって見慣れたもので、それは今日も変わらない。日の出の瞬間が見えるわけでも、朝露が煌きらめく一瞬が見えるわけでもない。

　特別な何かはなく……そして特別な何かを求めているわけでもなかった。

　ただじっと、映画やオーケストラの終了後の余よ韻いんに浸るように。

　自分の中に湧わき上がる感覚を嚙かみ締めるように、ただ外を眺めていた。

　やがて雀すずめが鳴き、夜空が白み、散歩をしているのか犬の吠ほえる元気な声も聞こえ出し──

「…………うん」

　小さな声をあげ、少年はようやく動きをみせた。

　布ふ団とんの上から立ち上がり、ちょっと大きめの机に着き、引き出しの中から新品の学習ノートを取り出す。ペリペリとビニールの包ほう装そうを剝はがしてゴミ箱に捨て、ノートを机に置く。

　それから粘ねん土どで造られた鉛筆立てから一番長い鉛筆を取って、開いたノートを前にして、動きを止めた。

「……………………んー…………ぇと……」

　握られた鉛筆は僅わずかに動いており、少年の口からは時々唸うなるような声。ただでさえ真っ白なノートに筆を走らせるのには躊躇ためらいが生まれる上に、何と書き始めるか迷っているらしかった。

　たっぷり十分は悩み、それでようやく書き出しの文句が決まったらしく、少年はそろそろとノートに文字を書き始めた。

　一度書き始めると先程までの躊躇いは何だったのかというほど滑なめらかに、思い浮かんだことをそのまま書いているかのように鉛筆を動かし続け、記念すべき一ページ目はあっという間に文字で埋うまった。

　それで満足したのか、少年は鉛筆を置き、ノートを閉じる。

「…………あ」

　閉じたノートを見て何かに気づいたらしく、少年はいそいそと鉛筆立てからサインペンを選んで取った。

　キャップを外はずし、ペンを握り直すと、少年はペン先を表紙の上に走らせる。

　まず書かれたのは大きくひらがなで、三文字。




『にっき』




　そしてその下に、二回りは小さな文字で、少年の名前が書き加えられた。




『水みなせ　ゆうや』




　自分で書いた文字の羅ら列れつに、少年は満足そうに微笑ほほえみを浮かべる。







　──恐らくは、その日から。




　その日から、少年の孤独な戦いは始まっていた。













一章　来る日へ向けて







　十二月の痛いほどに冷たい風も、コンクリートの壁で遮しや断だんされた上にエアコンという文化の追い打ちをかければ、内部にいる人間にはまるで意味がなかった。

　外ではコートを着て前をしっかりと留めた上にマフラーをしていてもやや寒いが、風かざ見み野の駅前の商店街で最も大きい『藤ふじ丸まるデパート』の中に入れば、コートとマフラーを脱いで丁ちよう度ど良い暖かさ。店内が暖色系のライトで照らされているせいもあり、少しくらいの肌の露出があっても場違いな感じはしない。さすがに水着やノースリーブのシャツを着ていれば別だが、ミニスカートのサンタ服は季節柄ということもあって、充分に許容範囲だった。

　……ただ、それは見る側の感想であって、着る側の感想ではなかったが。

「どうぞー、良かったら見ていって下さい。……適当に」

　営業スマイルと営業用の爽さわやかな声の後、白しろ銀がね雪ゆき子こはぼそっと小さく呟つぶやいた。

　ちらちらと視線を送りつつ通り過ぎる人や、何の意味か判断し難にくい笑みを浮かべて過ぎ去った女子高生らしき女性や、少し前からずっと離れた場所から何やら興味深げにじっとりと見ている三人組の男には届かないはずの声量だったが、

「駄だ目めですよ、雪子ちゃん。お仕事なんですから」

　後ろにいた相あい方かたには聞こえていたようで、柔らかな声で窘たしなめられる。

　雪子はポニーテールをすっぽり納めた帽ぼう子しを被かぶり直しながら振り向いて、ショーケースの向こうにいる二つ年上の彼女に少しむくれた顔を見せる。

「でもまどかさん、そろそろ嫌気が差してきたんですけど。主にこの衣い装しように」

「あら、とても似合っているのに？」

　そう言うと、西さい苑えんまどかはにこりと微笑ほほえんだ。

　確かにまどかの言う通り、自分でも結構似合っているとは雪子も思う。赤と白の二色で構成されたふわふわのサンタの衣装、というだけならそこまで似合わない。が、下はミニスカートになっているので、生足が人目に触れまくっている。

　足にはそれなりに自信があるので構わないといえば構わないのだが、上着が長袖そでの上に通気性が悪く、汗で蒸むれるくらい暑いのに、下だけ適温に近いという状態は少し気持ち悪いのだ。蒸れるといえば帽子の中も同じで、邪じや魔まな髪かみをスパッと短く切りたくなる。とはいえ、この長い髪を切ってしまうと自分の外見から『女らしさ』のバロメーターがガクンと減ってしまう気がして、どうにも切るには躊躇ためらいがあるのだが。

　対して、ショーケースの向こうにいるまどかは、厚い生地に負けじと胸元が目立ち、艶つやのある長い黒髪かみも、ガラスと陳ちん列れつされた商品越しにちらりと見える足も、どれも完成されていると言っていいほど女らしかった。

　その上さらに母性を感じさせる大人おとなっぽい綺き麗れいな顔立ちをしているのだから、世の中はとても不公平だと、そこそこ以上に自分に自信がある雪ゆき子こですら思ってしまう。

　だから、というわけではないが、雪子は不満げに唇くちびるを尖とがらせて、

「そうは言ってもですね、他人の幸せを助ける仕事にもいい加減飽あきてきて」

　ショーケースの上にディスプレイされたいくつかの品と、カタログの一部を拡大コピーしてプラスチックケースに入れた宣伝の文句を見る。

　そこに書かれているのは──

『クリスマス目前！　意中の彼女をこのプレゼントで虜とりこにしちゃおう！』

　何度見ても変わらないその文字に、雪子はあからさまにため息を漏もらした。

　まどかと二人でいる売り場は、デパート一階にあるエスカレーター乗り場の横に設置されたイベントスペースで、それなりに目立つ場所にある。彼女ないし告白相手へのプレゼントなんてこっそり買いたくなる心理が働きそうなものなので、こうも堂々とあるのはどうかとも思うのだが、やはり目に付かなければ客は来ないので、これが正解なのだろう。

　クリスマス前日まで設置されるこの売り場で、プレゼント用のアクセサリーを売るのが雪子達の仕事だった。主に雪子が前に出て客引き、二人がかりで買わせ、まどかが会計と包装をするという役割分担が、バイト五日目ともなれば完成されていた。

　本来ならばまどかではなく、他ほかの誰かとの作業になるはずだったのだが──と、雪子は二週間前を思い出す。

　学校帰りの夕方、バイトの面接を受けに行く途中で偶然彼女に会ったことを。




『あら？　雪子ちゃん、一人なの？　珍しいですね』

『あ、まどかさんこんにちは。今日はちょっと、用があるんで急ぎなんですよ』

『あら……用って？』

『バイトの面接です。短期のヤツで、放課後からデパートで……っと、遅れちゃうのでもう行きますね！』

『ええ、遅れたら大変だわ』

『…………』

『…………』

『…………あの、まどかさん』

『はい、何かしら？』

『……どうして付いて来るんですか？』

『ふふ、私も一緒に面接を受けようと思って』

『へっ!?　でも、その……履歴書はどうするんですか？　それに事前に電話で応募を……』

『大丈夫、きっと何とかなりますから』




　──そうして付いて来た西さい苑えんまどかは、本人の言葉通り、電話での応募も履歴書も無い状態で面接を受け、見事に受かってみせたのだ。

　常識的に考えれば有り得ないことだと思うのだが、元はハーフだったとはいえ、吸きゆう血けつ鬼きには常識を破る力があるのかもしれないと、雪ゆき子こは投げやりな感想を抱いた。実際はその美び貌ぼうと有無を言わせぬところのある雰囲気が功を奏したのだろうと理解しつつ。

　そんなわけで、飛び入りで雪子と共にバイトに励むことになった美貌の最上級生は、にこにこと営業用とは思えない笑顔を浮かべ、

「あ、ほら雪子ちゃん。きっとお客様ですよ？」

　小声でそっと来客を告げた。

　ふっ──と短く息を吐はいて、雪子は胸に溜まっていた暗あん鬱うつな気持ちを追い出し、最高の見本といえるまどかの笑顔を真似まねて、にっこりと微笑ほほえんだ。

　そして近づく気配に振り向くと、そこには青いジャンパーを腕に引っかけた青年が、どこか不安そうに、ショーケースからやや離れて立ち止まるところだった。

「いらっしゃいませー、何かお探しですか？」

　マニュアルに沿った対応をする雪子に、青年は挙動不審と言っても差し障さわりない程度に慌あわて、

「あ、う、その……えと、プレゼント用に一つ、欲しいんですけど……」

　落ち着かないようにショーケースへと視線を彷徨さまよわせる彼の反応に、しかし雪子は大してどうも思わなかった。

　風かざ見み野のは学生の街なのでデパートの客も学生中心。しかもこの売り場にはそれほど高額のアクセサリーはなく、思い切って初めてのプレゼント、という人も少なくないだろう。

　今まで計五十人以上に商品を売っているので、この手の客も十数人は見ている。

　雪子は慌てず騒がず、マニュアルにもあるように、客の横に並んで情報を探るように会話をすることにした。

「えーと、プレゼントはどなたに？　彼女にですか？」

「いやっ、なんていうか……まだ、これからなんですけど……」

　照れ臭くさそうに鼻の頭を手の甲こうで擦こする青年の言葉に、雪子は笑顔で一つ頷うなずいて、

「それだと指輪とかだと重くなっちゃうかもしれないですね。あ、勝負を賭かけるなら話は別になりますけど」

「あー……でも、あーっと……」

「……………………煮え切らないわね」

　ぼそっと呟つぶやいた雪子の言葉はテンパっている青年には届かなかったらしく、そわそわしたまま落ち着きなく商品を見ている。

　本音を言えばプレゼントの一つや二つをバシッと買えないような男の恋など応援したくないが、仕事なのでそれなりに考えてやり、

「それじゃ、このブレスレットなんてどうですか？　シルバーで見み栄ばえがいい割に手頃な値段ですし」

　言いながら雪ゆき子こが指し示したのは三千円のシルバーブレスで、シンプルで綺き麗れいな一品。自分が貰もらったと仮定しても悪い気はしないので、それなりにお薦すすめ出来るものだった。

　青年は流されやすいのか、視線をブレスレットに釘くぎ付けにして、値札を見ながら「これなら……」と呟つぶやく。

　この状況に、雪子はこれでほぼ確定だと思い、最後にもう一押ししようと口を開く。

　が、それより先に。

「そのブレスレットもいいですけど、こちらのペンダントもお薦めですよ？」

　まどかがショーケースから手慣れた仕し種ぐさで、ケースごと小さなペンダントを取り出す。

　それを見て、雪子は僅わずかに頰ほおを引きつらせた。

　ほぼ同時に、青年の口からも困惑気味に言葉が漏もれる。

「いや、あの……なんか凄すごく、ちゃっちい気がするんですけど……なのに五千円って」

　彼の言う通り、そのペンダントは雪子の目にも、縁えん日にちで売っている玩具おもちやのアクセサリーより少しだけマシ、程度の物にしか見えない。

　だが雪子は見た目だけでなく、そのペンダントの売り文句まで知っている。だから余計に心穏やかではいられない。

　一方、まどかは上品な笑みを湛たたえたままペンダントを手に取って、

「これはですね、身に付けた人の感情を支配する、魔法のような効能を持つ不思議なペンダントなんですよ」

「は、え？　それって……っ?!」

　当然のように疑問の声をあげようとする青年だが、肝かん心じんの言葉を言う前に、まどかのたおやかな指先が彼の唇くちびるをそっと押さえた。

　演劇部と風かざ見み野の高校が誇ほこる美女にそんなことをされては、同性の雪子だってパニックになって何も言えなくなる。だから青年が急速に顔を赤らめて硬直するのも無理はないと思いながら、呆あきれた表情を繕つくろうことなく見物に回ることにした。

　まどかは青年の唇に触れていた人差し指をそっと離し、ペンダントを丁てい寧ねいに取り上げて、

「このペンダントには素す晴ばらしく強い精せい霊れいの加か護ごが掛けられていて、所有者を──いけない気持ちにさせるんです」

「いっ、いけない気持ち、ですかっ!?」

　普通ならそこで『んな馬鹿な』と突っ込むポイントなのだが、興奮して頭に血が回りすぎているらしく、青年は食いつくように問い返す。

　それに順応するかのようにまどかは瞳の色を俄にわかに変え、淫いん靡びに誘いざなう女の表情となり、

「はい……私が、保証しますよ」

　その一言に、青年はごくりと喉のどを鳴らし……

　雪ゆき子こはこの後どうなるかが確定したことを悟さとり、こっそりとため息を漏もらした。




「……ありがとうございましたー」

　期待と煩ぼん悩のうに塗まみれた目で五千円のペンダントを買っていった青年を見送ると、雪子はくるりと振り返り、にこにこと手を振っているまどかへと向き直った。

「あのー、まどかさん。あれでもう七つは売りましたよね、あのインチキペンダント」

「ええ、そうですね。でもインチキというわけでもないですよ？」

　罪悪感の欠片かけらも感じさせない笑みで応じるまどかに、雪子は疑いまくりの目を向ける。

「……ほほう」

「だって、紛まがい物だと知っているのに売ると思ったら、とてもいけない気持ちになりましたから。ある意味、正しい売り文句だと思いますよ」

「…………そーですか」

　何を言っても柳か暖簾のれんのように受け流すだろうことは容易たやすく予想出来るので、雪子はそれ以上の追及はせず、体重をかけすぎないように気をつけながらショーケースの上に後ろ手をついて息を吐はいた。

　今日のバイトも残り時間は半分を切っているはずだ。デパートは十時閉店だが、この売り場は八時半に終了、それから後片付けなどの作業を九時までに終わらせて、お勤め完了になる。

　それまでに数人から十数人の客を相手にし、その内の数人はまたあのペンダントを買ってしまうのだろうと思うと、とても因いん業ごうな仕事に感じる。

「まあ、でも……」

　口の中で呟つぶやいて、雪子はエスカレーターを上って行くカップルに目をやった。腕を組んで幸せそうな二人を見ながら、思う。付き合ってもいい、付き合いたい──そう思う相手からのプレゼントであるなら、あんなペンダントでも嬉うれしいものだし、それが原因で付き合えなくなる、ということはないだろうと。

「あら、そういえば」

　ポン、と軽い音に振り向けば、まどかは嬉しそうに手を合わせ、

「来週のクリスマス、遊ゆう矢やくんに贈るプレゼントはもう買ったのかしら？」

「あー、それはバイト代が出てから…………って、なんでまどかさんがそれをっ!?」

　そんな計画を立てていたことを彼女に知らせていなかったことを遅ればせながら気づいた雪子は目を丸くして、ついでに上級生相手では力ちから業わざで事を収めることも出来ないので手をにぎにぎと動かすことで気を落ち着かせようと尽力する。

　確かにバイトを始めた切っ掛けは、遊ゆう矢やと過ごすことになるだろうクリスマスという一大イベントが近づいているのに資金に乏とぼしく、プレゼントもデート代もままならない状態になっていたからだ。

　高校生同士でどちらも金銭的に豊かではなく、おまけにどちらがより惚ほれているか──勝ち負けという話になれば、自分の負けという妙みような自信が雪ゆき子こにはあった。

　だからデートは割り勘かん、プレゼントも貰もらうのではなく上げるつもりで臨む予定なのだが……

　それをどうして、まどかが知っているのか。

　疑問を投げかけるだけにしては殺気立った目で彼女を見ると、不ふ可か視しの圧力など気にも留めないようにまどかはピンと立てた人差し指を頰ほおに当て、

「何となく、ですよ。仕事が終わって不満を口にしても、その後で楽しそうに何か妄もう想そうするような笑みを浮かべているものだから、そう思っただけで」

「…………あたし、不審すぎ……」

「そういえば、肝かん心じんの遊矢くんは何をしているんですか？　今日は顔を見せてくれませんけど、何か用事でも？」

　何度か冷やかしに来ている遊矢が現れないことに、何故なぜかまどかが寂しそうな顔をする。

　雪子は改めて『色んな意味でこの人には注意して接しないと』と気を引き締めながら、脳裏に遊矢のとぼけた顔を思い浮かべる。

　自分の幼おさな馴な染じみで、まだ付き合ってはいないけれど学内では公認の仲の、水みな瀬せ遊矢。

　以前は欠落した感情と感覚の影響からくる不注意による事故以外にも、雪子との曖あい昧まいな仲を妬ねたんだり逆さか恨うらみされたりで、不良なり僻ひがんだ生徒なり色々と危険が多かったが、ここしばらくは──正確には学園祭以降、人為的な危険の方は鳴りを潜ひそめていた。

　だから雪子が四し六ろく時じ中ちゆう一緒にいなくとも、多少は別々に行動してもそれほどの不安はない。……まあそれはそれで寂しいのだが、置いておくとして。

　だから今日は、雪子は学校から直接このデパートへ。

　そして遊矢は──

「確か、図書館で調べ物をするって言ってたから……まだ学校に居るんじゃないかな？」

　言って、雪子はエスカレーターなどの向こうにある壁に設置された、大きなアンティーク調の時計を見る。

　針は、六時四十分を過ぎたことを示していた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　その頃遊矢は、雪子の予想通り、風かざ見み野の高校の図書館にいた。

　私服登校オーケーという校風にも関わらず制服姿で、やや長めの後ろ髪がみをゴムで縛しばり、腰掛けた傍かたわらの椅い子すには鞄かばんと白いベンチコートを置いて、閉館間際の館内で一人、黙々と本を読んでいる。

　その背中に、

「み、水みな瀬せくん、こんにちは。こんな遅くまで、読書なの？」

　若じやつ干かんの緊張を伴った声は、生徒会副会長を務める穂ほ坂さか望のぞみのものだった。頰ほおをやや赤らめて、胸には片手で二冊の本を抱いて、もう片方の手は落ち着かないのか切り揃そろえられた前髪を触さわり、それでも視線だけは遊矢の後頭部から動かさない。

　ゆっくりと振り向いた遊矢は、ぼんやりと寝起きのような目で自分を見つめている少女を見つめ返し……ややあってから、にこりと笑った。

「……あー、穂坂せんぱい。こんにちはー」

「こっ、こんにちは！　ってああもうそうだ挨あい拶さつはさっきも……」

　舞い上がって何度も挨拶をするという自分に恥ずかしさを感じたらしく、望は照れ隠しかわたわたと妙みような動きをし、その拍ひよう子しに持っていた本をバサバサと落としてしまった。

「あっ、わっ、わっ……」

　慌あわてて床ゆかに落ちた本を拾い、表紙を軽く手で払い汚よごれを落とそうとする。

　遊矢も座ったまま身を屈かがめて足下に落ちていた本を拾い上げ、

「えーと……『催さい眠みんと宗教の極限』？」

「ち、違うの！　これは生徒会の用事で、武たけ内うち会長に頼まれた本なの！　決して私の趣味ではなくって！」

「へぇ、そうなんだぁ。大変だねー」

　全力で私用でないと否定する望に本を渡すと、遊矢は「う～～～ん」と背伸びをして立ち上がる。

　それからキョロキョロと周囲を見回し、読書スペースとなっている空間に自分と望しかいないことに初めて気づいたかのように目を丸くした。

「れ？　もしかして、もうだいぶ遅い時間？」

「そうなの、もうすぐ下校時刻なのよ。だから本を借りるなら早くしないと、司し書しよのお姉さんが怒ってしまうから」

　言いながら、望は視線を遊矢から彼が先程まで向かい合っていた机へと移し、そこに置かれた本を見て、

「『初めてでもカンタンなお菓か子し』に……『実録・局地戦攻防』、『正しい罠わなの作り方』……」

　タイトルを呟つぶやき、しばし視線を宙へと彷徨さまよわせ、

「ええっと……………………乱読家なのね？」

　上手うまい具合に言葉を選び、笑いかけた。

　やや強こわ張ばった望のぞみの笑顔に対し、純度の高い微笑で返した遊ゆう矢やは本を重ね、コートや鞄かばんと一緒に持ち上げた。

「よ、しょっと……それじゃ、これは借りるとして。穂ほ坂さか先せん輩ぱいはそれ借りたら、一いつ旦たん生徒会室に戻るの？」

「そう……荷物を置いてきちゃったし、こんな本は持ち帰りたくないし……」

　恨うらめしそうに本を見る望の目には、僅わずかだか残念そうに沈んだ暗さもあり──

「それじゃー、特別校舎経由になるけど、一緒に帰る？　寮りよう住まいなら途中までだけど」

「ほっ、本当!?」

　一瞬にして瞳を煌きらめかせ……しかしすぐに躊躇ためらうような、ぐっと堪こらえるように一度唇くちびるを引き締めた。

「で、でも、そのぅ…………白しろ銀がねさんに悪いというか……」

「う？　大丈夫だよ、危あぶないからなるべく一人で帰るなって言われてるしー」

「そ、そうなの……相変わらず、仲良いいのね」

　ほっとしたのか、落らく胆たんしたのか、どちらともとれる曖あい昧まいな笑みを浮かべ、望は小さく息を吐はいた。

　それで何か踏ん切りが着いたのか、一転して日本人形を思わせる整ったその顔を晴れやかな笑顔で彩いろどり、ピンと背筋を伸ばす。

「それじゃ、行こう？」

「うん。そーいえば、会長さんは元気？」

「えぇえぇ、元気ですよ。私や他ほかの役員をこき使って、自分は校長先生やＰＴＡの人達と会合を重ねてプチ政治家気取りです」

「あはは、会長さんらしいねー。……あ、校長せんせーは相変わらず志し摩ませんせー狙ねらいで頑がん張ばってるの？」

「あー、みたいです。志摩先生がいるからって、日曜日まで学校に来て……正直邪じや魔まなの」

　二人で並んで、司し書しよのいるカウンターへと歩きながらの会話は、途切れることもなく。

　まるで仲の良い友達同士のように、男女の関係を感じさせない他愛もない内容のまま、別れるまで続けられた。
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　そろそろ特設売り場を閉めるという時間が近づき、客足も乏しくなり、雪ゆき子この意識が仕事よりも『今日の晩ご飯は何かなぁ……』と空っぽの胃に刺激されて傾いていた、そんな時。

　不意にショーケースを挟んだ目の前に現れた人影に、雪子は半ば強制的にそちらへ意識を引っ張られ──放心したように、ぽかんと口を開けてしまった。

　着ている服装は、上半身は白が目立つ。ゆったりとした、和服らしく長い袖そでに朱あかく太い綺き麗れいな飾り紐ひもの組み合わせが映える上着を羽は織おり、その下にはやはり白の、襦じゆ袢ばんにも似た衣ころもを着ていた。下半身に穿はいている丈たけの長い袴はかまは赤い色。腰の帯も赤だが、よく見れば帯の結び目に小さな鈴が付いている。

　正月に初はつ詣もうでに行くと見ることが出来る巫女みこ姿──それが、現れた彼女の着ている服だった。雰囲気のある上着を羽織っているが、間違いない。

　デパートの中──それもクリスマスセール中にする格好ではなかった。

　それだけでも奇き異いなのに、彼女が美人なのだから余計に違和感がある。やや切れ長の瞳の色は闇やみのように深く、それでいて透き通るような矛む盾じゆんした美しさを兼ね、凜り々りしく形の良い眉まゆと合わさって、女子剣道部の主将というイメージにぴったり合う。唇くちびるもキュッと引き締まっていて、背は雪ゆき子こと同じくらい高く、スタイルは……確実に雪子よりも出るところが出ているのが分かる。髪かみも雪子と同じく後ろで縛しばっているのだが、ポニーテールに結い上げているのではなく、首の後ろで白い何かで縛って垂らしていた。見れば腰よりも長く、真まっ直すぐな薄うす墨ずみ色いろ。

　巫女装しよう束ぞくに身を包んでいる時点でただ者ではないことは明確なのだが、彼女が手にしている物を見た雪子はハッキリとこう思った──尋常な人間ではない、と。

　何しろ、華きや奢しやなその手に握られているのは、ジュラルミンケースなのだ。刑事ドラマなどでよく見かける、中に札さつ束たばや銃じゆう器きの入っている、あれだ。そんな物を手にする巫女さんが普通の人間だと言って、誰が信用するだろうか。少なくとも、雪子は信用出来ない。

　見た目の異様さと異常なまでに雰囲気のある佇たたずまいに吞のまれてしまいながらも、何とか視線を逸そらさずにいることが出来た雪子に対し、巫女服の彼女は纏まとっている神しん妙みような空気を崩くずさないまま口を開き、

「──少し訊たずねたいことがあるのだが」

　男っぽいというか、雑ではないが彩いろどりの乏とぼしい無む駄だを削そいだような口調で、雪子へと話しかけてきた。

　なるほど、と雪子は思った。道に迷ったか何かでデパートに入って来て、そこで店員っぽい自分に声をかけてきたのだろう、と。

　しかしそれはすぐに『んなわけあるか』と自分で却下する。何せデパートに入ってすぐインフォメーションカウンターがあり、そこには店の制服を着た清せい楚そな感じのお姉さんが立っており、ついでにこちらを見ている。わざわざ中程まで入って来て、サンタ服を着ている女に道を訊ねる訳がない。

　なら買い物目当てで、ショーケースに並ぶ品々に興味を持った──というケースもあるが、それは滅め茶ちや苦く茶ちや可能性が低い。

　自分に関係が薄い方へ薄い方へと流れる思考を否定するかのように、巫女服の彼女は真まっ直すぐに雪子を見たまま、






「君は、自分が特別な人間だと思ったことはあるか？」




『…………あぁ』、と魂たましいが抜け出しそうなくらいの脱力感を味わいながら、雪ゆき子こは一つの判断を下した。

　目の前にいる、巫み女こ装しよう束ぞくに身を包んだ美人──この人は完かん璧ぺきに電波な人だ、と。

　自分が物凄すごく微び妙みようで絶対に映像記録に残しておきたくない表情をしているという自覚はあったが、それでも気が抜けまくった雪子はどうするという気力もなく、ただ『美人なのに……』と少しの憐あわれみと世の中に対する不思議を感じながら彼女をぼんやりと見やる。

　それをどう取ったのか、巫女服の彼女は小さく頷うなずいた。

「驚くのも無理はないが、聞いて欲しい。君は今まで、自分が普通の人とは違う存在だと思ったことはないだろうか？　精神的な意味ではなく、もっと具体的な……だが具象的とでも言うべきかもしれない、あやふやな、有う象ぞう無む象ぞうの存在とはずれた何かを感じたことは無いか？」

「……………………あの、あたし宗教とかそういうのは……」

「──違う、宗教活動の勧誘ではなくてだな。君個人の資質というか、特異な己を自覚しているかどうかを聞きたくてだな……」

　あくまでも真ま面じ目めな顔つきで言葉を選ぶ巫女さんもどきに、雪子は冷ややかな視線を送ることも出来ない。何故なぜだか『この人も現代社会の被害者なんだ……』という思いが先行してしまい、うざいとすら思えない。

　そんな想いが伝わってしまっているのか、巫女みこ服の彼女は眉まゆ根ねを顰ひそめ、口早に、

「いや私はだな、自覚があるのかどうかを確かめてみたかっただけだ。別に自覚が無く興味もないのに開眼を施そうなどという気は無い。無論、君が何かを感じていて、その正体を摑つかみたいというのなら協力を惜しむつもりはないが」

「…………………………あの、あたし自己啓発セミナーとかも、ちょっと……」

　ハッキリ『ノー』と言えないまでも否定は示した雪ゆき子こは、完かん璧ぺきに気持ちが退ひけてはいても逃げ場はないので半笑いを浮かべるしかない。

　だが、何故なぜか相手も困った様に、どうしたもんだろうと言わんばかりに伸ばした人差し指で自らの額ひたいを押さえ……それから何かを思いついたように顔を上げ、

「そうだ、私の身を証明していなかったな。私は──」

「ああっ!?　ちょっと貴女あなた、まだ店の中に居たの?!」

　巫女さんが名乗りを上げようとした瞬間、悲鳴に近い声こわ音ねで叫んだ女性が顔を青くして走り寄ってきた。デパートの店員が着る制服姿ではなく、スーツ姿。しかし店の関係者だと示すネームプレートを胸に付けた、三十代半ばと思しき人だった。

　彼女は雪子達のいる売り場へ辿たどり着くと、小声ながらも強い声で、

「貴女あなた、出て行くと約束したでしょう!?　怪しいセールスだけじゃ気が済まずに嫌いやがらせでもするつもりですか!?」

「いや、そんなつもりはない。私はただ、そこの彼女が少し特異な存在だったのでだな……」

　社員らしき女性の剣けん幕まくに押されてか、巫女さんはやや顔を引きつつも真ま面じ目めな表情で返す。が、傍そばで聞いている雪子には性質たちの悪い言い訳にしか聞こえず、女性社員にもそう聞こえたようで、さらに眦まなじりを吊つり上げて、

「悪い精せい霊れいが出るだなんて霊れい感かん商法、このデパートでは通じませんよ！」

「しかし事実だ。今は特に被害は無いだろうが、放っておけば吹き溜まりと化し、体調不良に陥おちいる客も出てしまう」

「そんなに言うなら閉店後に祓はらって下さい！　勿もち論ろん、料金なんか請求せずに！」

「だが、こちらが使う道具もただで手に入る物では……」

「埒らちがあかない……まだ若いのにそんな仕事に手を染める、その性しよう根ねを叩たたき直してあげます！　田た中なかと佐さ久く間ま、彼女を事務室まで！」

『ハッ！』

　スーツ姿の女性の命に、どこに隠れていたのか、二メートル近い二人組の男がサッと現れ、そして両脇に巫女さんの腕をそれぞれ抱えた。

「待て、私の話を──」

「話は奥で伺います！」

　ぴしゃりと言い切り、ツカツカとヒールを鳴らして歩き出す女性社員。

　そしてそれを追うように行く、二人のでかい男性社員。

　そのでかい二人に持たれて、地面から浮きながら連れていかれる巫女みこさん。

　──そんな異様な光景を見届けた雪ゆき子こは、ぽつりと漏もらした。

「…………いったい、なんのコント？」

　巫女服の彼女が居れば「コントではない」と答えただろうことはすぐに想像がついたが、残念ながら彼女はこの場にいない。もう少ししたら、あの気の強く神経質そうな女性社員に猛もう烈れつな説教を食らうのだろう。

　少し気の毒だな、とは思うが、雪子としても電波思考は矯きよう正せいするのに賛成だった。

　よく分からない一いち陣じんの風が過ぎ去ったことでどっと疲れが押し寄せ、ため息をつき余所よそ行きの営業スマイルを作る気力も無くしていると、

「そろそろいい時間ですし、閉めましょうか」

　一連の事態に我われ関かんせずを貫きレジに納められていた紙し幣へいを数えていたまどかが、おっとりとした声で提案した。

　ちらりと壁掛けの時計を見れば、もう八時半を過ぎている。確かに、いい頃合いだった。

「それじゃ、撤てつ収しゆう作業に入りますけど……今の、本当になんだったんですかねー……あの巫女装しよう束ぞくの女の人、あたしとそう変わらない歳としだと思うんですけど」

　いくつか年上ではあるだろうが、まだ二十歳はたちを越えているようには見えなかった。だとすれば風かざ見み野のの生徒である可能性が高いはずだ。

　そう思い、三年生なら知っているかもしれないという意味合いも兼ねて言ってみたのだが、まどかはその期待に応こたえるように頷うなずいた。

「彼女は二年生ですよ。二年生の二に条じようさん──雪子ちゃんは知らないかしら？」

「……どこかで聞いたことがあるような……」

　ついでにいえば、どこかで見たような覚えもある。いつ、どこでかは思い出せないが、学内であの派は手でな服装を見た記憶が、ほんの僅わずかだかこびりついていた。

　だがその残ざん滓しを掬すくうような面倒な作業をする気は起こらず、雪子は淡々とショーケース内の商品を仕舞い始める。

　そして単純作業をしながら、つくづく思った。

　この街には変人が多すぎる、と。
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「あら……ということはつまり、まだ遊ゆう矢やくんとクリスマスの約束をしていないんですか？」

　撤てつ収しゆう作業を終えて、現在の場所はデパート内の更衣室。

　丁てい寧ねいに上着をハンガーに掛けていた手を止めてのまどかの質問に、雪ゆき子こはスカートのホックを留めながら、苦い顔で頷うなずいてみせた。

「ええ……あ、いや、たぶん遊ゆう矢やは空いていると思いますし、何も言わなくても一緒に過ごすことになるはず──っていうのは、やっぱ危険ですか？」

「そうですね、良くないことですよ。言葉にして約束を交わさなければ、曖あい昧まいな内容になってしまいますから。ただ一緒に過ごすのと、デートと両者が認知して過ごすのでは、重みも楽しみ方も変わってきますから」

　下はサンタ服のスカートを穿はいたまま、上は下着だけという格好で語るまどかだが、今居るデパートの従業員が使う更こう衣い室は暖房が効いているので寒くはないだろう。

　しかし胸の下で両腕を交差するように重ねているので、ただでさえ大きな胸がより強調されて、黒いハーフカップのブラから溢あふれるんじゃないかと、雪ゆき子こは思わず心配してしまう。

　そしてサイズの大きい下着はデザイン的に可愛かわいいものやお洒落しやれなものが少ないというのが通説なのに、まどかが付けているそれはきめ細やかな模様が描かれていて、大人おとなびた雰囲気の彼女にとてもよく似合っている。

　胸の大きさだけでなく付けている下着ですら負けている事実に、しかし敗北感は無かった。もう今更すぎて、雪子としてはただ単純に『凄すごいなぁ』と思うだけだ。どう頑がん張ばってもあと二年であのサイズまで自分の胸が育つとは思えないし、億に一つの可能性で育ったとして、あんなブラが似合うとはやっぱり思えない。

　最も早はやまどかの存在は別次元のそれと捉えているので、羨うらやましくはあっても、妬ねたむことさえ的まと外はずれな気がするのだ。

「……まあ、まだイヴまで十日くらいありますし、それまでにはちゃんと約束を取り付けようかなー、って」

「ええ、焦あせることはないですよ。それに、その前に一つイベントがありますから」

「え？　何かありましたっけ？」

　少し考えてみたものの雪子に思い当たる節ふしは無く、とりあえず薄地のシャツの上からトレーナーを着てから、同じく着替えを再開しブラウスを羽は織おるまどかを見る。

　すると彼女は嬉うれしそうに笑みを浮かべた。

「二十日が、私の誕生日なんですよ」

「そうなんですか？　えっと、おめでとうございます……？」

「それは当日聞かせて貰もらえると嬉うれしいわ。夕方から家でパーティーを催す予定ですから、ぜひ遊ゆう矢やくんと二人で参加してくださいね。演劇部の皆も喜びますから」

　なるほど確かにイベントだ、と雪子は心の中で頷いた。愛すべき先せん輩ぱいであるまどかの誕生日を祝いたいという気持ちもあるし、小学生でもないのに『誕生パーティー』をやるくらいなのだから、本格的なパーティーか、もしくは出し物でもある催しなのだろう。演劇部の面々が参加しているので、盛り上がることも間違いない。

「楽しそうですねー。もちろん行かせて頂きますけど、あたしたちはどうやってまどかさんの家に行けばいいんですか？　どこかで千ち恵え先せん輩ぱいと合流して、とか？」

　お世せ辞じ抜きで楽しみだが、肝かん心じんの西さい苑えん宅の場所を、雪ゆき子こは知らない。以前に演劇部の打ち上げパーティーに誘われたことがあったが、その時は参加出来なかった。家、というからには寮りようではないのだろうし、住所だけ教えられても住宅地では迷いそうだ。

　そんな問題に対し、まどかはにこにこと答える。

「それなら大丈夫です。私の家の場所は、遊ゆう矢やくんが知っていますから」

「ああ、それなら…………、え？　なんで遊矢はまどかさんの家を知ってるんですか？」

　自分より演劇部に縁えんがあるとはいえ、部員ではない以上、電話番号はともかく住所まで知っているのはおかしい。

　普段ならそんな些さ細さいな点には気づかなかったのだろうが、雪子は敏感に反応した。直感、というよりは、乙女おとめの勘かんで。

　疑わしげにブラウスのボタンを留めて晒さらしていた肌はだを仕し舞まうまどかを見るが、そんな視線などどこ吹く風で表情を崩くずさない。

　一番上のボタンを残して全すべてを留めて、そのまま空いた手でスカートを外はずしに取りかかりながら、

「先日、家に招待したんですよ」

「えぇっ?!　は、初耳ですけど!?」

　驚きよう愕がくの発言に、まさか、という不安が雪子の胸の中に渦うず巻いた。最近はバイトもあるし、信頼は全く無いが信用はしている井い沢ざわ玲れいや、今までに知り合った知人友人との付き合いもあるだろうからと、遊矢と過ごす時間は少なくなっている。

　それでも、以前とは違い危険の心配や、他ほかの人とイイ仲になってしまうのではという懸け念ねんは無かった。むしろ普通の人とは違い、感情と感覚の欠落から心の栄養が必要な遊矢のことを思えば、自分以外の人との触れ合いは喜ばしいことだと考える余よ裕ゆうすらあった。

　しかし──西苑まどか。

　演劇部の元部長にして元吸血鬼ハーフ、一昨年のミス風かざ見み野のコンテストの覇は者しやであり、おっとりした性格とどこか天然めいた言動……そして豊かな胸だけではない女らしさたっぷりな彼女が相手となると話は変わってくる。

　自分が勝てると思えるところなんて殆ほとんど無い。いや、遊矢に対する想いの深さとかそういう精神的なものでは負けるつもりなど欠片かけらも無いが、スペック面で彼女に勝てる者は滅めつ多たにいないはずだ。……ひょっとすると人間だった頃の、女バージョンの玲ならいい線いくかもしれないが、天敵なので認めない。

　とにかく、危険だ。危険すぎる組み合わせだ。

　──と、そんな警戒を抱く雪ゆき子この内面を見み透すかしたように、まどかは「ふふっ」と楽しそうな声で小さく笑い、

「大丈夫ですよ、雪子ちゃんが思うようなことにはなってません。数日前にお呼びした日も、うちの子達が少し迷惑をかけていたようなので、そのお詫わびをしたかっただけですよ。お茶を振る舞って、三十分くらい話をして。それだけです」

「……そーですか。でも、迷惑って？」

「千ち恵えちゃん、部長になってから何度も遊ゆう矢やくんを勧誘しているでしょう？　お願いしたり無い色気を振りまいたりするのは構わないのだけれど、あまりしつこいのは良くないですから。もう引退はしましたけど、前部長としての責任があるので、お詫びしたんですよ」

　少し──勘かん違いかもしれないが、少しだけ寂しそうな笑顔でそう言われてしまい、雪子は相づちを打とうと開きかけていた口を閉じた。

　今も雪子の中では『演劇部＝まどか』のイメージがある。容姿・スタイルの良さだけでなく、素人しろうとにも分かる演技力の高さと独特の雰囲気によって人心を摑つかむ、部長にして花形役者という正に象徴といえるポジションだったのだから、それは仕方ないのかもしれない。

　だが、そのまどかが今は演劇部に関わっていないというのは……なんだか雪子の方が寂しく感じてしまう。

「──でも、千恵ちゃんの気持ちも分かるんですけどね。三年生が引退して部員数が減るのはともかく、残った二年生と一年生は役者がメインの子が少ないですから。特に新部長になった千恵ちゃんが脚本と演出を一手に担う役割ですから、どうしても最低一人、演技の幅が広く懐ふところも深い部員が欲しいんでしょうね」

「……なら、まどかさんが一ひと肌はだ脱いで、部員を鍛きたえ直してあげたらどうですか？　大学も推すい薦せんが決まっていて、受験勉強はしなくていいって言ってたじゃないですか」

　胸に残る寂せき寥りよう感をひとまず置いて、常識的なそれらしい発言をしておく。相手が最上級生とはいえ、別れを予期して感傷に浸るにはまだ早い。

　そしてまどかは、そんな雪子が秘めた哀あい愁しゆうを吹き飛ばすような笑顔になり、言った。

「私もそう思って部室に行ったのだけれど、千恵ちゃんが『ロートルが何しに来たんすか。メス豚ぶたはとっとと失うせやがれっす』と中指を立ててくれて…………うふふ」

　本当に哀愁はどこかへと吹っ飛んだ。

「…………本当に、意外なくらい人望ないですね」

「ええ、本当に。あの後、偶然に雪子ちゃんと出会うことなく不ふ埒らちな殿との方がたに声をかけられていても、ふらふらと付いて行ってしまったかもしれないくらい驚きました」

「……………………それは、」

　もしかして地味に貞てい操そうの危機を救ったのだろうかと、十八禁な方向っぽい想像をしかけ、雪子は慌あわてて頭を横に振って淫みだらな可能性を打ち消した。

　取り繕つくろうように曖あい昧まいな笑みを浮かべ、

「そ、それで誕たん生じよう日びには来るんですかね？　千ち恵え先せん輩ぱいや演劇部の方々は」

「ええ、それは大丈夫だと思いますよ。千恵ちゃんも皆も、そこまで性しよう根ねが捻ねじれ腐くさっているわけではないはずですから。ゲストも連れて来ると言っていましたし」

「あは、は、ははは……」

　何の含みもないようなまどかの満面の笑みに対し、雪ゆき子こは乾いた笑いを漏もらす。笑みには何ら濁にごりは見えないのに、気配は決して穏おん便びんと言える種類のものではなく、鎌かま首くびを持ち上げた蛇へびを思わせる程に黒いモノが蠢うごめいている。

　とても不穏当な空気を発し暗黒オーラ漂ただようこの場を何とかしなくてはならないと思うが、すぐに話題が出せる程に空気は軽くなく、適当な何かを探すように視線をあちこちに移動させた挙げ句、出た言葉は、

「そ……そういえば、最近何か変わったこととかありました……？」

　自分でも芸の無いセリフだと思いながら恐る恐るのこの言葉に、まどかは瞳をパチクリとさせて……

「ふふ……そうね。何かあったかしら」

　微笑し、それまでの毒どく蛇じやを連想させる黒々とした気配が吹き消されたように霧む散さんして、いつもの上品かつ母性的な雰囲気に戻った。

　何故なぜそうなったのかは分からないが、その場にいるだけで気力体力だけでなく寿じゆ命みようまで削けずられる気がする空気を醸かもし出されるより遙はるかにマシなので、雪子は追及せずに笑顔を作る。

　ややあって、まどかはポンと胸の前で両手を合わせて、

「──そう、三年生の間で少し不思議な噂うわさが飛び交っているの」

「不思議な、噂……ですか？」

　本当に変わった話題が出てきたことに若じやつ干かんの驚きを覚えながら、それが薄れれば興味が前に出る。

　雪子は置かれていたパイプ椅い子すに座り、着替えながらロッカーに備え付けられた鏡越しに自分を見るまどかの言葉を待った。

「放課後に、ね？　特別校舎を歩き回る男の子がいるらしいですよ」

「はぁ……でも、そこまで変なこととは……」

　風かざ見み野の高校の生徒には変人が多く、暇ひま人じんも多い。学校の敷地内で缶かん蹴けりや色いろ鬼おにを行う同好会が存在するくらいで、雪子も以前、夕暮れの一年校舎の廊下を何やら銃じゆう器きを抱えて匍ほ匐ふく前進しながらトランシーバー越しに交信する変態と会ったことがある。位置的にスカートの中を見られそうだったので思わず蹴ってしまったが、失点が二つ。一つはスパッツを穿はいていたのでパンツを見られるというのは杞き憂ゆうだったことと、蹴り飛ばすまで相手が校長だと気づかなかったこと。無む駄だにタフな校長は鼻血を流しながらも「……負傷した。が、任務は続ける」と言って懲こりずに匍ほ匐ふく前進を再開したので、謝罪しない代わりに踏み潰つぶしたい衝しよう動どうを堪こらえたものだ。

　トップにいる人物ですら『そう』なのだから、放課後の校舎を無む駄だに彷徨あるく生徒が居てもおかしくはない。……いやおかしいのだが、ここでは許容範囲内のことだろう。

　雪ゆき子こより二年長く風かざ見み野のに通っているまどかや三年生がその程度で騒ぐとは、意外というか、拍ひよう子し抜けですらある。

「三年生だから騒いでいるんですよ」

　──雪子の思考を読んだかのように言って、まどかはくすりと微笑ほほえんだ。

「奇人変人には慣れているつもりですが、件くだんの男の子は何というか……幽ゆう霊れいじゃないか、という意見も出ているんです」

「幽霊？　この季節に？」

　もう冬なのに幽霊とは季節外れだと思いながら、しかし雪子は実際に幽霊を目撃している。久く世ぜ律りつ乃のという年上の少女に憑ついていた双ふた子ごの幽霊は、夏っぽい服装をしていた気がするが、かといって冬には寒くて出て来られない、ということはないだろう。

　季節感なんて見る側、もしくは想像か連想をする側が後付けしたものだから、別に冬場に幽霊が出てもおかしくはないのかもしれない──

　そうやって雪子が考えを転がしていると、まどかが言葉を付け加えた。

「正確には、幽霊に近い存在に思えた……といったところなのでしょうね」

「というと、幽霊っぽいけど幽霊じゃない？」

「そうですね。足はあったと聞いていますし、体が透すけていたわけでもないみたいですよ」

　ならば何が幽霊に近しいのかという雪子の疑問は、どうやら先読みされていたようで、着替えを終えて振り向いたまどかは、ある単語を呟つぶやいた。

「──蜃しん気き楼ろう」

「しんきろう？　えぇと……砂さ漠ばくで見るっていう、アレですか？」

　うろ覚えながら捻ひねり出せた知識を口にすると、まどかはこくりと頷うなずいた。

「そうです。温度などによる空気密度の差が影響して光の屈折が起こり、空気中に物が浮いて見えたり逆さに見えたりする、蜃気楼です」

「それが何か……」

「つまり、その男の子を目撃した人達には彼が実体だという自信が無い……そういうことらしいですよ」

　そう説明されれば、雪子もなるほどと頷くしかない。

「その男子に触さわった人や声をかけた人はいないんですか？」

「ええ。廊下で見かけて、でもその存在感に気け圧おされて、何も出来ないらしいんです」

「ふむふむ……」

　顎あごの下に軽く握った拳こぶしを当てて、雪ゆき子こは考え込むように声を漏もらす。しかし思考の中心にいるのは件くだんの幽ゆう霊れいもどきの蜃しん気き楼ろう少年ではなく、幼おさな馴な染じみである遊ゆう矢やのことだった。

　数年間、リールゥ探しということでこの手の話題には飛び付いてきた。怪かい奇き現象にはちと弱いが、藁わらをも摑つかむつもりで手当たり次第に関わってきて、様々な事件を解決したりややこしくしたりしてきたものだ。

　今はリールゥを探すよりも遊矢の体を快かい復ふくさせる方法を考える方が重要になっているが……少なくとも、この手の事件は退屈しない。それなり以上の刺激にはなる。

　ならば、少し調べてみるのもいいかもしれない。危険は薄そうだし、何かいい感じの手がかりが見つかるかもしれない。やらないよりはずっとマシだろう。

　問題は、雪子はバイトのある日が多い、ということなのだが……

「ああ、そういえば」

　再び胸の前で手を叩たたくアクションをするまどかに、雪子は期待を込めて、

「何か有力っぽい情報でも？」

「さっきから気になっていたんですけど……スカートのファスナー、開いてますよ？」

「そういうことは先に言ってくださいよっ！」

　頭を抱えたい気分で急ぎファスナーを上げる様を、まどかは相変わらずの微笑ほほえみで見つめているのを感じ……雪子は改めて、心底から思った。

　この先せん輩ぱいには敵かないそうもない、と。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　九時を少し過ぎた時刻にデパートを出て、電車で帰宅するというまどかと別れ、アパートに着いたのは九時二十分になるかならないか、という頃。

　とりあえず自分の部屋のドアを開けた雪子は、靴も脱がずに部屋の中に荷物を投げ入れて、そのまま一いつ旦たん外に出て、鍵を掛ける。

　ひょいっ、と大おお股またで二歩横に移動して、隣の部屋のドアを軽くノック。その返事が返ってくる前に躊躇ためらうことなくノブを捻ひねり、ドアを開けた。

　開けた瞬間エアコンで暖められた柔らかな空気と共に、食欲をそそる香ばしい匂においと弾はじけるような何かを炒いためる音が流れてきて、雪子の胃がきゅるきゅると鳴った。

　恥ずかしく思いながら胃の辺あたりを手で押さえるが、きっと今の音は自分にしか聞こえていないだろうと希望的観測をして、玄関に上がる。

　視界に広がる部屋は雪子の部屋と同じ造りをしているが、置いてある物が少ない為か全然違う印象を受ける。が、そこから感じる安心感は、自分の部屋のそれとほぼ同じだ。

　だからつい、

「ただいまー」

　と言ってしまい、

「あ、おかえりー」

　玄関の左手側にある台所に立つ遊ゆう矢やからそう返され……

　途と端たんに自分がどれだけ嬉うれし恥ずかしいやり取りをしたのかに気づき、雪ゆき子こは慌あわてて靴を脱ぎ、遊矢から顔を見られることが無いよう、部屋の中へと上がり込む。

「もう少しで全部終わるから、ちょっと待っててねー」

「う、うん。待ってる」

　背中で聞く遊矢の声にどぎまぎしつつ、雪子は既すでに配置されていたテーブルの前にストンと座る。

　今の、自然な会話──

　普段は登下校を共にして、別れるのは部屋の前。「じゃ」「また後でー」という、何とも素そっ気けないやり取りの後、個人の用事を終えてから雪子が遊矢の部屋に行く。その時は特に何を言うでもなく、普通にドアをノックして中に入り、何か適当に声を掛けるだけ。

　今のやり取りもその延長みたいなものではある。

　が、なんだか妙みように新鮮で、しかも少しばかり新婚さんっぽい甘あまい雰囲気まで感じて……

「別々に帰るのも、たまにはいいかなぁ……」

　どこかのんびりとした空気と用意されている料理の皿が、いい具合にスパイスとして多幸感を高めてくれる。

　本当なら女である自分が用意する側になるべきなのだろうが、人には向き不向きがあると、雪子はよく知っている。一いち念ねん発ほつ起きして作れば、一食くらいならマシなものが出来るとは思う。が、毎日のように一時間足らずで食事を用意するようなスキルは、どう頑がん張ばっても身に付く気はしないのが現実だ。

　事実、遊矢はこっちに来てからの八ヶ月程で一般的な家庭料理なら大抵は作れるようになっているが、雪子は未だに包ほう丁ちようを持つとビビってしまう。慣れだなんだと親友の高たか嶺みね美み樹きは言うが、それ以前に適性が無いように思える。

　少なくとも美樹は初めて包丁を握った時、逆さか手てに持とうとは思わなかったらしい。当たり前のようにそう持った自分は、やはり適格者ではないだろう。

　──そんなわけで、着々と遊矢が料理を作りテーブルの上に並べるのを見ていた雪子だが、さすがにご飯をよそうのは手伝い、遊矢がエプロンを外しテーブルを挟んで向かいに座るまで、つまみ食いは控えた。

　並んでいる料理は、鶏とりの唐から揚あげに磯いそ辺べ揚げ、それに野菜炒いためにみそ汁という、至って普通のメニューだった。

　しかし普通のものも、雪子には作れない。そう考えると、本当に料理スキルを持つ幼おさな馴な染じみの存在は有りがたかった。

　勿もち論ろん、毎日のように意中の相手の手料理が食べられるということも含めて。

「それじゃ、いただきます」

「いただきまーす」

　ちゃんと手を合わせてそう言うと、雪ゆき子こは早速箸はしを料理に伸ばした。夕食にしてはやや遅い時間で、胃いの方はもう限界寸前だったのだ。次々と箸を進めては口へ運び、咀そ嚼しやくして、赤信号で警報を鳴らしていた胃袋がある程度落ち着くまで食事に専念する。

　全体の半分を食べたところでようやく人ひと心地ごこちが着き、ひっきりなしに動かしていた箸を休めて湯吞のみにお茶のお代わりを注ぐ。

　そうしながら、ちらりと遊ゆう矢やの様子を窺うかがう。

　観察されているとも知らず、遊矢はマイペースに磯いそ辺べ揚あげを食べていた。そうふっくらしている訳でもないのに柔らかそうな頰ほおがもぐもぐと動き、よく嚙かんで、ゆっくりと食べている。

　なんだか見ているだけで湯に浸つかっているような幸せな気持ちがじわじわと湧わいてきて、雪子はふと、愛あい玩がん動物を飼かう人の気持ちが分かった気がした。今の状況だと飼われているのはむしろ自分の方なのだが、そこは都合良く無視をする。

　気分を害するような事実はともかくとして、楽しい一時を過ごすべく、ぼーっと無心に遊矢の表情がちまちまと変わるのを見続けて……

「…………う？」

　目が、合った。

「雪ちゃん、どーかした？　ご飯食べるの止めてるけど」

「ぇ、やっ、いやそのあれ、あれよ！」

　まさか『つい、見み惚とれちゃって……』なんて乙女おとめちっくなことは言える筈はずもない雪子は、咄とつ嗟さに何かネタはないかと脳内を検索する。食事中に目が合う程度なら偶然の一言で済むが、あんなにまじまじと、しかも箸はしを止めてまで見ていたとあっては、さすがに言い訳として苦しい。

　──クリスマス、という単語が思考の渦うずに引っかかる。

　しかし口から出た言葉は、

「ま……まどかさん、今度誕たん生じよう日びなんだって！　それで、二十日に、パーティーがね！」

「それはいいけど、どうして涙なみだ目めなの？」

「っるさいわよ!!」

　普段の勢いはどこに消えたのかという程ヘタレた行為に、涙るい腺せんを滲にじませて。

　それでもまだまだ、クリスマス当日までにいくらでもチャンスはあると自分に言い聞かせ、雪子は話題を変えた。

「……ところで、まどかさんから聞いたんだけど」

　唐から揚あげを箸で摘つまみつつそう切り出すと、遊矢はもぐもぐと口を動かしつつ目で続きを訴えたので、雪ゆき子こは簡潔に事の次第を伝えた。勿もち論ろん、目的はあくまで事件の真相追及ということにして、遊ゆう矢やの為だとは言わない。そういうことは言うものではなく、結果的にそうなればいいと思っているので、あえて告げる必要はないのだ。

「──というわけで、その『蜃しん気き楼ろうっぽい男子』を調べようかなー、って思うんだけど。遊矢はどう思う？」

「んー……」

　遊矢は口の中に入っていたご飯を飲み込み、お茶を飲んで一息吐はいてから、何か考えるように首を傾げた。

「でもさー、雪ちゃんはバイトあるでしょ？　僕だけで調べる？」

「それはちょっと危険よね。ただでさえあんたはボケっとしていて一人でふらつかせるとろくなことないんだから」

「あはは、そうかもねー」

　普通の人ならば怒りそうな言葉に笑うと、遊矢はもう一口お茶を飲んで、

「なら、本格的に調べるのはバイトが終わってからにしたら？　今はまだ特に何かが起きている訳でもないし、すぐに冬休みになるしさー」

「そうねぇ……でも、なんか引っかかるというか……」

「暇な時に聞き込みをしたり噂うわさを集めたりするのはいいと思うよー。でもさ、雪ちゃんのことだから放課後に張り込みする気じゃなかった？」

「うっ……どうしてそれを」

　雪子の中で『調査』といえば聞き込み、張り込み、追跡という探たん偵ていか刑けい事じのような行為であり、どれも地味であまり好きではないので手っ取り早く張り込んで数日以内に解決したい──という考えが奥底にあったので、そこを読まれたのかもしれない。

　と、いうよりも。よく考えてみれば、事件に関わる度たびに積極果か敢かんな待ち伏せや聞き込みをしていたのだから、読まれて当然なのだと、雪子は思わず苦笑いをした。

「……そうね。長期戦のつもりで、のんびり行くわ」

　急せいては事をし損じるというし、今回は事件の結果より過程が重要なのだから、そちらの方が好都合なのかもしれないと思い直す。

　噂うわさの男子が何者かは知らないが、関わることでどれだけの影響があるのかは分からないが、とりあえずはクリスマスに冬休み、正月と、この先イベントはいくらでもある。ならば新学期が始まってからバレンタインデーまでの一ヶ月という空白期を埋うめる方に充あてるのが正しい気もする。

「気長に、かぁ。あたし向きじゃないけど、遊矢には向いているかもね」

「あはは、どうだろうねー」

　笑って、それから食事を再開する遊矢の様子に、日常という何気ない幸せを感じながら、雪子も箸はしを動かしご飯を食べる。

　毎日が楽しく、健すこやかに暮らせるのならば今の状態が続くのも悪くはない──そう思ってしまう自分をいけないと叱しかり、しかし気を抜くとすぐ日和ひよりそうになる現状はやっぱり幸せなのだと実感する。

　その幸せを続ける為には、やはり根本から解決する他ほかはなく。

　その道程の困難さに、しかし雪ゆき子こはため息をつくことも絶望することもなく、ただ漠ばく然ぜんと『なんとかなる』と信じていた。

　自分でも不思議なことだが、理由を問われれば、一つしか思いつかない。

　それが目の前で吞のん気きに磯いそ辺べ揚あげをぱくついている幼おさな馴な染じみの存在だと言えば、きっと聞いた人の大半が信じてはくれないだろう。

　だが、それでも。

　揺らぐことのない全ぜん幅ぷくの信頼を寄せられる遊ゆう矢やという幼馴染が傍そばに居てくれることが、雪子には堪たまらなく嬉うれしかった。
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　学生の街である風かざ見み野のは、夜も深まると駅周辺ですら灯あかりが乏とぼしくなり、商店街を歩く人影なども滅めつ多たにない。道路を走る車も殆ほとんど無く、静かで、客が退ひき熱源が落ちてしまったライヴハウスの雰囲気にも似ている。

「祭りの後……ね。逢おう魔まが時も捨てがたいけど、草くさ木きも眠ねむる丑うし三つ時、っていうのもまた風流だよね」

　実際の時刻はまだ日付が変わって少ししか経たっていなかったが、呟つぶやいた当人にはそれほど大した問題ではない。

　要は、人気が無くなり人工の光も乏とぼしくなり、暗くら闇やみが支配を強めた街並みが好きだというだけのことだから。

「……うん、絶景とはいかないまでも、毎日見ても飽あきない眺めねぇ」

　小高い丘の上に建てられた風かざ見み野の高校女子寮りよう二号館の、本当ならば立ち入り禁止の屋上。転落防止のフェンスの上に腰掛け、足をプラプラさせながら、武む藤とうアキは誰もいない空間に独白するよう、呟いた。

「こっちに来てから、もう八ヶ月も経つのよねー。時の流れは早い早い」

　風見野の街に。

　風見野高校へ通う為に。

　そこに通う、水みな瀬せ遊矢を追いかけて。

「あ─────っという間の、八ヶ月、だったなぁ」

　八ヶ月とはつまり、『武む藤とうアキ』という人物を演じた時間でもある。

　武藤アキは、『人間』だ。平均的な人間の持つ総合力を自分好みに能力を割り振り、度を超えた力は持たず使わずを心掛けている。だから本人は『人間』のつもりでいる。

　だが、今は違う。

　制服を脱ぎ、眼鏡めがねと感情豊かに動きまくる表情がなければ大した特徴もないはずの容姿は元のものに戻してある。大してメリハリのない体はボンテージ調の衣服に包まれ、冬の寒い空気に手足を晒さらし、髪かみの本来の──この世界に来た時の、ピンク色の長い髪を左右二箇所ずつ括くくったものになっている。



　今、フェンスに腰掛けるという危険なことを平然としているのは、武藤アキという人間だった自分ではなく、上位悪魔であるリールゥとしての自分。

　だからこそリールゥは、自分の性格の明るい部分を基本とした、武藤アキで過ごした時間を懐なつかしく思う。

　自分を呼び出した契約者である遊ゆう矢やが中学生の時までは、『同じ学校に通う生徒』なんて近いポジションに配役をしなかった。

　近所のお姉さんだったり、クラスメイトの妹だったり、教育実習生だったり──どれも、日常的に遊矢と接触をとれるものではなく、ただ遠目から見るに適した人間を演じていた。今のように自分らしさを性格に反映させず、本当に違うキャラを演じていた。

　それでも、悉ことごとく見破られた。

　魔法で処理が必要な何かが起きた時、必ずと言っていいほどリールゥであることを看かん破ぱされ、その度に契約続行を交換条件に願いを叶かなえてきた。絶対にバレないと思っていたのにも関わらず、少ない情報から想像の翼つばさを羽ばたかせ、可能性の羅ら列れつの中から的確に真実を取り出すというその異才にやられ続けた。

　特に、初めて見つけられた五年前──
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　あの時の事を、リールゥは今も鮮明な記憶として覚えている。

　契約から三年間、リールゥは水みな瀬せ遊ゆう矢やに近づくことなく、かといって契約者から半径十キロ以内の距離にいなくてはならないという制限がある為、退屈と戦いつつ『その時』を待った。

　白しろ銀がね雪ゆき子この治療とこっそり行った強化によって、代だい償しようとして一時預かりになった緊張と恐怖。しかしそれが無い状態では事故に遭あう確率は通常の十倍以上になるはずで、その問題から上手うまく立ち回って逃れたとしても、感情の一部喪そう失しつによるバランス崩ほう壊かい──徐々に無くなる感情と摩ま耗もうしていく心という問題だけは、決して逃れられない。

　だから待った。二年もすれば心は石のようになり、三年も経たてば自我を失い、体は緩ゆるやかに生命活動を停止する。その日を今か今かと待ち、人間に転生する時が日一日と近づくことを考えて退屈を紛まぎらわせた。

　契約から二年と十ヶ月が過ぎようとし、そろそろ一度様子を見に行こうと思っていた矢先、リールゥの身に強制力が働いた。透明な壁に押されるようなそれはつまり、遊矢との距離が十キロ以上離れそうになっているということで、その圧力から電車か車で移動していることも予測が出来た。

　最近は居場所を探っても学校と家の往復以外は殆ほとんど動きがなかったというのにどうしたのだろうと……そしていい機会だからと、リールゥは遊矢の居場所を特定し、彼が乗っていた電車に潜もぐり込んだ。

　そして着いた先は空港で、遊矢とその家族だけでなく、白銀一家もそこにいた。こっそりと近づいて話を盗ぬすみ聞けば、沖おき縄なわ県に属する南の島へ行くという。

　両家族は明るく、特に雪子ははしゃいでいた、が──その中で一人、遊矢だけは沈黙を続けていた。双そう方ほうの家族も心配するように声を掛けるが、リアクションも薄い。

　これでリールゥは、もう時間の問題だと判断した。この旅行も、恐らくは遊矢の身の異変にどうにか対処しようとし、綺き麗れいな海や空、楽しい思い出を与えることで快復を図ろうという慰い安あん旅行なのだろう……と。

　念の為、リールゥは飛行機の添てん乗じよう員いんに成りすまし、機内でも遊矢の様子を窺うかがった。那な覇はに着いてからはバスと高速艇ていでの移動になったが、その時は客に紛まぎれて、やはり遊ゆう矢やを観察した。

　遊矢は全くと言っていい程、自発的に動こうとはしなかった。目も虚うつろになっていることが多く、食事も殆ほとんど摂とらない。話しかけられても大した反応はせず、折せつ角かくの南国色に彩いろどられた海を前にしても、ただぼんやりと海辺に座るだけ。

　まだ五月ではあったが、雪ゆき子こや元気な家族は海に入り、旅行を満まん喫きつしていた。人口は百人足らずというその島に他ほかの観光客の姿も無く、たまに地元の人間が通りかかっては親しげに、そして珍しげに声を掛けてくるという、都会の日常には遠い空気が流れていた。

　そんな中、遊矢がふらふらと一人で移動をし始めた。他ほかの皆はそれに気づかず、ヤシに似た木々が並ぶ木こ陰かげへと歩く遊矢は完全に孤立した。

　どこか目的があって歩いている──そうは思えない歩みに、遠目から様子を窺うかがっていたリールゥは、いたずら心をくすぐられた。

　現地にいそうな小麦色に焼けた肌はだの少女の姿になっている自分が話しかけたところで、少年が気づくことはないだろう。『見知らぬ少女が話しかけてきた』という認識が出来るかどうかさえ怪しい。

　だから無防備なまま、危険であるはずの接触をリールゥは行った。

　木陰に座り込んでいた遊矢は、リールゥが化けた中学生程の少女が目の前に来ても顔を上げることすらしなかった。目は開いているのに焦点が定まっているようにも見えず、自失という単語がぴたりと当てはまる様子。

　にんまりと笑ったリールゥは、

「おーい、キミキミ。観光客っぽいけど、日につ射しや病びようにでもなっちゃった？」

　声をかけ……そこでようやく、遊矢は顔を上げた。

　しかしどこを見ているのか分からない瞳ひとみのままで、意識があるのかどうかさえ定かではない。

　自分の予想通り、状態は悪化している──その喜びについ笑みが溢あふれた。感情の一部喪そう失しつから三年近く生きていただけで奇跡に近いが、それもここまでだという確信に、リールゥは思わず気を緩ゆるませていた。

　だから遊矢が虚うつろな様子のままゆっくりと手を上げたのに気づいていても、目の前に現れた人影に対する反射的な行動としか捉えられず、手首を摑つかまれてしまい、

「見つけたよ──リールゥ」

　──にっこりと微笑ほほえむそのあどけない顔に、思考が停止した。

　思考が流れる前に、リールゥの体は足下から湧わいた白い煙に包まれ、まだ自分の身に何が起きているのかという理解が満ちる前に魔ま構こう力りき素そによって形成された体は強制的に元の、受じゆ肉にくした時の姿へと戻されてしまった。

　同時に、自動的に閉へい塞そく結けつ界かいが展開される。二人を中心に数十メートルの範囲を覆おおう結界が出来上がった時には、白煙も空気に溶けるように消えていた。

　そしてリールゥは、にこにこと笑う水みな瀬せ遊ゆう矢やと向かい合い、信じられない気持ちのまま立ち尽くしていた。

　まさか、『自分』とバレるなど塵ちり程ほども思っていなかった。

　笑うことが出来るなど、そんな感情が残っているなど、理解の範囲を超えていた。

　だが、事実として自分の正体は割れてしまい、このままではゲームに負けてしまう。

　そうなればこの三年間は無む駄だとなり、運良く召しよう来らいされなければ、魔ま界かいに逆戻りになり……そうなれば、次の機会はいつか分からない。何百年後になるかもしれない──

「ゆ、遊矢くん、おめでとう！　コングラッチュレーション！　やー、本当に見つかっちゃうなんて思ってもみなかったけど、それはそれとしてナイスミッションコンプリート！　パチパチパチパチ～。

　でもでもでもでも、でもねでもねっ！　ちょーっと待ってみない？」

　どの程度意識が残っているのか、思考が出来るのかは分からない。しかし説得をしなければ、この場で全すべてが水すい泡ほうに帰すかもしれないのだ。

　ショックから立ち直ると共に増加する焦あせりに押され、リールゥは無理に作った笑顔で遊矢の顔を覗のぞき込み……

「あはは、そんなに慌あわてなくてへーきだよ？」

　そこで、ようやく気がついた。

　水瀬遊矢の瞳ひとみは透すき通るように澄んでいて、笑みは柔らかでこの事態を緩かん和わするような穏おだやかさを内包している。

　先程までとは別人のような──

　まるで、仮面を剝はがしたかのような──

「契約を満たしちゃったら、僕の精神が危険なんだよね？　うん、それは分かってるから、安心してくれていいよー」

「……………………もしかして、キミ……」

「う？　あー、うん、そうだよ。まだまだ元気で、さっきまでのは全部お芝しば居い」

　言って、少年は無む邪じや気きそうに笑う。

　──だが、リールゥは笑えない。

　今までのが芝居という事実が示す意図は、とんでもないことだからだ。

　何故なぜ、芝居をしていたのか？

　何故、こんな離島に旅行に来たのか？

　何故、近づいて来た自分をリールゥと判断したのか？

　それらの疑問が氷解する、一つの答えがある。

　それはつまり──

「全部……わたしを誘おびき寄せる罠わな……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいて、リールゥは唇くちびるを嚙かみ締める。

　甘あまかった。圧倒的に甘かった。相手はただの子供だと思っていた、それ自体が大間違いだったのだ。

　たったの八歳さいという齢よわいで召しよう喚かんが可能だったのは、確かにその体質のおかげだ。生命力と霊れい力りよくの境が極めて曖あい昧まいという特異体質が無ければ、召喚は不可能だった。

　だがその彩いろどりに目を奪われ、もっと注目すべきことを見逃していた。

　純粋そうに見えて呼び出したのが悪魔である自分という事実。

　誘惑に負けず、己の願うことのみを叶かなえようとする意思。

　そして恐怖心の喪そう失しつから三年弱という時が流れても、感情を残す方法を模も索さくし、それを実行に移すだけの能力──

　そんなことが、ただの子供に出来る筈はずもない。

「目的は……何？」

　発する声に動揺を隠し切れていないのが、リールゥ自身にも分かる。

　きっと遊ゆう矢やは、契約から数ヶ月程度でこのような旅行をしたところで、自分が警戒して接触を図らないだろうことまで予測していたに違いない。油断しきったところに必殺の一いち撃げきを繰り出したのだから、間違いないだろう。

　では、その目的は何かと考えるが……分からない。

　無理をして契約を終わらせてしまうというのならまだ分かるが、そうでないなら、リールゥには何も思いつかない。

　悪魔になってから感じたことのない未知の驚異に、意識が縛しばられている──その事実に、恐る恐るといった具合で、リールゥは少年を見下ろした。

　少年は笑顔の色を薄くし、立ち上がる。それでも目線はリールゥの方がやや上だが、三年前とは違い、差が少なくなっていた。

「契約の追加、お願いしたくて」

「……契約の、追加？」

「うん。僕に何かがあったら──死んだらでいいかな。死んじゃったら、僕に関する記憶とか形けい跡せきとか、そーいうの全部消しちゃってくれない？」

「──っ!?」

　背筋を、氷柱を突っ込まれたような寒さむ気けと熱が駆かけ抜ける感覚に、リールゥは息を吞のんだ。

　さらりと『死』という単語を使ったのもそうだが、遊矢の言ったことはつまり、『後始末』を頼むということだ。

　……三年の月日は、決して人間にとって短くない。

　しかし、水みな瀬せ遊矢という少年は、三年の月日を重ねてもまだ十一歳という幼い子供なのだ。

　この機会に殆ほとんど迷うことなく言ったのだから、しばらく前からどうするかは考えていたのだろう。自分の、ガリガリと削けずられていく心。摩ま耗もうはしても快かい復ふくは殆ほとんどせず、唯一と言ってもいい欠けた感情を取り戻す方法は、同時に亀き裂れつを決定的にし崩壊へと進めかねない危険が高い。

　だから契約を満了するのではなく、自分が死んだ時のことをまず考慮した──そういうことなのだろう。

　もし自分が完かん璧ぺきに人間と同じ体だとしたら鳥肌はだが立っていただろうと、リールゥは思う。

　遊ゆう矢やの思考は、子供がするものではない。健全な人間が立ち入ってはいけない狂気の領域に裸足はだしで踏み入り平然としていられるような精神など、常人が持ち得るものではない。

　そんな異質なものを抱え込み、当たり前のように存在する子供など、どこを探してもいるとは思えない。

　──自分の目の前にいる、この少年を除いては──

「…………一つ、聞かせてくれる？」

　その時、初めて。

　ただの生いけ贄にえとしか見ていなかった遊矢に、契約対象としてではない興味を覚えた。

　だからリールゥは問う。

「キミがそれを望むのは……あの時の、雪ゆき子こちゃんの為？」

「んー……違うかな。ただの自己満足だもん」

「遊矢くんが死んだら、雪子ちゃんが自分の責任だって悲しんだり落ち込んだりするだろうから──そうさせたくないから、いざという時に備えておきたいんでしょ？　それなのに？」

「全部僕がしたいからするんだもん。僕の為だよ」

　堂々と、気負いも照れ隠しの様子もなく。

　自然体で、強きよう靭じんに撓しなる竹を思わせる少年の姿に、リールゥの心が震えた。

　ドキドキと、偽にせ物ものの心臓が高鳴り響く。

「──条件が二つあるわ」

　弾はずみそうになる声も喜き色しよくに赤らみそうになる顔色も隠し抑え、リールゥは告げる。

「一つは、今回みたいに遠出してわたしを炙あぶり出して捕まえるのは、禁止。……といっても、この会話は記憶から消えるから、キミは覚えていられないけどね。ただ漠ばく然ぜんとそうしちゃいけないと思うし、それに抗あらがっても強制力が働くから無理だからね？」

「うん、それでもう一つは？」

　考慮する時間すら置かずに了承し次を訊たずねる遊矢に対し、リールゥは少しだけ膝ひざを屈かがめて目の高さを合わせ、抑おさえていた感情を解放し、とびきりの笑顔で言った。

「わたしを楽しませて。退屈なんて思う間もないくらい、たくさん楽しませて」




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　契約の追加を実行すれば、約束を交わした記憶は書き換えられる。

　それでも遊ゆう矢やは条件を吞のんだ通り、リールゥを楽しませてくれた。

　今こうして屋上で冬の寒風が吹き付ける実感も、遊矢が召しよう喚かんしてくれなければ、契約者が遊矢でなければ味わえなかった。

　遠くから見ているだけでもそれなり以上に楽しく、近くで友人の一人として関わることが出来たこの八ヶ月は、本当に、時間が経たつのを止めてしまいたいと思うくらい充実した毎日を送ることが出来た。

　──だからこそ、

「……あーぁ。残念だなぁ」

　リールゥは思う。心の底から、欠片かけらも偽いつわり無く。

　街並みから空へと視線を移せば、黒く沈む中にぼんやりと薄く光る月の姿があった。

　それをじっと見つめながら、この素す晴ばらしく楽しい日々がもうすぐ終わってしまう予感に、リールゥは流されるままに浸っていた。













閑話Ⅰ








『七月八日（九日）




　今日、といってももう昨日のことになるけど、すごいことがおきた。

　たぶんぼくは、今日あったことを、ずっとわすれないと思う。

　雪ゆきちゃんがケガをしたことも、アクマのお姉さんをよびだすことができたことも、雪ちゃんがなくところをはじめて見たことも。




　だから、今日からにっきをかくことにしようと思う。

　もしかしたら、ひつよーになる日がくるかもしれないから。

　そのとき、今日のことをおぼえてはいても、どんなことをかんじたのかとか思ったのかとか、そーいうことまでおぼえているかどうかはふあんだから。

　ひつよーにならなければいいんだけど、なるかもしれないから。

　だからそのときのために、今日からまいにち、いろいろなことをかいていこうと思う。




　ねむいからちゃんとかくのは明日からにしよう。

　とりあえずさいごに、いちばんだいじなことだけ。




　雪ちゃんの足がなおって、ほんとうによかった』















二章　騒がしく賑やかな、日常







　二学期の期末テストが終われば、風かざ見み野の高校内の雰囲気は、加速度的にクリスマスムードに染められていく。

　ワールドカップが近づくとサッカーファンが増えるように、高視聴率のテレビドラマや人気漫画に出てくる職業が脚光を浴びるように、街全体がクリスマス商戦に染まるこの時期、風見野の学生の間にも、ある種恋愛モードというべき空気が充満する。

　普段はそこまで意識しない人達も、クリスマスとバレンタインデーの前だけは『恋人がいると勝ち組、いないと負け組』という妙みようなプレッシャーと、純粋にクリスマスという恋人達の日に意義が変わった特別な日を好きな相手と過ごしたいという想いから、にわかに告白とカップルの数が増えていくのだ。

　本来は恋愛に気を取られている余よ裕ゆうもない受験生ですら、余裕がないからこそ精神的な支えと活力を欲して、意中の人や気になるあの人にアプローチをかけて……と、どこもかしこも恋愛沙ざ汰たで埋め尽くされた感さえある。

　放課後の風見野構内を歩く雪ゆき子この傍そばにも一人、その熱にあてられて燃えている人物がいた。

「工く藤どうさんも児こ玉だまさんも言っていたわ。『クリスマスに男と過ごさないで、何が青春だろう』って……魂たましいの叫びで、素す晴ばらしい名言だと思うの」

　百七十センチ弱と女性の中ではそこそこ長身の雪子の肩より少し上に、隣に並ぶ一つ学年が上の友人、久く世ぜ律りつ乃のの頭があった。柔らかな栗くり色の髪かみの彼女はカーディガンの上に肩掛けのストールという上品な出いで立ちで、チェック柄のスカートの下には黒いタイツを穿はいてと、防寒より見た目に気を遣つかったスタイルでいる。

　やや上から見下ろす律乃の表情はやる気が溢あふれんばかりで、出走直前の馬はこんな具合なのではと思わせるくらい意気込んでいた。

「その、工藤さんと児玉さんっていうのは、誰ですか？」

　一方、律乃とは反対サイドの隣を歩く同級生の高たか嶺みね美み樹きは、紺こん地じのコートに同色の手袋を嵌はめて、ボブカットの髪をかき上げて耳を寒さから守るように包み、やや気け圧おされたようにおずおずと問いかける。

「クラスメイトよ。一緒に『クリスマスをロンリーデーにしない会』を結束したの」

「そ、それは、その…………が、頑がん張ばってくださいね」

「何言っているの、美樹も一緒に頑張るのよ。児玉さんがクリスマスイヴにカラオケルームを予約して男女混合独ひとり身パーティーを開くって言っているから、それにあなたも来るの」

「わっ、私も……!?」

　その声はどちらかというと、思いもしない言葉に驚いたというより嫌いやな予想が的中した悲鳴に聞こえ、雪ゆき子こは苦笑気味に美み樹きへと笑いかけた。

「いいじゃない、一緒に参加すれば。ミキに足りないのは出会いの数で、もっと色んな人と知り合うべきよ。そうすれば、あのバカよりずっといい男が見つかるから」

「容姿や魅力で井い沢ざわ君に敵かなう男はそういないでしょうけど……まあ、そうね。憧れは憧れとして置いておいて、とりあえず経験を積んでおくのも手よ」

「け…………経、験……」

　呟つぶやいて、湯ゆ気げが出そうなくらい真まっ赤かになった美樹は俯うつむいてしまう。

　相変わらずこの手の冗じよう談だんに弱い友人を可愛かわいらしく思うが、ふと、もう一人の友人は冗談ではなく本気で言っているのかもしれないと思い、雪子は律りつ乃のの横顔を覗のぞき見る。

　真まっ直すぐに前を向く久く世ぜ律乃は……少しも笑っていなかった。

「……律乃さん、なんていうか、その……余よ裕ゆうって大切だと思うわよ？」

　このままだと妙みような方向に突っ走ってしまうのではないかという危き惧ぐに、なけなしの経験と知識でそれらしいアドバイスを贈る雪子だが、その言葉を聞いて律乃は笑みを浮かべた。

　肩に掛けたストールを正すと、律乃はふっと何かを悟さとったように表情を緩ゆるめ、

「余裕、ねぇ。ええ、確かに誰かさんは余裕みたいね。ちゃんと相手がいるんだもの、そりゃあ余裕でしょうね、勝ち組よね」

「うっ……そ、そんなこと……」

「あら、何？　もしかして例によって、まだクリスマスの約束を取り付けていないとか？　まあ凄すごい、約束無しでも当たり前に一緒に過ごすことになると思っているなんて、雪子ったら大したものだわ。ねぇ美樹、そう思わない？」

「……ええと、その……」

　困る美樹だが、今度は雪子も助け船を出す余裕がない。むしろ助けて欲しいのはこっちの方なのだから。

　着ていたハーフ丈だけのダッフルコートを無意味にばたつかせてみるも、当然ながらやり過ごす方法は見つからない。

　雪子は仕方なくため息を一つ吐はいて、

「ちゃんと、今日明日には誘うわよ。……これからバイトがあるし、明日はまどかさんの家でバースデーパーティーがあるし、チャンスは少ないけど」

「家に帰ればいつでもすぐ傍そばにいるって環境の癖くせに、何を寝ね惚ぼけたことを言っているのかしらね、本当……そんなのろのろしているなら、私が年上の魅力で誑たぶらかしてやろうかしら」

　ぴたりと、雪子と美樹の足が同時に止まった。

　それに気づいた律乃も足を止め、振り返って怪け訝げんな目を二人に向ける。

　雪ゆき子こは、隣にいる美み樹きの様子まで見ていなかった。しかし、きっと同じような顔をして、同じようなことを思っているのだろうという確信はある。

「…………何よ」

　だから律りつ乃のの冷ややかな視線を受けて、

「………………年上の……？」

「……………………魅力……」

「…………………………どこだろう…………」

「………………………………見える場所……？」

　打ち合わせることなく美樹と口々に言い合っていると、みるみるうちに律乃の白い頰ほおが赤く染まっていった。

「うるさいわよ二人共！　何よ、どうせ私はナイチチの雪子に同類の美樹にそんなこと言われるくらいメリハリのないスタイルしてるわよ！　未だに中学生に間違えられるわよ、そんな身で年上の魅力だなんて言って悪かったわよ!!」

「やだ、律乃さんってばそんなに本当のことを言わなくてもいいのに」

「……ゆっこちゃん、悪ノリが過ぎるかも……」

　早々に律乃弄いじりから手を引いた美樹の忠告に、雪子は「そうね」と口の中で呟つぶやいた。普段の仕返しとつい調子に乗ってしまったが、口での勝負だと律乃の方に分がある。ここらで止めておかなければ後が怖い。

　現に律乃の目は恨うらみ辛つらみが頂点に達そうと暗い炎ほのおが燃えており、今にも嚙かみついてきそうな雰囲気を醸かもし出して──いたの、だが、

「…………あら？」

　軽い疑問の声と共に、律乃は気が抜けたように表情を緩ゆるめた。

　なんだろう、と思った雪子は彼女の見ているものを確認するべく、振り返り、

「遊ゆう矢や、と……アキ？」

　白っぽい横長の建物──文化系の部室棟から出てきた見慣れた二人の姿に、目をパチクリさせる。

　私服登校オーケーの風かざ見み野のでは珍しい、制服姿の男女二人。片方は自分の幼おさな馴な染じみで、もう片方は新聞部の特攻記者の武む藤とうアキだ。

　授業終了後、雪子と美樹は遊矢と別れて一年校舎から特別校舎へ行き、美樹が図書室で本の返却を済ませると共に律乃と合流。遊矢も少し用があると言っていたので、今日も帰りは別々ということになっていたのだが……

「用事って……アキとだったの？」

　なんとなく近くにあった茂みに身を隠しつつ、雪子は二人の様子を観察しながら呟いた。確証はないが、その可能性は高い。

　美み樹きと律りつ乃のも雪ゆき子こに倣ならって寄り添うように茂みに隠れ、じっと制服組二人を見つめながら、小声でボソボソと囁ささやくようにして喋しやべる。

「……二人とも笑ってるね……楽しそう」

「ん……水みな瀬せくんがあの子に何か渡したみたいよ」

　律乃の言葉の通り、狭せまい視界から遠巻きに見ても分かる動作で、遊ゆう矢やは封筒らしき物を武む藤とうアキに差し出した。

　それを当たり前のように受け取ったアキは、封筒を開けて中身を確認。

　そして──飛び付くように、遊矢の首へと抱きついた。



「あっ……」

「む……」

　派手な行動に出たアキの姿に、美樹と律乃が思わず小さく声を漏もらす。そして直後、二人の視線が自分へと移ったことを雪子は理解していた。

　目の前の事態に一番大げさに驚くのは自分で、怒りだか動揺だかで身を震わせている──そう思われたのだろう。

　しかし、雪子も無む駄だに毎日を過ごしている訳ではない。ちゃんと成長している。

　だから奥歯をギリギリと音がしそうなくらい強く嚙かみ締めて手をわなわなと開いたり閉じたりしてはいたが、顔は笑っている……つもりだった。実際はかなり強こわ張ばっているのだろうが。

　茂みの向こう、数十メートル先にいる二人を見ると腑はらわたが煮えくり返るとまではいかないが相当にムカムカきてしまうのを、ぐっと我が慢まん。あと十秒アキが遊ゆう矢やに抱きつき続けていたら堤てい防ぼう決けつ壊かいが起こり濁流となっていたかもしれないが、今は手を握ってぴょんぴょん飛び跳はねている程度なので堪こらえられた。

　冬でも枯かれずにいた草木の緑のカモフラージュと匂においに包まれながら、雪子はちっとも癒いやされない状況の中、どうして遊矢とアキという妙みような組み合わせが何かを渡したり、あまつさえ抱きついたりするようなことになっているのかを考える。

　……考える。

　…………考える。

　………………考える。

　──熱暴走が起きそうな直前で思考を中断し、とりあえず出てきた結果を口に出した。

「う…………浮気？」

「…………あなたね、まだ付き合ってもないのに厚かましい……」

　左から来た律りつ乃のの厳しい突っ込みに、恥ずかしさを堪こらえて思考を再開。

　でもまあ、浮気というのは悪くない線ではないのだろうか？

　遊矢は女の人に誘われるとふらふらと付いていく危険な奴やつなので、『特定の誰かとちゃんと付き合っていれば浮気』とされることをしているのかもしれない。

　もしそれが事実なら蹴けって殴なぐって張り倒して夜が明けるまで正座をさせて反省文を書かせるところだが……しかし相手がアキだとすると、今までそれらしい場面を目撃したことはなく、急にそういう関係になるのは少しおかしい気もする。

　だが、与えられた少なすぎる情報だけで『浮気』以上の推理をしろと言われても、雪ゆき子この頭はそれ程良く出来ていない。伊達だてに従姉妹いとこのお姉さんに「あれよね、時として天は人に二に物ぶつも三さん物ぶつも与えるけど、雪みたいな直球運動バカの頭を良くする程ボケてはいないってことね」と半笑いで言われた経験があるわけではないのだ。

「しかし……浮気、ねぇ」

「……ゆっこちゃん、まだ言っているの？」

「ぁ、いやいや。こっちの話」

　もし、遊矢が浮気と呼ばれるかもしれないことをしているとして、だ。

　原因の一角は、間違いなく宙ぶらりんな関係を続けている自分にある。

　しかし、女好きっぽくはあるが、遊矢はあれで芸能人でスタイル抜群の一年生にして今年のミス風かざ見み野の・赤あか石いし智とも子この告白をあっさりと断ったということもあった。それを考えるに、そう簡単に浮気をするようにも思えない。

　だが──普段一緒に居て慣れきっている雪子以外の女の子と遊び、触れ合い、心に刺激を与えて快かい復ふくを計るのが理由だとしたら？

　その場合……心苦しいが、雪ゆき子こは認める。

　リールゥを捕まえるだけでも、自分一人では何もアイデアが出ず、戦果はさっぱりだった。それなのに難なん易い度どがさらに上がった今、自分が出来ることは遊ゆう矢やを信じて、起き死し回かい生せいの一手を思いつくまでの時間稼かせぎを手伝うことと、身の回りに降りかかる火の粉こを振り払うことしか出来ない。

　温泉以降、それなりに遊矢を楽しませる刺激的な毎日を送らせようと思って行動していたものの、こういう場合に幼おさな馴な染じみという関係は非常に面倒で、友達として行う大抵のことは当たり前のようにやってきている。しかも今は互いに一人暮らしで隣部屋、家主がいれば勝手に出入りするような環境で、既すでに普通のカップルの領域を越えていることもしている。

　……逆に普通のカップルが行うような、あれとかそれとかは全然なので、そっちの方向で攻めればいいのかもしれないが…………実際に雪子も誘惑っぽいことを何度かしてみたのだが、

「雪ちゃん、なんか変な顔だねー」

　とか、

「肩出しているの、ちょっとだらしないと思うよ？」

　とか言われる始末でまるで勘かんづいて貰もらえず、怒声とぐーパンチで応こたえる結果しか出ていない。

　だからもし遊矢が自分の体のことを考えて他ほかの異性と積極的に関わるというのなら、止められない。悔くやしいしムカつくし切せつないが、ぐっと耐えるしかない。

　──そこまで思い、雪子はハッと我に返った。

「もしかして、今のあたし……奥ゆかしい日本人女性って感じで、かなり素す敵てきなんじゃ……」

「……………………美み樹き、あなたの親友が脳に深刻な不具合を抱えているわ。今すぐ殴なぐって直してあげなさい」

「……………………無理かな……色々な意味で……」

　友人二人の引き気味の声を浴びせられるがハッピー気分な脳は何を言われたのか理解しようとせず、胸の無い人は着物が似合うと誰かが言っていたことを思い出し、気がつけば本格的に日本的な和風美人を目指すつもりになっていた。

「……トリップするのはいいけど。あの子、全然離れないわよ……いいの？」

　その声に、髪かみ型はポニーテールか背に垂たらすか結い上げて纏まとめるかと考えていた雪子の意識は現実に戻り、慌あわてて狭せまい視界を確認する。

　律りつ乃のの言葉通り、アキは未だに遊矢に密着したまま離れていない。

　──結局、耐えられるのは一分に満たない時間だけという結果に終わり、ガササッと音を立てて茂みの中から立ち上がる。

　一ひと跳とびで茂みを跳び越え、二人が怪しい雰囲気になっている現場を目指してダッシュ。三十メートルは離れていた距離を三秒足らずという高速で駆かけて、ぐるりと前へ回り込む。

「ちょっと！　あんた達何してんのよっ?!」

　やや興奮気味に問い詰めるが、突然の雪ゆき子この登場に驚いているのか、遊ゆう矢やは目をぱちくりさせるばかり。一方の武む藤とうアキは、ぴょこんと跳はねるように遊矢から離れたが、その表情に『悪気』という二文字は見受けられない。

　どうせ勢いに溢あふれた特とつ攻こう新聞娘むすめのことだから何の他意も無く抱き着いたのだろうが、そうと理解しても、雪子が落ち着いていられるかどうかは別問題だ。

　……別問題、なのだが、

「およ、白しろ銀がねさんだ！　今日もハリキリ元気で良い感じだねっ」

「…………いや、あんたには言われたくないわよ」

　アキの否いや応おうなく高いテンションに水をぶっかけられたかのように、意気はしゅるしゅると小さくなっていく。遊園地や上映後の映画館で興奮しても、自分以上に興奮している子供やカップルを見ると、何となく『恥ずかしさ』や『大人おとなぶった自分』が表に出てしまう現象と同じようなものだ。しかもこの場には自分達以外にも下校中の生徒という野や次じ馬うまがいる。

　手っ取り早く遊矢の着ているベンチコートの襟えり首くびを摑つかんでガクガクと頭を揺するか、それともあちこちからこの事態に注目している野次馬達を蹴け散らすか、どちらを先にすべきか考えている内に、美み樹きと律りつ乃のの足音が聞こえてきた。

「もう……雪子ってば速すぎるわよ。疲れるからあんまり走らせないで」

「…………落ち着こう……ね？　ゆっこちゃん」

「うっ…………ごめん」

　この短距離で僅わずかながらも息を切らしている美樹は単純に肺活量と体力が無いだけだが、律乃はまだ週に一度、病院に通って足の状態を検査している。歩くのには何ら支し障しようが無くなったらしいが、急に走ると腱けんが痛んだり筋肉が伸びてしまったりするらしく、控えめな運動しか許可されていない。

　それを知っていたはずなのについ先走ってしまったことを、雪子は素直に反省する。

　足りてない頭をポカリと叩たたいていると、律乃が楽しげに笑みを湛たたえて口を開くのが見えた。

「それで、水みな瀬せくん。そこの有名人と、何をやり取りしていたの？」

「う？　明後日あさつてに出かける約束をしてたんだよ」

「日曜日に？　買い物か映画か何か？」

　積極的に訊たずねてくる律乃に対し、答えたのは興奮しっぱなしのアキだった。

「凄すごいんだよ！　あっちゃんをドームのコンサートに連れて行ってくれるんだって！」

「ドーム…………も、もしかして、響きよう楽がくドームの……？」

　珍しく興奮気味の美樹の言葉に、雪子もピンときた。去年『ほぼ東京』といえる千葉県内に出来た国内最大規模の開閉式ドームで、最大収容人数は十万人を超えるという。

　その場所で明後日にライヴを行うグループも知っている。『陽かげ炎ろう』という名の男女五人によるグループで、一昨年のメジャーデビュー以来売れに売れて、今国内アーティストの中で一番曲が売れると評判なのだ。情報に敏さとい女子高生で知らない方がおかしい。

　ちなみに。

　雪ゆき子こが知る限り、そのライヴのチケットは六万人動員だというのにも関わらず電話予約開始から十分足らずでソールドアウトしたプラチナチケットで、超レア物で、おまけに今いま時どきの女子高生らしく、雪子も『陽かげ炎ろう』のファンでＣＤは全部買っていて──

　気がつけば、雪子の両手はがっしりと遊ゆう矢やの頭部を横から挟はさみ込むように摑つかんでいた。

「ど、う、し、てぇっ！　そんなチケット持っていることを言わないで、おまけにあたしを誘わないのよっ!?」

「ゆ、ゆっこちゃん!?　水みな瀬せ君が笑顔のまま顔色がどんどん悪く……?!」

「……骨が軋きしむ音って、聞こえるものなのねぇ……」

　おろおろする美み樹きと対照的にしみじみ呟つぶやく律乃の声に、雪子は少し力を緩ゆるめた。それでも遊矢の体を宙吊づり固定出来るくらいの力は込めていたが。

　しかしその緩かん和わで喋しやべる余よ裕ゆうは出来たらしく、遊矢は自身の異様な状態を気にせずいつもの口調で言った。

「とはいってもねー。あれを手に入れたのは最近で、雪ちゃんが明後日あさつてバイトあるの知ってたから」

「教えてくれたらバイトくらい休んでたわよ！」

「むー、駄だ目めだよ、そんな簡単にお仕事さぼっちゃ。体調不良とか大事な用があるのならともかく、遊びに行くために休むのは良くないよ？」

「ぐっ……」

　それは凄すごい正論で、感情論以外で反論出来ない。しかもその感情論というヤツが煩ぼん悩のう塗まみれなのは雪子自身も分かっていて、しかしだからといって大人おとなしく引き下がれる程に強い自制心を持ち合わせてはおらず……

　順当に、爆発した。

「──いいわよいいわよっ！　あたしが汗水垂らして怪あやしいサンタクロースやっている間に、あんたはアキと一緒にフィーバーしてればいいわよ!!」

　怒ど鳴なり散らし、摑つかんでいた遊矢をポイ捨てすると、雪子はその場から全力で走り去った。背に女友達二人とアキの声を受けた気もしたが、足を止めるほどの効力はない。

　過ぎ行く景色に紛まぎれた生徒の表情が啞あ然ぜんと歪ゆがむ程の速度で昂たかぶる感情のままに走り、悔くやしさと羨うらやましさが合ない混ぜになって唇くちびるを嚙かみ締めさせる。

　二人でライヴに行きたかったのに、それが半ば自じ業ごう自じ得とくとはいえ、叶かなわない。叶わないのならいっそ知らなければよかったが、知ってしまったのだから最悪だ。

　ただ、爆発した感情は燃料が無ければ治まるしかなく、走るという単純な運動が鎮ちん火か速度を上げる。

　思わず駆かけ出してから一分少々経たった頃には、走る速度は急速に落ち、次第にとぼとぼという歩みに変わり……仕し舞まいには立ち止まり、殆ほとんど乱れていない息をため息として吐はき出し、雪ゆき子こは気まずい思いで呟つぶやいた。

「癇かん癪しやく起こして走り出すって、あたしはどこの子供よ……」

　少なくとも着物が似合う和風美人ならこんな反応はしないだろう。着物は走りにくそうだから尚なお更さらだ。

　しかし参ったと、軽く頭を搔かきながら雪子は考える。

　今日はバイトの予定が無く、久しぶりに女三人で駅前の喫茶店に行く約束をしていたのだ。十二月に入ってすぐに期末テストがあり、その勉強も含めて遊ぶ時間はなく、試験が終わったら終わったで、雪子がバイトを始めてしまったのでやっぱり遊ぶ時間は取れなかった。

　だから今日は日が暮れるまで三人で遊ぶ予定だったのだが、予期せず別れてしまった。

「戻るのは……ああでも、携帯に連絡がくるまでは別にいいかな……？」

　幸いなことに、雪子が今いる場所は駅前まで最短距離で行ける南東側の校門の近くだ。美み樹きと律りつ乃のはとりあえずこちらの校門まで来てくれるだろう。遊矢は家に帰るのだろうから南西側の校門を使うので、鉢はち合わせて気まずい思いをすることもないはずだ。

　美樹だけならばともかく、律乃が一緒なのでゆっくり歩いて来るだろう。時間にすれば、十分程度で着くだろうか。

　それまで少し暇なので、雪子は辺あたりに面白そうなものか、知っている顔がいないか見渡した。

　南東側の校門の傍そばには大して目立つ建物はない。施設もない。歩く生徒も雪子に興味を引かれて見てくる者はいれど、知り合いはいない。

　期待に応こたえてくれそうなものは無く、仕方ないので校門で待っていようと歩みを進める。

　身の丈たけより大きいコンクリート造りの門柱の所まで行き……雪子は、そこに思わぬ見知った顔がいるのに気づいた。

「あれ？　千ち恵え先せん輩ぱい、こんな所でどうしたんですか？」

「あっ、白しろ銀がねさんじゃないっすかー。奇き遇ぐうっすね」

　前面に『根性』と力強く書かれたトレーナーに下はジャージという、スポーティーというにはちょっとアレだが間違いなく動きやすい服装に身を包んでいたのは、二年生で演劇部の佐さ倉くら千恵だった。下級生の雪子相手に元気に敬礼をして、二つに分けた髪かみを縛しばるゴムに付いた赤と黄色のボールがカチカチと鳴る。

「自分らは体力作りで外周走り込みの最中なんすよ。と言っても、自分は監かん督とくとタイム係で走らないっすけど」

「……それ、他ほかの部員から文句言われません？」

「いいんすよ。部長は自分で、体力なら有り余ってるっすから。それに一応、他に用もあるからどっちみち走ってなんていられないっす」

　なんだか横暴っぽいことを言う千ち恵えに、雪ゆき子こは少し笑みを引きつらせてしまう。

「そーですか……で、用って何なんです？」

「スカウトっす。対象がもうすぐここを通るはずなんすよ」

「はぁ……」

「あっ、いい機会だから白しろ銀がねさんも演劇部に入って欲しいっす！　彼女と白銀さん、それに水みな瀬せくんが加われば、前期の演劇部を越えることも夢じゃないっすよ！」

　言って、がっしと雪子の手を両手で摑つかむ。千恵の瞳はキラキラと輝いていて、眩まぶしいと同時に本気具合が伝わってくる。

　正直、そんな風に言われると雪子は戸惑うしかない。顔や足にはたまに自分でも『あたし、そこそこイケてる？』と自惚うぬぼれる程度の自信があるが、演技なんて少しも出来る気がしない。裏方の仕事も不器用だから難しいだろう。

　そんな自分が参加出来るほど演劇というものは甘あまくはないと思うし、千恵のように熱意を湧わき上がらせることも出来ないだろう。何度か演劇部の舞台と練習風景を見ているから尚なおのことそう思うのだ。

　遊ゆう矢やなら入っても何の問題なく千恵の期待に応こたえられるだろう。しかし自分にはあのまどかのように演じることなどとても出来ない。

　──と、脳のう裏りに浮かんだ美女の顔であることを思い出す。

「そ、そういえばまどかさんが演劇部に遊びに行って冷たくされたって、ショック受けてましたよ。何かあったんですか？」

　話題をはぐらかす意味も込めて訊たずねると、千恵の目がぎらりと光った。同時に、雪子の手を握る力も増す。

「……別に、何でもないっすよ。単にロートルはお役御ご免めんで新体制には必要ないっすから、お引き取りを願っただけっす」

「うわ…………それは……」

　嫁よめ姑しゆうと戦争並に険けんのある言葉に、さすがに雪子も引いてしまう。仲良しクラブ、という程でもなかったが、一致団結して舞台に臨のぞみ挑いどんでいた印象のある演劇部で、世代交代と共にこんな展開が起こるとは想像だにしていなかった。

　容姿も演技力もピカイチだったまどかの意外なまでの人望の無さにも驚きだが、意見を戦わせることはあっても良き腹心という感じだった千恵がそう言うのだから、言葉を無くしても仕方ないと思う。

「で、でも、明日の誕たん生じようパーティーには来るんですよね？」

「……まあ、それは行くっすよ。公私混同はしないっすから」

　部のこととパーティーのこと、どちらが『公』でどちらが『私』なのかとても分かり難にくいが、とにかく来るようなので、一安心……といえるのかどうか、雪子はとても不安になる。

　まさか祝いの席が積年の恨うらみ辛つらみが渦うず巻く修しゆ羅ら場ばになりはしないだろうが、一ひと筋すじ縄なわでいきそうもないという予感もある。巻き込まれるのは勘かん弁べんだが、縁えん浅くない仲でもあるので、なんとか丸く収まってもらいたい。

　──雪ゆき子こがそんな、板挟ばさみ気分を味わっていた時。

　校門から出ようとした一人の女性がこちらを向き、雪子と目が合った。

　足を止めた彼女は、特徴的な服装をしていた。私服登校が許可されている上に芸能人や派は手で好きな生徒が多くいるので、ちょっとくらい奇き抜ばつな格好ではあまり驚かなくなっている雪子ではあるが、さすがに彼女の服装には眉まゆを動かさずにはいられなかった。

　先程妄もう想そうした日本美人とはまた違う感じだが、落ち着いた純和風の美人という意味では変わりない。しかし、普通に巫み女こ装しよう束ぞくなんぞを着ているとすれば、変わり者以外の何でもなかった。

　ついでに言うと、その変わり者の顔と服装に、雪子は物凄すごく覚えがあった。

「……佐さ倉くら、個人の恋愛関係に口出しする気はないが、ここは人目に付くぞ。この種の噂うわさは尾ひれが付いてろくなことにならん。それが嫌いやならば、往来では弁わきまえるのが賢けん明めいだ」

「何を妙みような勘かん違いしてるんすか。確かに自分と白しろ銀がねさんは仲良しこよしで、今後さらに深い仲になる希望と予定はあるっすけど」

「……いや千ち恵え先せん輩ぱい、それかなり誤解招く弁明なんで勘かん弁べんしてください……」

　丁てい寧ねいかつ素早くホールドされていた手を解ほどき自由の身になった雪子は、うんざり気分でそう言った。先々月、玲れいの妹にも似たようなことを言われた記憶がある。その手の趣味も性せい癖へきもないのにどうしてこんな目にばかり遭あうのかと、呪のろいの可能性を検討してしまう。

　一方、千恵の関心は既すでに雪子にはなく、緋ひ袴ばかまの巫女さんに移っていた。

　元気にぴょんっと一ひと跳とびで彼女の前に移動した千恵は、今さっき雪子にしたように、巫女さんの手をギュッと握り、

「いやいやー、それにしてもこんな所でも会うとは、これはもう偶然というよりは天の采さい配はいと思った方がいいみたいっすね！　やっぱり二に条じようさんは演劇部に入る運命なんすよ！」

「待て、佐倉。何度も言ったが、私は部活動をするつもりはないぞ」

「ふふふ……口では何と言おうと、天命には逆らえないっすよ……」

　怪しげに笑う千恵と、ほんの少しだけ困っているような巫女さん。

　若干置いてきぼりを食らった形となった雪子はその二人のやり取りを傍ぼう観かんしていたが、あることに気づいて口を挟んだ。

「あれ、そういえば千恵先輩、さっきここを通る誰かをスカウトするって」

「わああっ、言っちゃ駄だ目めっすよ白しろ銀がねさん！　あくまで偶たま々たまっていうのが、普段誘いを掛けている教室とは違ったシチュエーションが、心を傾かせるスパイスなんっすから！」

「すっ、すみません……」

「いや、謝ることはないぞ。そんなことだろうと思っていたが、よく教えてくれた」

　普通ならため息の一つも着きたくなる場面だが、巫み女こ装しよう束ぞくの美女は吐と息いきを漏もらす様子もなく、しばし雪ゆき子こを見つめてから千ち恵えに視線を戻し、

「それで佐さ倉くら。そこの彼女は下級生のようだが、何者だ？　どこの修しゆ験げん者じやだ？」

「何者って訊きき方はちょっとアレっすけど……白しろ銀がねさんすよ。白銀雪子さんっす。ほら、あの『荒雪姫』で有名な。あと修験者じゃないっす」

「なるほど、君があの白銀雪子か」

　納得したように頷うなずかれ、雪子は物凄すごく納得がいかない。『あの』という部分もそうだが、当たり前のように巫女装束を着込んだ人にまで異い邦ほう人じんのように扱われると、最後の壁があっさりぶち破られたような、『おいおいちょっと待ってよ』と言いたい気分になる。付け加えるなら、以前に会った時にあれだけ電波な発言を撒まき散らしてデパートの社員に強制退場を食らったという、ある種のお墨すみ付きの人物なのだ。しかも、雪子の顔を覚えていないっぽい雰囲気も流れている。

　そんな、そりゃあないだろう的な意思が伝わったのか、巫女さんは「ふむ」と小さく呟つぶやきを漏らし、

「風ふう聞ぶんだけで心証を判ずるのは良くないことだな。失礼した」

　微び妙みように伝わっていなかった。

　雪子はがくりと肩が落ちそうになるのを堪こらえ、

「あ、いや、そういうことじゃなくてですね……」

「そうか、私の自己紹介がまだだったな。二に条じよういずみ、二年生でそこの佐さ倉くらとはクラスメイトという仲だ。以後、宜よろしく頼む」

「はぁ……」

　男っぽいというか偉そうというか硬いというか、実直な印象のある喋しやべり方をするのにも関わらず、二条いずみという女性はどこか勘かん違いが先行するというか、やっぱり電波な感じがした。やはり『宜しく』はしたくない。

　だが、雪子の頭に先日は思い浮かばなかった、二条いずみと出会った記憶が蘇よみがえってしまっている。何度も出会っている以上、縁えんがあるのかもしれない。嫌いやすぎることだが。

　なので、出会った記憶が何かの間違いであることを祈りつつ、

「えーと、この間、デパートで会いましたよね？」

「うん？」

「それに学園祭の時にも、会いましたよね？　ほら、二日目の午後に。二条さんに人を尋ねたの、覚えてます？」

　雪子の記憶違いでなければ、『台風祭』の時──シゼムと共にどこかへと消えた美み樹きを追って図書館へ向かった際に、彼女に美樹のことを尋ねて、目撃情報をもらっている。

　顔立ちだけでも見間違えるのが難しい美人だというのに、この印象的な服装。十じゆつ中ちゆう八はつ九く間違いないはずだ。

　巫み女こ装しよう束ぞくの彼女──いずみはしばしの間、額ひたいに拳こぶしをあてて考えるような仕し種ぐさをしていたが、

「印象が違うのでもしかしたら別人なのかと思っていたが、やはり同一人物か」

「……えぇ。一応」

「つまり君があの時のサンタ娘むすめの店員で、中華少女か」

「…………その中華です」

「なるほど。つまりもう一人の少年が、噂うわさの水みな瀬せ遊ゆう矢やか──いや、顔を覚えるのは苦手でな。気配と特徴は一致していたのだが、確信が無かったので印象を優先してしまった」

　当たり前のように遊矢の名前を口に出したいずみは「ふぅむ……」と唸うなり、何やら思案顔になる。

　その間に、雪ゆき子こは千ち恵えを手招きして近くへ来て貰もらい、耳元でこそこそと喋しやべる。

「二に条じようさんって人、えらくマイペースですけど……あの服はなんですか？　コスプレ？　それともやっぱり新興宗教ですか？」

「違うっす、二条さんは高校生と兼業で祓はらい師さんをやっているんすよ」

「祓い師……？」

「一種の霊能力者というか、ゴーストスイーパーっすよ。だからいつもあんな格好をしてるんすよ。うちの学年ではかなりの有名人っす」

　それは有名にもなるだろうと、雪子は心の中で突っ込みを入れた。怪あやしげな職業で、しかもいつも巫女服を着ているとあれば、目立たない方がおかしい。しかも美人であの喋しやべりとくれば、気安く近づけない感じもあるが、それが人気の一因になりそうにも感じる。そういえば、以前アキが騒いでいた覚えもなんとなくある。

　となると、あの電波な発言も、あながち間違ってはいないのかもしれない。何しろ雪子の体は過去にリールゥの魔法により治療と改造を受けている。その影響は濃く、過去に出会った天使や悪魔には一発で見抜かれていた。本物の霊能力者であるいずみにも見分けが付くのかもしれない。

　しかし、

「……でも、演劇とは縁えんが遠そうな人ですけど……？」

「関係無いっす。白しろ銀がねさんもそうっすけど、華はなのある人はそこにいるだけで絵になるんす。芸術になるんすよ」

「はぁ……」

　自分がそこに含まれると納得がいかないが、確かにあの凜りんとしたいずみが舞台に立てば、それだけで場ばを支配するだけの存在感を放つように思える。

　……だが、今何やら考え込んでいる姿を見ると、勘かん違いにも思えてくる。

「ふ、ふふふ、ふふふふふ…………二条さんと白銀さん、そして水瀬くんが加われば、歴代最強の演劇部が作れるっすよ……」

　ついでに、こんな危あぶなげな人がトップの部で本当に大丈夫なのかと心配にもなる。ロックオンされている自分達は、この後真まっ当とうな学生生活を送れるのだろうかという心配も込みで。

　雪ゆき子こが半ば本気で厄やく払ばらいを考え始めた時、遠くから声が聞こえてきた。

「あ、いたいた」

「ゆっこちゃーん」

　追いかけて来た二人が、まだ校門から距離はあれど充分に視し認にん出来る所から、歩きながら目立たないように手を振っていた。

　美み樹きと律りつ乃のという日常寄りの二人が目に入り、雪子は凄すごく安心した。自分が普通とはちょっと違うのは自覚しているが、それ以上に普通じゃない人達に絡からまれるのは、かなり体力と精神力を消しよう耗もうするのだ。

　そして二人の登場に、何故なぜかいずみが反応した。

「む、友人か……この後、何か予定が？」

「へ？　あ、えぇまあ。大した用ではないですけど、ちょっと遊びに」

「そうか。……まあ、そうだな。どうせなら二人一緒の方が都合も良い」

「……は、い？」

　意図の摑つかめないことを言い出す巫女みこさんに対し、雪子は顔いっぱいに疑問符を浮かべるしかない。マイペースすぎて全然ついていけない。きちんとした人に見えるのに、中身は割と勝手な人なのかもしれない。

　後こう輩はいにそんな感想を抱かれているのに気づいていないだろういずみは、一度頭を振り、それから改めて雪子を真まっ直すぐに、それこそ射抜くような眼まな差ざしで見た。

「今日は挨あい拶さつ程度しか出来なかったが、白しろ銀がね雪子──君とはまた今度、色々と話をしてみたい。出来れば君の友人、水みな瀬せ遊ゆう矢やも一緒に」

「はぁ…………あの、宗教とかセミナーとかじゃ……」

「違う」

「……なら、時間がある時で良ければ、別に構いませんけど」

「そうか、良かった。明日の、西さい苑えんまどか嬢じようの誕たん生じよう会かいには参加を？」

「その予定ですけど……」

「なら早ければ明日にでも。……さて、私もそろそろ帰宅すると──」

「ちょぉぉぉっと待つっす！　二に条じようさん、今日こそ首を縦たてに振るまで帰さないっすよ！」

　いずみの腰にガバッと抱きついたのは、当然のように千ち恵えだった。

　対して、いずみは表情を崩くずさず一つ頷うなずき、

「……これでいいな。では、私はこれで──」

「違うっす！　自分が言っているのは演劇部に入部するまで帰さないってことっすよ！　誰がそんなボケを要求するんすか！」

「ボケたつもりなどないのだが」

「天然っすか!?　ああもうっ、二に条じようさんの脚本家殺し！　でも好きっす！　ぜひ演劇部で自分と濃密な時間を過ごしまくるっすよ!!」

「…………なんだか妙みように盛り上がってるわね」

　人ひと目めも気にせず愛の告白に近いセリフを大声で叫ぶ千ち恵えの行為に、近くまで来た律りつ乃のが口くちの端はを引きつらせて感想を言った。

　同じく傍そばに来た美み樹きも、驚いたように目を大きく開いて、ぽつりと呟つぶやく。

「凄すごい……宝塚みたい……」

「……あんな宝塚、かなり嫌いやなんだけど」

「わたしも嫌だわ」

　雪ゆき子こと律乃の意見が一致し、何故なぜか美樹は残念そうに俯うつむいた。

「……とりあえず行きましょ。巻き込まれないうちに」

「いいの？　佐さ倉くらさん、あなたの知り合いなんでしょう？」

「知り合いだからこそ、こっちに類焼する前に移動するの」

「……理解出来たわ」

　同意が得られたところで、雪子はさっさと歩き出す。別れの挨あい拶さつをしないのは良くないことだが、したら絶対に引き留められる。ここは、ターゲットが一人に絞しぼられている今を大切にするべきだ。

　迅じん速そくかつ目立たないよう早歩きでその場を離れた三人は、数十メートル先のＴ字路を曲がり、校門付近から見えなくなったところで歩みを遅め、ほっと一息つく。

「……なんか妙みように疲れたわね」

「わたし達だって疲れたわよ誰かさんが走り回るから」

　隣から聞こえてくる皮肉に、雪子は「うっ……」と言葉に詰まってしまう。

　それは本当に反省しなければならない。最近、緩ゆるみがちというか、どうにも警戒心と自制心が弱くなっている気がする。

「それにしても、二条さんか……相変わらずあの服装なのね」

　かなり本格的に反省モードに入りそうになっている雪子とは違い、律乃はもう自分の言った皮肉など忘れたように、どこかしみじみとした口調で呟つぶやいた。

　独ひとり言のようなその言葉にいち早く反応したのは美み樹きだった。

「律乃さん、あの二条先せん輩ぱいと知り合いなんですか？」

「一応、ね。彼女は有名人だし、言葉遣づかいの割に親切で、車椅い子すを使っていた時には何度かお世話になった覚えがあるわ。それと……他ほかにも、色々と、ね……」

　そこで律乃は言葉を濁にごし、ちらりと美樹を見た。そのタイミングで自分へと視線を向ける意味が分からないらしく、美み樹きはきょとんと目を丸くする。

　しかし雪ゆき子こにはその意味が分かった。

　きっと二に条じよういずみは、律りつ乃のに憑ついていた双ふた子ごの件でも何か言ってきたのだろう、と。

　美樹は律乃が事故に遭あってそれなりに悲惨な経験をしたことは知っているが、彼女に双子の幽ゆう霊れいが憑いていたことは知らない。その辺の経緯を語るには時間が要るし、何よりもそれを軽々しく語れる程に時間が経たった訳ではないのだ。

　少なくとも今はまだ、語れる状態ではないらしい──雪子はそう察した。

　そして美樹も何か複雑な事情を嗅かぎ取ったらしく、「そういえば」と唐とう突とつに前置きをして、雪子へと顔を向けた。

「水みな瀬せくんと武む藤とうさん、二人きりにしちゃったけど……平気なのかな？」

「あー……まあ、うん。別に怪あやしいことにはならないでしょ」

　あの二人の組み合わせで色気のある展開になる想像は、雪子の乏とぼしい発想力では紡つむげない。

　そしてどうやら同行している二人もそう思ったようで、曖あい昧まいな笑みを浮かべてみせた。

「──ま、予定通りに三人で遊びましょ。天気もいいし、余計なことに気を揉もんでたら勿もつ体たいないしね」

　晴れた冬空は透すき通るような蒼あおさと薄い雲のデコレーションが素す敵てきで、遊ぶにはもってこいの天気。今朝のテレビでやっていた予報によれば、明日と明後日あさつても晴れるらしい。

「クリスマスの日も晴れるといいわねー……」

「その前にちゃんと約束しなさいよ」

「律乃さんも、早く相手を見つけないとね」

　律乃と軽口を叩たたき合い、美樹はくすくすと小さく笑う。

　何気ない、友達同士で軽口を叩たたき合う、ありふれた日常。それをとても心地良く感じながら、雪子はふと思った。

　隣に遊ゆう矢やがいないのが残念だ、と。

　今頃、アキと二人で日曜日の相談でもしているのかと思うと、少し気分が落ち着かない。

　なのでスッパリそれを考えないようにして、雪子はこれからの楽しい時間に専念出来るよう、美樹と律乃を相手に、バイト中に起きた笑える話を始めた。

　すぐに二人の口からは笑い声が漏もれ、雪子も余計な思いに駆かられることはなかった。
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「白しろ銀がねさんはいつもパワフル元気で絶好調で良い感じだねっ。あっちゃんも見習わないと！」

「あはは、武む藤とうさんもいつも元気だと思うけどね～」

　商店街に用事があるからと、直帰する遊ゆう矢やとアキが途中まで二人で帰ることになったのは、ほんの十分程前の話。

　そして今──遊ゆう矢やの突っ込みが入る通り、『見習って』いるのか歩きながらシャドーボクシングを始めたアキは元気そのものだった。同じく帰宅中の風かざ見み野の生せいや通りすがりのおじさんの目があるのを気にする様子もなく、架か空くうの敵に一通りのコンビネーションをお見舞いしてからシャドーを止やめ、一ひと汗あせ搔かいた爽そう快かいな表情で遊矢を振り返る。

「でもでも、ホントに白しろ銀がねさんじゃなくてあたしがライヴに行っていいのかな？　なんだったら、白銀さんの代わりにバイトしてもいいかなー、なんて思ったりしちゃってるんだけども」

「そーいうのは雪ちゃんの方から断ると思うよ。思う、というか絶対に、ね。だから武む藤とうさんが気を遣つかうことないよ」

「う～～～ん、でもねぇ～」

「それに、武藤さんにはこの前買い物に付き合ってもらったし。だからそのお礼……っていう意味も兼ねての誘いなんだよ」

　やや難色を示していたアキが、遊矢のその言葉で納得したように「あーっ」と声を上げ、理解の笑みを浮かべた。

「あんなの大したことないのに、水みな瀬せくんってば律りち儀ぎなんだからぁ」

「でもネット通販じゃ手に入らない物もどこで売っているのかも分からない物もあったし、本当に助かったんだよ。だから、ありがとね？」

「やっ、そんな照れるってば～」

　ストレートな謝辞に対し、アキは落ち着き無く後ろ髪かみや眼鏡めがねを弄いじる。

　その仕し種ぐさは、風ふう聞ぶんだけで武藤アキを知る風見野生には想像のつかないもので、それなりに親交のある白銀雪ゆき子こでも見たことが無い反応といえた。

　自分でもらしくないという自覚があるのか、アキはキチッと揃えてあった前髪をさらに手て櫛ぐしで整え、笑い声をあげる。

「あはは、やっぱり水瀬くんと二人きりだと調子狂っちゃうねっ。何を言っても動じないし、照れもしないでお礼とか言っちゃうんだもん。あああ、いったい何人の無む垢くな少女がこの笑顔にクラッときてしまったのかなっ？　あっちゃんもグラグラでやばめかもっ？」

「んー……よく分からないけど、僕は武藤さんのこと好きだよ？」

「まーたそんなことさらっと言っちゃうんだからっ！　嬉うれしいけど！」

　はしゃぐように黄色い声をあげて、アキは遊矢の背をバンバン叩たたく。

　息が詰まったのか遊矢は軽く咳せき込んで、それを見たアキは一層笑みを明るくさせて──

「……う？」

「りゃ？　ケータイ？」

　突然鳴り響いた電子音に二人はほぼ同時に反応し、動きを止めた。

　どうやら発信源は遊矢の上着らしく、ごそごそとポケットを探った遊矢が出した手には携帯電話が握られていて、しかし取り出した時にはもう音を発していなかった。

　アキは沈黙しているダークブルーの携帯を覗のぞき込み、

「随分と短かったね？　メール？」

「んー……あ、そうだねー。玲れいからのメールみたい」

　液晶へ視線を落とし片手で携帯を操作する遊ゆう矢やに、アキは瞳ひとみをキラリと光らせて、わくわく顔で問いかけた。

「ねっ、井い沢ざわくんから何の用事っ？　もしかしてもしかして、らぶー、な感じのっ!?」

「ううん、なんか『オレもあんま気は長くないんだから、待たせんなよ』って」

「ってことは、これから井沢くんとデート──ってあれれ？　もう遅刻してるってこと？」

「ううん、今日は約束してないよー」

　あっさりと応こたえられた否定の言葉に、アキは何度も首を傾げて頭を捻ひねった。考慮出来る可能性を思い浮かべては捨てているのか、時折唸うなり声もあげる。

　ややあって、解げ脱だつしたかのようにさっぱりした表情になった彼女が口を開いて言ったのは、とてもシンプルなヒント要求だった。

「ねっ、それで水みな瀬せくんはどう返すの？」

「う？　見る？」

　そう言って、遊矢は携帯の液晶画面をアキへと差し出した。

　それを興味津しん々しんといった表情で見たアキの反応は──

「……『もう少しだから、大人おとなしく期待してて』…………え？　どーゆーこと??」

「それは秘密、かなー」

　朗ほがらかな笑みでもってはぐらかし、遊矢はメールを送信し、携帯を仕し舞まう。

　そしてアキは一通りの抗議と共に情報開示を要求し、それは商店街と遊矢の住むアパートとの岐き路ろに差し掛かるまで続けたものの、結局色好よい返事は貰もらえずに、二人は別れた。




　そして、一人になった武む藤とうアキは、商店街へと繫つながる路地を歩きながら、呟つぶやく。

「ほーんと、水瀬くんには困っちゃうなぁ。ほんと、どうしよー。どうしよっかなぁ……」
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　今日もまたいつものように、自分の部屋を経由して遊矢の部屋を訪れる雪ゆき子こだったが、少しいつもとは違うところがあった。

「た、ただいま～……」

　恐る恐るという表現がぴたりと嵌はまるくらい弱々しい、およそ雪子らしからぬ声と共にドアを開けて、出来た狭いスペースに頭だけ突っ込むようにして中の様子を窺うかがう。ほんの数時間前に怒ど鳴なり散らして相手の言葉も聞こうとせずに走り去った後ろめたさがそんな仕し種ぐさを取らせているのだが、こそこそする意味がどれ程あるのかは雪ゆき子こ自身にもあまり分からなかった。

　遊ゆう矢やは台所に立って、当たり前のように夕飯を作っていた。

　右手にお玉、左手に本を持って、鍋なべをゆっくりと搔かき混ぜていた手を止めて、ドアの隙すき間まからひょっこり顔を出している雪子を見て、

「ふぇ？　雪ちゃん、それ何の遊び？」

「あ、遊びなんかじゃないっ……わよ」

　つい怒鳴りそうになる声を抑おさえ、雪子は気まずさを胸に抱きながら玄関へと上がる。

　どうやら──というか、半ば予想済みではあったが、遊矢は学校での出来事など少しも気にしていないようだった。もしくは、雪子が怒鳴り散らし走り去るということなど覚えていないのか。

　となると、気にして小さくなっているのも馬鹿らしい。顔を合わせると気まずい……という気持ちは、実際に顔を合わせた後はなかなかに継続しないものだ。

「なんでもない……なんでもないわよ、っんとに……」

　肩透すかしを食らった反動で胸の中に湧わいたもやもやを愚ぐ痴ちりつつ、のそのそと靴を脱いで部屋へと上がる。

　出されていたテーブルの中央には、サラダの入った大きめなボウルが置かれていた。それを見た雪子は『失敗したなぁ』と心中で呟つぶやき、後悔する。

　サラダくらいなら雪子にも作れるので手伝いが出来たはずなのに、帰宅が遅れたのでそれすら出来なかった。……まあ、雪子が手伝えば目の前にあるような整った出来映えにはならないのだが。

　そう思うとなんだか腹立たしくもあるのだが、遊矢がぐつぐつと煮込んでいた火を止めたので、盛りつけくらいは手伝おうと、雪子は食器の入った棚たなへと近づいた。




　今夜の夕食はサラダに加え、鮭さけの入ったクリームシチューが並んだ。

　雪子はカレー皿ざらに平たくご飯をよそった上からシチューをかけて即席のドリアにするというお手軽クッキングを行い、ボリューム満点にして食べまくった。

　こっちに越して来てもう八ヶ月経たつが、すっかり『食べる人』が定着している。両親と住んでいた時は母親に使われて色々とする機会もあったが、遊矢は自分から手伝いを頼むことはないので、一人暮らしを始めた後の方が料理に関わっていない気さえする。

　駄だ目めだなぁ、と思いつつ、ドリアにしたシチューの味は野菜とクリームの甘あまみが素す晴ばらしく、とても自分には作れそうにないのだから、ある意味では仕方ないのかもしれない。出来る人は材料を切って煮込むだけ、などというが、それなら春に作ったビーフシチューがよく煮込んだのに生なま臭ぐさい匂においを発していたのは何故なぜなのかと問い詰めてやりたくもなる。

　すっぱり料理を諦あきらめた訳ではないが、とりあえず今は無理だということで自己完結し、雪ゆき子こはいそいそとお代わりをよそった。それくらいは自分でやる。

「そういえば、例の特別校舎に現れる幽ゆう霊れいもどきなんだけど」

　大盛りだった一杯目の半分の量を皿さらに盛ってテーブルに戻り、雪子はそう切り出した。

「今日、ミキ達にも訊きいてみたんだけどね。二人は見たことが無いけど、知り合いの図書委員が数人、見たらしいわ」

「へぇー。どんな感じだって？」

　雪子の三分の一程度の量しか食べていないのに遊矢は満腹になったらしく、もう皿の中身は空からっぽでお代わりする気配も無く、足を崩くずした姿勢でのんびりとした声で訊いてくる。

「目撃情報をまとめると、男かどうかもハッキリしなくなっちゃったのよねぇ。後ろ髪がみは肩くらいまであったっていう証言もあるし、でも体は薄くて男の子っぽいっていうし」

「んー……でも雪ちゃんも薄っぺら──」

「…………それ以上言うと、きっと後悔も出来なくなるわ」

　遊矢の喉のど元もとに逆さか手てに持ったスプーンの柄えを押し当てて、にっこりと笑みをみせる雪子の冷たい声に、緊張感を失っている幼おさな馴な染じみは笑顔のまま両手を挙げて降こう参さんを示す。

　分かればいい、とスプーンを皿に戻して、雪子は改めて話を続けた。

「とりあえず、たぶん男。でもね、誰も彼も、その顔を覚えていないらしいのよ。存在感が異様に薄いのか、特徴がないのか……ああでも、眼鏡めがねを掛けているって聞いたわ。黒縁ぶちのヤツを掛けて……なんか暗そうね」

「そだねー。服装とかは？」

「あ、それは統一されていて、黒か紺こんか、どちらか知らないけどやっぱり暗い色の上下だったらしいわ。それに白いマフラー……ああ、なんか想像したら服装のイメージが強くて、顔にはそこまで注目がいかないのも納得ね」

　地味な服装に白のマフラーは目立ち、そこを覚えている人間は多いだろう。そこに眼鏡も加わってしまえば、容姿の印象は薄まってしまう。ただでさえ蜃しん気き楼ろう扱いされるような存在なのだから、尚なお更さらだ。

「でも、本当に謎なぞだわ。目撃証言はそこそこあって、特別校舎で作業をする部活の人達の間でも有名になりつつあるらしいんだけど、何をしたいのかは全然不明なのよ。廊下にポツンと立っていたのを見たとか、廊下をぐるぐる回っていたとか、窓や天てん井じようを見つめていたとか」

「うん、変だね。それで、話しかけた人はいないのかな？」

「いない、って。好奇心で近づこうとした人も、実物を見たらなんか怖くなって逃げちゃったらしいし、応援を呼んで戻った時にはいなくなっていたらしくて。神しん出しゆつ鬼き没ぼつとまではいかないけど、不透明極まりないわね」

　とりあえず聞いた話を出し尽くしたところで、雪子はドリアもどきを消化にかかる。食べながら、一応は頭を回しておく。

　目的がまるで分からない、あやふやな存在の少年。事件性は薄そうだが、やはり何か尋じん常じようでない感覚はある。

　だが、このまま出没が続けば、放っておく人間は少ないだろう。

　何せこの学校は暇ひま人じんが多い。派は手でさが無い為に噂うわさの規模は小さいが、それでも一目見ようと考え実行する者はぽつぽつ出ている。普通の学校ならば数人から十数人程度だろうが、ただでさえ在籍している生徒数が三千以上と多く、しかも好奇心旺おう盛せいな人間が多いのだから、このままいけば無理にでも正体を明かそうとする人間が現れるのも時間の問題だ。

　特に新聞部。報道よりお祭り騒ぎが好きなあの連中は、絶対に放っておかないだろう──

　そう思い当たったところで、雪ゆき子この脳のう裏りに武む藤とうアキの無む駄だに元気な笑顔が浮かんだ。

「……あのさ、アキは何か言ってなかったの？　あの子のことだから、噂もそうだけどあたしやあんたが関わろうとしているって知ったら、絶対嚙かんでくると思ったんだけど」

　初夏の貧血騒ぎの時もそうだった。それはアキの方から雪子達に話を持ちかけ、一種の共同作業ということで調査をすることになった。

　だから今回も、耳聡ざとい彼女ならば何らかのアプローチをかけてきていると思ったのだ。勿もち論ろん、遊矢とのデートのことも気になって仕方ないが、それをむし返すと美味おいしい夕食で満ちた胃がストレスに浸食されることは堅いので、今は黙っておくことにする。

　今日の反省を踏まえて自制を心掛ける雪子は『平常心、平常心』と自分に言い聞かせながら遊ゆう矢やの反応を窺うかがうが、

「んー、別に何も訊きかれなかったよ？　今は二学期最後の新聞でクリスマス特集の取材と編集をしているみたいだから、忙しいんじゃないのかなー」

「あー、それがあったわね。……うん、確かにそっちの方が断然受けもいいし、やり甲が斐いもあるしねぇ」

　いくら噂や流行はやりモノが好きな人が多いとはいえ、クリスマスという一大イベントの前には霞かすむどころか眼中に無いのだろう。当事者である特別校舎で活動する人間は多少気になるのかもしれないが、わざわざ話題作りに調査をする程ネタに飢うえているわけではないのだ。

　となれば、新聞部が食いつくのは新学期以降ということになる。冬休みの間にわざわざ調査することも考えられなくもないが、号外を出してもごく少数の部活登校組しか見ることがないということを踏まえれば、やはり新学期になってからだろう。

「……つまり、あたし達が本腰を入れる前に解決されることは無い、ってことね」

「そだねー。自然消滅の可能性もあるけど」

　件くだんの少年が、それこそ蜃しん気き楼ろうのように消えるという可能性を挙げる遊矢に、雪子も頷うなずく。

　だが、それならそれで別に構わない。放っておいて何も起こらずに終わるようなことであるのなら、雪子が望むような打開策や処方薬とも無む縁えんだろうから。

　月曜と、祝日を挟はさんで二十四日の終業式の日という二日で事が動く可能性も低いので、この話はここで一いつ旦たん終わりにしていいだろうと判断する。同時にドリアも完食した。

「ごちそう様でした、と」

　農家やスーパーや遊ゆう矢やへの感謝をいくらか込めて呟つぶやいて、雪ゆき子こは食器を台所へと運ぶ。後でまとめて洗えばいいので食器は水に浸つけておき、足下のダンボール箱に入っているみかんをデザートとして一つ取り、ぽんぽんと軽く上に投げながらテーブルへと戻った。

　早速みかんの皮を剝むきにかかりながら、ふと視界に入った壁掛けのカレンダーの中に赤い丸が描かれているのを見つけ、そしてそれが明日だということで、雪子は差し迫った問題があることを思い出した。

「遊ゆう矢や遊矢っ、まどかさんにあげる誕たん生じよう日びのプレゼントはどうすることにした？　もしかして、もう買っちゃった？」

「んー、まだというか、どうしようか考えているとこ。ちょっと金きん欠けつだから、何か手作りの物をあげようかと思うんだけど」

「金欠って、珍しいわね」

　自分と違い、遊矢は小さい頃から余り金を使わないタイプだと知っているので、雪子は少なからず驚いていた。

　昔からつい買い食いや衝しよう動どう買いをしてしまう雪子は、時に遊矢にたかったりもして、それがバレて従姉妹いとこにしこたま殴なぐられた経験があるくらい貯蓄に縁えんがない生活をしている。

　対して、遊矢は本当に金を使わない。皆と食事や遊びに出かけた時にはちゃんと払うのでケチではないのだが、必要最低限の物しか買わないのだ。この部屋にもＣＤやゲームの類たぐいは無く、本も数冊しかない。お年玉も殆ほとんど貯金してしまうはずで、雪子は中学の時に一度貯金残高を聞いて、『それだけあれば自分の部屋にテレビでもクーラーでも何でも買える!?』と驚いたことがある。

　なので、バイトをしていない中流家庭の子供にしては金銭的に余よ裕ゆうのあるはずの遊矢が金欠というのは、本当に珍しいことだと雪子は思ったのだ。

「何か高いものでも買ったの？　あ、ライヴのチケットをオークションで落としたとか？」

「んー……それもちょっと高かったけど、他ほかにも買い物したから」

「買い物って……」

　雪子は部屋の中を軽く見渡したが、物が増えたという感じはしない。パソコン等の家電か、タンス等の家具か──それくらい買わないと金欠にはなりそうもないと思うが、そんな物は見当たらない。押し入れにでも入っているのだろうか……と考えて、雪子はハッとした。

　もしかして。

　もしかすると。

　万が一の可能性ではあるけれども。

　自分へのクリスマスプレゼントを買ってくれて、それで金きん欠けつになった、ということは？

　いやいや待てよ、と期待に塗まみれた気持ちを抑おさえ込もうとする雪ゆき子こだが、一度膨ふくらんだ幸せな妄もう想そうは留まらない。

　家電や家具でも買わなければ簡単には無くならないような大金が必要で、尚なおかつこの部屋に隠すことが出来るサイズの物を買った──ということだろう。

　……ところで、雪子は今、装飾品を売るアルバイトをしていて、そこに並んでいるのは安物ばかりだが、デパート内にはもっと高い宝石やアクセサリーを売る店も存在する。デパートの外にもその手の店は一つあったはずだ。

　あくまで、例えば。

　例えば、の話なのだが……

　指輪なら、この部屋のどこにでも隠せるサイズだ──

「雪ちゃん、なんだか顔が赤いよ？」

「ななななんでもないわよっ！」

　思いきりどもった上に顔の火ほ照てりも自覚出来るくらいに熱く、それでも雪子は勢いよく首を横に振って否定する。

　しかし遊ゆう矢やは不思議そうにテーブルに身を乗り出して、

「えー、でも目もちょっと潤うるんで、」

「──いいからっ！　あっ、みかんあげるわよみかん！　美味おいしいみかんをあげるから！」

　皮を剝むいて半分に割さいたみかんを右手で摑つかむや否や、雪子はそれを遊矢の口に突っ込んだ。

「むっう、うー、ぅーっ」

　口の中に指ごとみかんが入ってきたことに目を白黒させる遊矢を見て、雪子はハッと我に返り、慌あわてて指を引き抜いた。

「わっ、ゴメン！　い、痛かった……？」

「むぐ、んぐぅ……」

「ちょっ、ちょっと手を洗って来るから！　ついでに頭も冷やす！　ホント、ごめんねっ」

　みかんに口内のスペースを占領されて上手うまく喋しやべれない遊矢にもう一度謝って、雪子はバタバタと洗面所へ駆かけ込んだ。

　鏡を見れば頰ほおどころか耳の先まで真っ赤に染まっている顔があり、平静とはかけ離れた一連の醜しゆう態たいに、がっくりと洗面台に頭から突っ込むようにして脱力した。

「……………………自制心は…………どこに落としたのよ……」

　情けない自分に、雪子は大きなため息を吐はく。

　こんな調子で本当に大丈夫なのかと自分へ疑心を抱きつつ、ひとまず手と顔を洗おうと左手で蛇じや口ぐちを捻ひねって水を出す。流れ落ちる冷水に右手を近づけ……指先が触れる直前に、動きを止めた。

「…………」

　雪ゆき子こはじっと、己の右手を見る。

　正確には、まだ水に触れていないのに若じやつ干かんの湿しめり気けを帯びている、人差し指と中指を。



「……………………」

　しばし二本の指を見つめ、ややあってから緩ゆる々ゆると右手を持ち上げるようにして顔の高さまで掲げる。

　さっきまでこの指がどこに触れていたのか、それが頭の中で急流のように渦うず巻いて、

　唇くちびるを震わせながら、雪子は口を開け、

「────まるで変態だわ」

　呟つぶやいて、勢いよく両手を水に突っ込ませて乱暴に洗った。

　続けて顔を洗い、雑念と煩ぼん悩のうとついでにいけない思考を排はい水すい溝こうへと流し、すっきりして顔を上げる。

　そして鏡の中の自分を強く睨にらみ、

「あああ、もうっ！　あたしはいつからこんなあたしにっ?!」

　問いかけるが、当然ながら答えが返ってくることはなく。

　結局、『もっとカルシウムを摂とることにしよう』というやや具体的な決意をして、夜は更ふけていった。













閑話Ⅱ








『九月二十三日




　今日は、どうとくの時間にアニメのビデオをみた。

　ねんどで作られた人と犬がぐちゃぐちゃとうごきまわる、くれーアニメというやつだった。

　雪ゆきちゃんも、ほかの子たちも、みんなわらっていた。たくさんわらっていた。きざきくんはせきこんでしまうくらいわらっていた。




　でも、ぼくはなにがおかしいのかわからなかった。

　みんながわらっているのをふしぎに思っていたら、雪ちゃんがぼくのせなかをたたいて、「なにぼけっとしてんのよ」と言って、またわらった。




　これはたぶん、ぼくのかんじょうが欠けているせいだと思う。

　こうなるかもしれないってちょっとだけだけど考えていたから、それでまちがいないと思う。

　楽しいことをしらなければ、悲しいとは思わないから。

　こわいと思うことがなければ、安心することもなくなるから。

　だからぼくは、きっとこの先、少しずつほかのかんじょうもなくなっていくと思う。

　わからなくなっていくと思う。




　リールゥを見つけてもとにもどしてもらえれば、それが一ばんいい。

　でも、たぶん、リールゥはでてきてくれないと思う。

　かんじょうがなくなっちゃって、そうしたらきっとなにもわからなくなって、考えることも体をうごかすこともできなくなっていくから、少なくともそれまではでてこないと思う。

　ぼくならそうするから。たぶん、そうなる。

　もう安心だと思ってリールゥがでてきたときには、ぼくの心はこわいというきもちにたえられないくらいよわくなっているはずで、やっぱりもとにはもどらないと思う。

　うーん。こうしてかいてみると、これからのぼくってけっこーピンチなのかも。




　だけどぼくは、なにが楽しいのか、なにが悲しいのかをしっている。

　どうすれば人がおこって、どうすればよろこんでくれるのか、学んでいける。

　これからは雪ゆきちゃんやほかの人を見て、本をよんで、テレビを見て、かんじょうを学んで、できるだけほかの人と同じようにかんじたフリをしていこうと思う。

　少しでも楽しいと思ったことは、いっぱい楽しいと思えるように。

　少しでもかなしいと思ったことは、いっぱいかなしいと思わせるように。

　こわいというきもちはもうかんじられないけど、こわいと思ったことはあるから、それをがんばって思いだすようにすればいい。

　今までの、へいきだったときのぼくが大きくなって、いろいろかんじているのをそうぞうして、そのイメージどおりのぼくをやればいいと思う。




　もっと大きくなれば、どうやったらもとにもどれるのか、思いつくかもしれない。

　そのときまでがんばることができれば、ぼくのかち。

　もし負けちゃっても、雪ちゃんがだいじょーぶならそれでいいけど。

　とりあえず、やれるだけやってみようと思う。

　だからこれからはもう一つノートを作って、そっちにぼくのすきなものとか、きらいなものとか、楽しいこととか、いやなこととか、とにかくいろいろかいて、さんこーにしようと思う。

　いつかきっと、やくに立つと思うから。




　とりあえず、今日はここまで。

　明日からは、ぼくをがんばっていこう』















三章　見えざる強固な繫がり







　十二月二十日──西さい苑えんまどかの誕たん生じよう日び当日。

　雪ゆき子ことまどかは夕方までバイトで、雪子は一いつ旦たんアパートに帰ってシャワーと着替えを済ませてから、遊ゆう矢やと共に西苑宅へ向かった。

　風かざ見み野の駅から電車で三駅、駅からバスでおよそ十五分。そこからさらに徒歩で五分弱かけて七時前に辿たどり着いたパーティー会場は、雪子が想像していた以上にでかかった。

　何しろ一般住宅なのに二メートル近い門がある。それが自動で開く。敷地内から玄関まで百歩は歩く。ちらりと見た庭には小さいながら噴ふん水すいがある。何部屋あるのか外観だけでは分からない家には外国のお城にあるようなバルコニーが設置されている。所々に防犯カメラがある。ドアに近づくと中からメイドさんが出てきて一礼し、先導してくれる。

　テレビの中でしか見たことがない『お金持ちの家』を目まの当たりにし、雪子はくらくらと目眩めまいを起こしそうになっていた。自分としてはおめかしをしてきたつもりだが、スカートの生き地じはメイドさんのそれに比べても安っぽいし、黒いタイツなんぞ穿はいたものの、上に着ている黄色のツインニットとは相性が良くないんじゃないかとか、せめてアイラインとシャドウくらい入れてくるんだったとか……

　スリッパ越しにも分かるふかふかの絨じゆう毯たんが引かれた廊下をおどおどしつつ歩きながら、雪子は無む駄だに緊張していた。隣を歩く遊矢のぼやっとした顔を見ると、こういう時ばかりは緊張感の除かれた体が羨うらやましく思える。

　廊下に飾られた壺つぼや絵画に圧倒されつつ案内された先は、メイドさんの説明によればちょっとしたパーティーや社交ダンスを行う目的で作られた広間とのこと。そんな目的の為に部屋を作るという発想自体が雪子には無む縁えんで、開いて貰もらった大きなドアの向こうに行くのにも断だん崖がい絶壁からダイビングするのと同じくらい戸惑ってしまう。

「…………っし！」

　意を決し、頰ほおを叩たたかんばかりの勢いで気合いを入れて、大広間とやらに突入し──




「おらおら男子っ、グラス空いたらさっさと注そそぐ！」

「うっわー、この伊い勢せエビすげー！　でけぇー！　いっせえびー！　いっせえびぃー！」

「八番、野の村むらしるく！　後ろ向きでテーブルクロス引きに挑戦しまっす!!」

「きゃははははははははは！　飲め、飲め、飲め───！！！」

「ぐ、ぼっ、ちょ、江え藤とうせんぱっ、それはまずっ……」

「おーとこーの子ー♪　なら平気ですぅー♪」

「九番、[image: 辻]つじエリカっ。この場を借りて告白します！」

『おおおおおおおおおおお────！』

「エリちゃん、誰を好いとっとー!?」

「実はエリカ、山やま崎ざき君が……」

「おっ、俺おれかっ?!　俺なのですかっ?!」

「ひゅーひゅー、山崎すたんだーっぷ。色んな意味ですたんだーっぷ！」

「え？　え？　[image: 辻]つじさん、マジで俺のこと……」

「エリカ、山崎君がまどか部長の使用済みストローを盗ぬすむところを見てましたー！」

「そそそそれは告白じゃなくて告発だぁぁぁぁぁあ!?」

「…………やーまざきぃ……」

「……男子部員鉄の掟おきてである『部長の私物に手を出さない』を破ったな、貴様……！」

「おおっ、これは男と男のガチンコかぁー?!」

「ひゅーひゅー、山崎君もってもてー！」




　──とんでもないことになっていた。

「これは…………演劇部のパーティーってこと、すっかり失念していたわ……」

　雪子は半笑いで悲惨すぎる現場に尻しり込みしてしまい、一歩入り込んだ場所からそれ以上は進めない。

　大広間というだけあって、中は広かった。……いや、広いはずだった。そこに二十人近い人数が入り、五つも六つも料理や飲み物の瓶びんが置かれたテーブルがあり、カラオケセットまであるのだ。

　しかしやや狭せまく感じる最大の原因は、部員達が上がりまくったボルテージのままに騒いでいるからに他ほかならなかった。

「これは確実にアルコール入ってるわね……酒臭くさくないのが不思議だわ」

「それよりもっと中に行こうよ？　まどかさんにおめでとうの挨あい拶さつもしないとー」

「いや……分かってるんだけど」

　そうは言っても、この享きよう楽らくと惨さん劇げきの入り交じった中に入っていくのは、どうにも躊躇ためらわれる。脳内映像では危険信号が点滅しっぱなしだ。

　まだ七時だというのに、この大騒ぎ。まどかの帰宅が六時くらいになると聞いていたので、それからすぐ始まったとしても一時間でここまでぶっ壊こわれてしまうというのは、果たしてどうなのか。スタートダッシュを決めたのか、それともまだ全開ではないのか。

　何にせよ、素面しらふで酒断ちをしている身でこの中に放り込まれるというのは、かなりキツイ。

「……こそっとまどかさんにお祝いだけ言って帰ろうかしら……」

「えー、なんでー？」

「いやだって……凄すごいデンジャーゾーンになっちゃってるし……あたし達が来たの、誰も気づいていないみたいだし──」

「あら、気づいてますよ？」

「ふひゃぁっ?!」

　突然真横からの声に雪ゆき子こは奇声で反応し、遊ゆう矢やの背後に隠れるように跳とび退のいた。

　ドクドクと脈打つ心臓の上に手をやりながら、声の主にクレーム混じりに応じる。

「おっ、驚かさないでくださいよ、まどかさん……」

「あら……ごめんなさい、さっきから横にいたのに気づいて貰もらえなくて、少し寂しかったものですから」

「…………少しも気配を感じなかったんですけど……」

　いくら酒しゆ池ち肉にく林りんを絵に描いたようなトンデモな現実に度ど肝ぎもを抜かれていたとはいえ、他人の気配に敏感な自分にまるで悟さとられず横にいるなんて非常識なことを平然とやってのけるまどかを、雪子は改めて脅きよう威いに思う。本当はこの人吸きゆう血けつ鬼きのままなんじゃないかと思わず勘かんぐってしまう程に。

　そんな感想を抱かれていることを露とも知らないだろうまどかは、普段通りの上品な微笑ほほえみでロングドレスのスカートの裾すそを軽く摘つまみ、膝ひざを折って、

「本日は私の誕たん生じようパーティーに御お出いでくださってありがとうございます。大した振る舞いも出来ませんが、楽しんで貰もらえれば光栄です」

「へっ？　ぁ、え、その…………ちょっ、遊矢……こういう時はどう返せばいいの?!」

「お招きありがとうございます、でいいんじゃない？」

「おっ、お招きありがとうごじゃっ!?」

　慣なれない丁てい寧ねいなやり取りに緊張し、思いきり舌したを嚙かんでしまった。涙目で痛みと失態に顔を赤面させてしまう雪子に、まどかは嫌いや味みなく小さく笑い、

「いいんですよ、そう畏かしこまらなくても。私の誕生日をお祝いしてくれる気持ちだけで充分ですから」

「あ、いや、そういう訳にも……っと、そうだ！」

　突然現れたまどかの存在とヒリヒリ痛む舌に気を取られて忘れていたが、自分の手に小さな紙袋が握られていることを思い出し、雪子はそれを両手に持ってまどかに差し出した。

「これ、プレゼントです」

「あら、どうもありがとう。何か訊きいてもいい？」

「レースのハンカチで……大した物じゃなくて申し訳ないんですけど……」

「いいえ、とても嬉うれしいわ。ありがとうね、雪子ちゃん」

　本当に嬉しそうにまどかが紙袋を受け取ってくれたことに、雪子はホッとし、ようやく少しだけリラックスすることが出来た。

　そうすると周囲の光景も見え始め、演劇部の面々が自分達の登場に気づき始めたのを知る。

「あ、水みな瀬せくんに白しろ銀がねさんっすよ」

「ホントだ～。雪ゆき子こちゃん、ミニスカでタイツ穿はいているから足が長いのが映えるわねぇ」

「水瀬君はセーターにジーンズか……気合い入れまくってるうちの男どもに比べると、あっちの方が全然いいね」

　グラスや皿さらを片手に何やら言い合う彼女等は声を抑おさえるつもりがないのか、はたまた酔っていて自分の声の大きさが分かっていないのか、こちらまで完かん璧ぺきに聞こえる声で品評をしている。

　一応は褒ほめられているので悪い気はしないが、良い気分かどうかと問われればかなり微び妙みようなところだ。

　彼女達にも、そして端はしっこで何やら殴なぐり合いというか制せい裁さいを実行している男子達にも挨あい拶さつをすべきだろうと考えていると、

「はい、これ。僕からのプレゼント」

　遊ゆう矢やも自分と同じように、雪子の物よりやや大きめの紙袋を渡していた。

　受け取り、口元を綻ほころばせたまどかは紙袋の中を見て、

「あら、この箱……市販の紙箱を組み上げた物なのね。ひょっとすると、遊矢くんの手作りの何かが入っているのかしら？」

「えっと、クッキーが何種類か入ってるんだよ。あんまりお金が無くて、でも市販のだと誕たん生じよう日びプレゼントっぽくないし。だから、そんなのになっちゃったんだけど」

　なるほど、と雪子は一人心の中でポンと手を叩たたいた。出かける前に遊矢の部屋に寄った際、甘あまい匂においが微かすかに香かおった気がしたのだが、それはクッキーを焼いていた為だったらしい。

　だが、少し面白くない。毎日のように遊矢に食事を作って貰もらっている雪子だったが、お手製のお菓か子しはまだ食べたことがない。

　遊矢が特にお菓子作りを趣味にしている、という事実もない。つまりあれは、まどかに渡すためだけに挑戦して作った物だ。自分は食べたことがないのに、なんというか、妬ねたましい。せめて試作で余った物の一つや二つ、ここに来る前にくれても良さそうなものなのに──と、ついそんなことを思ってしまう。単純にお腹なかが空すいているのも原因の一つなのだが。

「そう、ですね……私が価値を述べるよりも明瞭な方法がありますから、試しましょう」

　雪子が胸の中でもやついた気持ちを抱いていると、まどかは貰ったばかりの紙袋からショートケーキが四つは入りそうな紙箱を取り出し、それを顔の高さに掲げた。

「皆さん、注目してください」

　特に大きな声ではないが、まどかの声はよく通り耳に入ってきやすい。元部長でパーティーの主役ということもあり、雑談をしていた女達も関節技をかけようとしていた男達も、動きを止めてまどかに目を向ける。

　自分に全員の視線が集まっているのを確認して、まどかはにっこりと笑った。

「今ですねー、私の手にあるこの箱の中には、こちらにいる遊ゆう矢やくんが作ったクッキーが入っています」

　ざわ──

「ゆ、遊矢君の手作りクッキー!?」

「うっわ、マジ？　男の子の手作りお菓子？」

「へー、男子でもそーいうの作れるんだぁ」

　露ろ骨こつに反応する女子部員達。

　逆に、停止したままぽかんとしている男子部員達。

　その様子にまどかは一つ頷うなずいて、

「折角のプレゼントなので、食べたいという人の中から抽ちゆう選せんで一名様に分けてあげようと思っているんですが……欲しい人はいますか？」

　ざわわっ──

「ハイッ！　あたし、あたしが貰もらう！」

「ぅわずるっ!?　私だって欲しいんだからフライングすんなっ！」

「同じくらいの歳としの男の子が作ったクッキーなんて、食べる機会ないですしねぇ」

「ぷりーず！　ぎぶみーくっきー、ぷりーず！」

　一瞬で餌えさを求める雛ひな鳥どりの如ごとく騒ぎ出す女子部員達。

　そして無言で制せい裁さいを再開する男子部員達。

　ギャーギャーと先程までとはまた違う喧けん噪そうに包まれた大広間で、雪ゆき子こは頰ほおをひくつかせて状況を見つめていた。確かに、女の子同士ならお菓か子し作って振る舞うことも少なくないが、男子が作ったお菓子というのは見たことがない。先日の学園祭でも、その手の物は女子が作っていた。プロの職人さんならともかく、ただの学生でお菓子作りが趣味の男子というのは少ないだろうし、実は少なくなかったとしても、自分から「俺おれさ、休日は家でガトーショコラとかモンブランとか作るんだぜ？」と言い出したりはしないだろう。

　とはいえ。いくら女の子が甘あまい物好きだからって、珍しいからって、この反応は異常だ。相手が演劇部だということを加味すれば……まあ、そこまで変じゃないのかもしれないが。

　混乱と狂騒を巻き起こした張本人であるまどかはというと、微笑ほほえみを湛たたえ、遊矢に向き直っていた。

「ほら、皆の反応を見れば分かるでしょう？　とても嬉うれしいプレゼントですよ。どうもありがとう」

「あはは、喜んで貰えたなら……うん、良かったー」

「ええ。……あ、皆さん、やっぱり考えが変わったので、抽ちゆう選せんも配布も無しにしますね？」

　一ひと欠片かけらの邪じや気きもない笑顔であっさりと前言を翻ひるがえすその言葉に、『うわ……』と雪子が思った瞬間、

「なっ、なっ、なんですと───?!」

「ふふふふざけんなこの横暴女ぁー！」

「センパイ、そんなにあたしらの心を弄もてあそんで楽しいですかっ……!?」

「…………神様、どうか存在するならあの憎にくらしい女に天てん罰ばつを……！」

「まあ…………まどかさんなら………………そうだよね……」

　一瞬で爆発した女子部員達が怒ど鳴なり散らし、恨うらみを込めた目でじっと見つめ、或いは脱力して床に手を付きと、様々な反応で感情表現をし始める。

　いくらアルコールが入っていて演劇を志す面々だとはいえ、これはオーバー過ぎると思い、雪ゆき子こは目でまどかに疑問の旨を訴える。

　それが上手うまく伝わったのか、まどかは左手をそっと頰ほおに当て、微笑ほほえんだ。

「いいんですよ、あれで。うちの部に伝わる練習方法の一つですから」

「はぁ……」

　伝わると言っても風かざ見み野の高校はほんの数年前に出来た新設校なのだが……と、雪子が胡う散さん臭くささを感じていると、

「まあ、私が勝手に作った伝統ですけど」

「……やっぱりまどかさんですか」

「ええ。でも、有効なのは間違いないんですよ？　雪子ちゃんはどうして役者が舞台で大声を出すか、知っていますか？」

「へ？　そりゃあやっぱり、後ろの席にいる人にもちゃんと聞こえるように、ですよね」

「それも大きいですけど、それだけならマイクなり音響機器を使えばいいでしょう？　お金のないマイナーな劇団ならともかく、プロでもそうしないのはどうしてか、分かります？」

「えーっと……」

　少し考えてみるが、分からない。舞台に立った経験も無ければ演劇に対する知識も乏とぼしい身では仕方ないのかもしれないが。

　黙ってしまった雪子の様子を見ていたまどかだが、しばしして降こう参さんと見て取ったのか、解答を口にする。

「大きな声を出すと気持ちいいんですよ。カラオケも絶叫マシーンも、人目を気にしないでお腹なかの底から声を出すと気持ちいいでしょう？　あれと一緒です」

「それはなんとなく、分かるんですけど……」

　しかし演劇部員の中には大声を出すのではなく、単にアクションが派は手でなだけの人もいる。そちらはどういうことなのだろうと雪子が考えていると、

「大きな声を出すと、頭が酸素不足でぼぅっとするんです。そうなると余計なことを考えないで役に没ぼつ頭とう出来るんですよ。観客の視線も怖いものではなくなりますし、ミスも怖くなくなります。

　でも日常的に騒ぐ訳にはいかないでしょう？　だから普段は感情を抑制して、こういう場ではそれを曝さらけ出す……そうすると大きな声を出すのと同じくらい爽そう快かい感があって、ウキウキでノリノリになるんですよ」

「……それと演劇の関係性が、その、イマイチ……」

「役柄に没頭するのにも、セリフやキャラクターの心理をちゃんと理解しつつ演技が出来ないと意味がないですから。なのでこうやって感情を曝け出すことに慣れておきながら、ちゃんと多少の理性も働くように練習しているんです」

「…………なるほど」

　正直、雪ゆき子こは半分も理解出来ていなかったが、それでも何となくまどかの言いたいことは伝わった気がしたので頷うなずいておく。

「──と、全部私が勝手に考えて効果もあると決めつけて、皆さんにやらせているんですよ。本当のところ、役に立っているのか分かりませんけど」

「…………あたしはまどかさんが不思議なくらい人望の無い理由が分かりましたよ」

　疲れた声で雪子は言うが、まどかは何も分かっていない笑顔を向けてくる。

　困った人だな、と呆あきれつつ。

　それでも憎にくめないのだから、そんな性格と人柄のままでいいのかもしれない──と、雪子はしみじみと思った。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　初しよっ端ぱなから妙みようなものを見せつけられつつパーティーに参加した雪子だったが、意外というかむしろ順当というか、少し慣れればかなり楽しい催しだった。

　即席のコンビで漫才を始めたり、流行はやりのドラマの再現を熱演したり、女子部員に虐しいたげられている男子部員の顔が凄すごく嬉うれしそうだったり、酒の勢いで脱ぎ出す人を止めるどころか囃はやし立て、「ハンドパワー！」と言いながらワインの瓶びんを手て刀がたなで叩たたき割り、そこに雪子も巻き込まれて何故なぜか用意されていた瓦かわらを踵かかと落としで三十枚ほど割らされてと、良くも悪くもただの誕たん生じようパーティーではなかった。

「白しろ銀がねさーん、どう？　吞のんでる～？」

　陽よう気きというか酔っ払った声でそう訊たずねて来たのは一年生部員の野の村むらしるくで、真まっ赤かになった顔を見るに、もう完かん璧ぺきに出来上がっているようだった。

「あたしはちょっと、お酒は……暴れるから」

「あーあー、そーだねえ。白銀さんが暴れたら大変だもんね～」

　言って、豪ごう快かいに雪子の背中をバンバンと叩く。酔って気が大きくなっているのか、それほど付き合いも喋しやべったことも無かったのに、とてもフレンドリーな感じで接してくる。

　雪ゆき子この方も、アルコールは口にしていないが、場の雰囲気にあてられて多少ハイになっていたので、彼女の態度を嫌いやとは感じない。

「もーねえ、白しろ銀がねさんが入部してくれたらすっごく楽しくなりそうなのにね～。佐さ倉くら部長も熱烈に勧誘してるっしょ？」

「そうだけど、あたしより遊ゆう矢やを引き抜く方に力を入れればいいのに。一応だけど、遊矢なら戦力になるだろうし」

「あーあー、水みな瀬せくんは凄すごく上じよう手ずだもんね。わたしもあれくらい上手うまく演じられたらいいのにな～。そうしたらきっと、佐さ倉くら部長もわたしを主役に脚本書いてくれるんだろうな～」

　うっとりと夢見るように瞳ひとみを蕩とろけさせる彼女の言葉に、雪子は「そういえば」と辺あたりを見回して、

「千ち恵え先せん輩ぱいは？　さっきから姿を見かけないけど」

「あ～、向こうにいるよ～。ほら、隅っこに」

　しるくが指差した方を見ると、小さいながらも大広間の角に作られたバーカウンターがあり、そこには確かに佐さ倉くら千恵のややこぢんまりした背中があった。

　いつも騒いでいるイメージがある千恵が一人寂しく過ごしているのは何だか妙みような光景で、雪子はそれが少し気になった。

「……いつまで経たっても遊矢が入部しないから落ち込んでる……って訳じゃ、ないわよね」

「ん～、どうなんだろ？　あーでも、水瀬くんは入部条件提示したみたいよ？」

「え、初耳。それってどんなの？」

「白銀さんが入部したら自分も入る、ってさ～。やーん、ラブラブで羨うらやましぃ～！」

　自分の体を抱くようにしてくるくると回転しながらどこへと去って行くしるくに、雪子は頰ほおを引きつらせて乾いた笑いを発することしか出来なかった。

　それより、いつの間にそんな裏取引みたいな約やく定じようを取り決めていたんだと、遊矢に対する怒りが薄うつすらと込み上げてくる。道理で千恵が熱心にアプローチをかけてくるわけだ。将しようを欲して馬を取り込もうという図だったのだから。

　祝いの席ではあるが、文句の一つも言ってやらないと気が済まない。

　雪子は鋭くした目で大広間を右、左と見渡して……「あれ？」という呟つぶやきと共に、入れていた力が抜ける。

「遊矢のヤツ、どこに消えたのよ？　それに、まどかさんも……」

　どこを見ても姿の無い二人の名前を口にして、雪子は首を傾げた。

　偶然、タイミング悪くトイレか何かに行ってしまっているのだろうかと再度広間の端はしから端まで視線を往復させ──

「……………………」

　一人の女性が扉を開けて入って来るのを見て、あんぐりと、大きく口を開けた。

　ピンと背筋を伸ばし、仮装をしている演劇部員以上に目立ちながらも何一つ恥じることは無いと言わんばかりに堂々と歩く姿は、間違いなく『祓はらい師』二に条じよういずみのものだった。

　今日初めて見かけるが、どうやら着いたばかりらしい。まどかへ挨あい拶さつをしようと思っているのだろうか、先程の雪子と同じように周囲を見渡し……

　目が合った。雪子の方もいずみのことを見ていたのだから、当然といえば当然だ。

　演劇部員が騒さわいでいる広間を、いずみは真まっ直すぐに雪子へと向かって歩いて来た。歩く様も顔つきも凜り々りしく、お祭りムードの中では物凄すごく浮いている。

　……いや、浮いているのはむしろその雰囲気と醸かもし出すその空気。

　一人それに気づいていないのか、至近距離まで接近したいずみは、相変わらず迷いも澱よどみも無い目で雪子を映し、

「居たな、白しろ銀がね。しかしどうした？　そんな、奇き異いな物でも見たような顔をして。変な物でも食べたのか──と、パーティーの席で言うべき内容では無かったな。忘れてくれ」

「……………………あの、二条さん」

「なんだ？」

「……………………その服装は、新あら手てのギャグですか？」

　なるべく目を合わさないようにしながらそう言った雪子に対し、いずみは質問の意味が分からないと言わんばかりに目を瞬またたかせた。

　二条いずみが着ているのは、いつも通りの巫み女こ装しよう束ぞく──ではなかった。

　桃もも色というには派は手でで可愛かわいらしいピンク。

　膝ひざさえ見えない丈たけの長い、ふわりと浮いたスカート。

　肩や胸回りなど、至る所に装飾された真っ白いフリル。

　いわゆるピンクハウス系の、ろりろりなツーピースドレスを着ていた。



　それを見た率そつ直ちよくな雪子の感想は──

「…………うわぁ」

　ハッキリ、全く、素す晴ばらしい程──似合っていない。

　普段と変わらぬ凜々しく大人おとなびた表情のままで、ぶりっ子のように可愛さをアピールするわけでもなく。口調も柔らかさを感じさせない、落ち着き厳しさを感じさせるもの。

　一から十まで、まるでちぐはぐだった。ボタンを掛け違えた、というレベルでもない。

　端的に言ってしまえば『田舎いなかから出てきたばかりで、勘かん違いしちゃった子』といった感じだ。

　雪子は恐る恐る、癇かん癪しやく持ちの小こ姑じゆうとを相手にするよりも厄やつ介かいに感じつつ……しかし選べる程に言葉は浮かばなかったので、ストレートに訊たずねた。

「…………その服、何かの罰ゲームですか？」

　いずみは、ぴくりとも表情を動かさず、淡々と応こたえた。

「質問の意味が分からない。この服がどうかしたのか？」

「………………えぇと……それ、二に条じよう先せん輩ぱいが選んだんですか？　それともやっぱり、他ほかの誰かから薦すすめられて……？」

「自分で選んだ。どうだ？　素す晴ばらしく可愛かわいいだろう？」

　そこで『ええ、とても』と答えられる二枚舌じたを、雪ゆき子こは持ち合わせていなかった。

「………………………………」

「可愛いだろう？」

「……………………あの、その、なんて言うか……」

「どうした？　言いたいことがあるなら、言うと良い」

「…………………………………………激げき烈れつに似合ってません」

　言ってしまった。

　まずいとは思いつつ、これ以上自分を欺あざむくことが出来ずに感想を吐と露ろした雪子は、膨ぼう大だいな罪悪感に襲われてしまう。

　不動だったいずみの表情も、気のせいかやや沈んでいるように見える。

　そして、パーティー会場にそぐわない気まずい沈黙が、二人の間を行き来する。

「……………………」

「……………………」

「…………だが、この服は可愛かわいいだろう？　とても」

「……………………ええ、それはもう、とっても」

「ならば問題ない」

　堂々と、本当に心の底からそう思っているようないずみの言葉に、流石さすがに雪ゆき子こも『いやいや大ありだって！』と突っ込むことは出来なかった。視界には入り続けているものの、もう無視をすることに決める。やたらと目に付く配色と装飾だが、全力で意識から排除を試みる。

　数学のテスト以上に困難な課題に雪子が悪戦苦闘していると、もう服のことは頭から消えたのか、いずみは何かを捜さがすように視線を左右に走らせ、確認するように呟つぶやいた。

「西さい苑えんまどか嬢じようの姿が見えないな。それと君の輩やから、水みな瀬せ遊ゆう矢やの姿も」

「あー……ちょっとどこかに消えちゃってるんですよ。たぶん、しばらくしたら戻って来ると思いますけど」

「ふむ……密会か」

　いずみが納得したように頷うなずくのを見て、雪子は思わず『おい待てピンクロリ』と言いかけた。確かに年頃の男女が時を同じくして姿を消していればそう取るのも仕方ないのかもしれないが、一応学内公認の仲である自分を目の前にして言うか、と。

　相手が先せん輩ぱいでなければ襟えり首くびを摑つかんで訂正を求めるところだが、やはり上下関係は大事なので、雪子はぐっと我慢する。これは全すべて遊矢が悪い、と責任を転てん嫁かしつつ。

　精神状態を落ち着かせる為にも話を違う方向へ持っていこうと、雪子は話題を探した。普通に考えれば誕たん生じようパーティーの主役に関する話をすればいいのだろうが、折せつ角かくこうして『本職』の人間と話せるのだから、懸けん案あん中の例の件を切り出すことにする。

「あの、二に条じよう先せん輩ぱい。ちょっと訊ききたいことがあるんですけど」

「何だ？　私に答えられる範囲の質問ならば答えるが」

「最近特別校舎に変な男子が現れるって噂うわさが回っているんですけど、それが幽ゆう霊れいっぽいって説もあるんですよ。なんか、そーいう気配とか感じます？」

「ふむ」

　いずみは腕を組み、考え込むように瞼まぶたを閉じた。それだけで妙みように空気が堅くなる程、雰囲気がある。

　それを見て、雪子は千ち恵えが彼女を舞台に上げたがる訳を理解した。単純な容姿の問題なのかと思ったが、それだけではない。二条いずみという女生徒が行う一つ一つの動作、言葉には見聞きする者に有無を言わさぬ説得力があるのだ。それが正しいかどうか、意図して行っているのかどうかはともかく、これだけ印象の強い人間はそうそういない。

　雪子が妙みように納得する最中、いずみは瞼を開くと同時に顔を上げ、

「思い返してみたが、それらしい気配を感じたことは無いな。恐らく、幽霊ではない。人外の仕し業わざである可能性は捨てきれないが」

「なるほど……」

　多少色濃かった幽ゆう霊れいという線を否定され、しかし雪ゆき子こはそれを受け入れた。何日も目撃されているのならばそれは地じ縛ばく霊れいで、学内で死んだ人間ということになる。が、そんな生徒がいるなど雪子は聞いたことがない。事実としてあるのなら、校内の事件に敏感な高校生が黙っているはずもなく、そんな繫つながりがあるなら新聞部はもうとっくに動いているだろう。

　それに、幽霊だとした場合、目撃証言が多すぎる。力の強い幽霊でなければ普通の人間には見えないと夏の事件で知らされている。そして幽霊は存在するだけで消しよう耗もうすることも。力が強ければ消耗も激しく、地縛霊だとしても何日も存在し続けることは難しいはずだ。

　だから薄々ではあるが、幽霊ではないのではないか……と、雪子は何となく思っていた。その上でプロが否定するのならば、やはりそういうことなのだろう。

　だが、いずみの方はその反応が少し意外だったらしく、やや眉まゆを上げ口を開いた。

「君は、幽霊の存在を信じていないのか？」

「へ？　いや、いると思いますけど？」

「それにしては反応が淡泊だな。……いや、悪いという意味ではない。単に意外な反応というだけのことだ」

「えーっと、それは……」

　まさか『いやー、幽霊を見たこともあるし倒したこともありますし。というか、悪魔に体を改造された経験までありますから。あははははー』と暴露する訳にもいかず、雪子は言葉に迷う。

　どう説明すればそれっぽく納得出来るか考えつかず、上手うまく言葉に出来ないまどろっこしさに胸を搔かきむしりたい気分になる雪子だったが、いずみは何故なぜだか「ふむ」と呟つぶやき、

「やや不ぶ躾しつけな発言になるが、気を悪くしないで貰もらえると助かる」

「……なんですか？」

　服装と全く似合っていない表情と言葉に眉まゆを顰ひそめつつ返すと、二に条じよういずみは視線を下に──雪子の脚部へと移した。




「もしかすると君の右足には変化等の特性があるかと思ったのだが、流石さすがに想像が過ぎた」




　──それは、確かに聞いた相手を啞あ然ぜんとさせ、場合によっては不機嫌にさせるのに充分な効力を持つ、突拍子もない内容だった。

　しかし、その言葉を雪子に言うのであれば、他ほかの人が聞くのと違う意味合いを含んでいる。

　雪子の右足は、過去に事故による大怪け我がを──そして同日深夜には魔法による治療を受けていて、魔ま構こう力りき素そと呼ばれる『魔法を構成する要素』を帯び、同時にそれを破壊することが出来る力があるのだ。

　何の事情も知らないいずみが、右足の異常を語る──それはつまり、常人には感じられない『何か』を雪ゆき子こから感じているということだ。

　霊れい能力者というのは理解していたが、それでもピンポイントで右足を指摘してくるなど夢にも思わなかった。本物の霊能力者に会った経験はあるが、その人物は何となく程度にしか雪子達に違和感を覚えなかったらしく、どちらかというと知識が豊富で形式的な術師だった。

　だが、今目の前にいるいずみは──

「ふむ……無自覚か、それとも潜せん在ざいしているのか……憑ひよう変異血族の可能性は捨て切れないが、何もないという可能性もあるか……」

　何やら意味の分からないことを呟つぶやき始めた。が、ただの電波受信では無いのかもしれないと、雪子は思うようになっていた。

　自分の見えない、知らない何かを、彼女は見知っている。それはもう確実だ。

　ならば、何か新しい知識を得ることが出来るかもしれない。

　遊ゆう矢やの体を改善する為に必要な何かを、手に入れられるかもしれない……

　そんな期待に胸がざわつき出したその時──雪子といずみの間に割り込むようにして、千ち恵えがふらりと現れた。

「二に条じようさぁん、遅いじゃないっすかぁ～」

「──佐さ倉くらか。済まない、仕事の打ち合わせが思いの外ほかに長引いてな」

「ふふふふふ、許さないっすよ～。許して欲しければこれを飲むっす。さぁ、ぐいっと」

　雪子の位置からは佐倉千恵の後頭部しか見えず、その顔色は見ることが出来ない。だが見るまでも無く、酔っ払っているのは確実だった。

　それに気づいているのかいないのか、二条いずみは千恵の差し出す透明な液体の入ったグラスを受け取り、

「これを飲めば許しが下る理屈は分からないが、喉のどが渇かわいていたので丁ちよう度ど良い。有り難く飲まさせて貰もらう」

「ちょっ、二条先せん輩ぱい──」

　中身が超高確率でアルコールだということに気づいているのかと確認しようと声をかけようとする雪子だったが、一歩遅かった。

　いずみは中身の匂においを嗅かぐような真似まねも舌した先さきを湿しめらせる程度に飲んで確認するような真似もせず、何ら躊躇ためらいなく、ぐいっと中身を煽あおった。

　本当に喉が渇いていたらしく、唇くちびるからグラスを離した時には中身は空からで、一気飲みしてしまったのは明白だった。

　あの液体の正体はアルコールだと、雪子は確信している。透明なので、日本酒か焼しよう酎ちゆうの可能性が高い。そんなものを一気飲みすれば、普通の高校生が素面しらふでいられるはずもない。

　しかし彼女は『祓はらい師』で巫女みこさんスタイルが正装という人なので、仕事上日本酒を飲む機会が多いかもしれない……と、祈るような気持ちで雪ゆき子こが動向を見守る中、いずみは予想だにしない反応をした。

　目元を和やわらげ、整った唇くちびるを小さく開き、微笑ほほえんだ。

「うふ」

　──そして、倒れた。

「わわわわわぁっ!?　だ、誰かメイドさんを呼んでっ?!」

　ぐらりと後ろに倒れるいずみを咄とつ嗟さの反応で抱き留めることに成功した雪子は、慌あわてて声を張り上げつつ、いずみの状態を確認する。

　表情は微笑のまま、しかし完かん璧ぺきに目を回していた。

「なっ、何を飲ませたんですかっ!?」

　あまりにもあんまりな展開に、雪子が泡あわを食って問い詰めると、千ち恵えは酔っぱらい特有のへらへらした笑顔で、

「いやー、到着が遅れた分を埋うめてもらおうとウォッカを注そそいでみたっす。七十度を超えているヤツを」

「ストレートでですか!?」

「ちゃんとガムシロップで甘あまくしたっすよ？」

「ストレートと変わらないですよっ！　ああもうっ、急性アルコール中毒で殺す気ですか!?」

「喉のどが灼やけるから吹き出すと思ったんすよー。意外な結末っすね～」

「ちゃんと考えてからやってください!!」

「どうでもいいっすけど、二に条じようさんのこの服装、ありえないっすね？」

「そんなことは今気にしないでくださいっっ!!」

　ハイになって常識の通用しない千恵を叱しかりながら、雪子はこの場を収拾出来るまどかがいないことにまた涙が出そうになり、いっそ自分も倒れたいと願ってしまった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「何だか少し、下が騒がしいですね」

　ドレスの上からカーディガンを羽は織おったまどかの言葉に、遊ゆう矢やはちらりと下を見て、それからバルコニーの手て摺すりに手を置き、緩ゆるい笑みを浮かべた。

「僕の方からお願いしたのになんだけど、抜け出しちゃって大丈夫なの？」

「ええ、構いませんよ。主役といっても、パーティーの名目上ですから。一度盛り上がってしまえば、後は私がいなくても問題ないです」

「ならいいんだけど」

「それで、どうしたんです？　改まってお話なんて」

「ちゃんとお礼を言っておこうと思って。チケットのことも、雪ゆきちゃんに黙ってくれていたことも」

　真まっ直すぐに目を見て「ありがとね」と言う遊ゆう矢やに、まどかは苦笑で返した。

「本当ならチケットの代金も要らなかったのに、遊矢くんが譲ってくれないものだから……今まで何度もお世話になったのですから、それくらいさせてくれても良いと思いません？」

「だーめ。けじめは付けないといけないからねー」

「残念ですね……でも、その代わりというのもおかしいですけど、ちゃんと自愛してくださいね？　何をするつもりかは知りませんが、その時に体がついていかなければ意味はありませんよ？」

「んー……もしかして、割とヤバイ感じに見える？」

　困ったような顔で言う遊矢に、まどかは少しだけ真ま面じ目めな表情を見せる。

「私以外の人はまだ気づいていないと思いますよ。でも、時間の問題です。千ち恵えちゃんのように勘かんの鋭い子なら、きっと気づきます」

　それは『身内だから』という甘あまい判断ではなく、公正な目で見た上でのまどかの判断だった。しっかりと人を見ることの出来る観察眼の持ち主ならば気づくだろう、と。

　演劇部に限らなければ、新聞部の武む藤とうアキ。彼女もまず間違いなく気づくだろう。

　──水みな瀬せ遊矢が無理をしているということに。

　まどかは組んでいた腕を解ほどき、寒さの中でも平然と立つ遊矢の頰ほおを右手で撫なでる。

「私に手伝えることはありますか？　あまり役には立てないかもしれませんが、可能な限り何でもしてあげますよ？」

　それは何度となく助けられている礼と、純粋な好意の混じった申し出だった。

　笑顔の下で、どれだけの物を抱えているか測ることも出来ない程に無理を押しているのは、何となく分かる。誰かになりきるということに、他人の心の動きをその身で表すことに楽しみを覚え歩んで来たまどかだから、遊矢が奥深い場所で無理を重ねていることを理解出来る。

　理解していれば恩人に尽くしたいと思うのはまどかにしてみれば当然のことで、本当に出来る限りのことはするつもりだった。

　その想いを理解しているのか、遊矢は微笑ほほえみ、

「そう言ってくれるのは嬉うれしいんだけど、チケットのことだけでもう充分だよ。だからまどかさん、ごめんね？」

　優しく、拒否を示した。

　そう言われてしまえば、まどかの出来ることはもう無い。ただ祈るだけ、見守るだけだ。

　少し寂しくて、もどかしくもあるが、仕方がないことだった。尊ぶべきは遊矢の意志なのだから。

　そして感傷に長く浸っていられる程、今日という日は静せい穏おんでも冷たくもなかった。

　自分の背後から──スライド式のガラス扉越しに伝わってくる足音と喋しやべり声という分かりやすい人の気配に、二人きりの密談が終わりの時間になったことをまどかは知る。

　振り返れば、雪ゆき子こが痛痒がゆいのを我慢しているような煮え切らない表情でガラス扉を開けるところだった。

「……あのー、パーティーの主役がこんな所で逢あい引きは良くないと思うんですけど」

「あら、逢い引きだなんて、そんな。遊ゆう矢やくんのことはとても好きですけど、どちらかというと弟の様に思っているんですよ。だから安心してくださいね？」

「…………いやそうじゃなくて、下が大変なことに……」

「あら、そうなんですか？」

「えー、もう。特に、千ち恵え先せん輩ぱいが──」

「部長───、やっぱり自分には無理っすよー！」

　何かを言おうとする雪子をはね除のけるようにして突っ込んできたのは、話題に上ろうとしていた佐さ倉くら千恵だった。

「あらあら……千恵ちゃん、ご乱心ですか？」

　酔った勢いか、ボロボロと泣きながら自分の胸に抱き着きながら見上げてくる千恵の頭を優しく撫なでて、まどかは微笑を浮かべる。

　しかし千恵は「ひっく」と泣きじゃくり、

「駄だ目め、駄目なんすよ。やっぱり口先だけでろくな演技も出来ない背も低くて上級生っぽくないただの妄もう想そう好きの脚本家気取りの自分には、部長の代わりなんて無理なんすよ……」

「困りましたね……千恵ちゃんが泣き上じよう戸ごだったなんて」

「いやまどかさん、困りどころはそこじゃないですよ？」

　バルコニーに入って来た雪子は呆あきれたようにこちらを見ているが、まどかには何が問題なのか分からなかった。

　ただ、可愛かわいい後こう輩はいが酒の勢いとはいえ、辛つらい思いを吐と露ろしているので、そこは何とかしてあげたいと思う。だが、何がどうなっているのかはよく分からない。

　だからとりあえず頭を撫なで続けていると、

「ううう……やっぱ部長は部長じゃないと部長は無理で、自分は部長みたく部長っぽい部長を部長出来ないっす……」

　なんだかよく分からないぼやきを始めてしまった千恵に、まどかは不意に『部長が無理なら係長辺あたりから再スタートしますか？』と言いたくなったが、それは堪こらえる。

　ドレスの胸元に忍ばせておいたハンカチを取り出し、千恵の頰ほおを伝う涙をそっと拭ぬぐってやりながら、まどかは聖母のような全すべてを許し包み込むような微笑ほほえみを浮かべた。

「いいんですよ、私のようにやらないで。千恵ちゃんは私ではないんですから、千恵ちゃんなりのやり方で、好きなようにやってくれればいいんです」

「っく…………自分らしく、すか？」

「ええ、そうです。マイペースな私より、千ち恵えちゃんの方が部長としては適役なんですから。演技が下手へたでも平気です。今いる皆は千恵ちゃんが努力していることも、演劇が大好きなことも知っています。来年以降に入ってくる皆は、私のことなんか知りません。

　ですから千恵ちゃんは自分の思う通り、自分が『こうした方がいい』と思った演劇部にしてください。きっと、私よりもいい部が作れるはずですから」

　そう言ってまどかが千恵の体を優しく抱き寄せると、すぐに胸元から嗚お咽えつが聞こえ始めた。

　千恵の背中を撫なでて、時にポンポンと軽く叩たたき、しばし彼女をあやすように動いていたまどかは、ふと思いついて、雪ゆき子こを見た。

　感動しているのか目を潤うるませている彼女に、まどかはにっこり笑って、

「何だか私、凄すごく年長者らしいですね？」

「…………いい場面なんですから、そういうこと言ってぶち壊こわさないでください……」

　ぼやきと共に盛大にため息をつかれてしまい、まどかは少しだけ反省して表情から笑みを消し去る。

「失敗しましたね──千恵ちゃん、リテイクです」

「だからそういうのがダメなんですよっ！」

　やはりというか、怒られてしまった。

　そんな楽しいやり取りに、まどかも、胸の中の千恵も、思わず笑みを溢こぼした。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「はー……なんだかんだ言っても、やっぱり演劇部の人達は仲が良いいわねー」

　遊ゆう矢やと二人で歩く西さい苑えん宅からの帰り道、まどかは少し火ほ照てった頰ほおをくすぐったく感じながら、数十分前の出来事を思い出して呟つぶやいた。

　アルコールは飲んでいないが、それでも少し暑く感じる。来る時よりも気温は下がっているはずなので不思議なものだが、楽しく暖かな空気に長く触れていたからかもしれないと、雪子は思う。だから帰り道はバスを使わず、こうして歩いているのだ。

　ちなみに酔って倒れた二に条じよういずみは雪子達が帰る時も意識を取り戻しておらず、しかし急性アルコール中毒の心配もとりあえず無いと診断された。それでも今夜は西苑宅に泊まることが強制的に決定されたが、気持ち良さそうに眠ねむるあの様子だと朝まで目が覚めることは無いだろうと、雪子は判断していた。

　もう少し、いずみには話を聞いてみたかった。しかしよく考えれば、あれだけ人の多いパーティーの席でするような話ではない。後日、冬休みになってからでも遅くはないだろう。

　そう思うと、思考は自然と本日の主役であったまどかと後あと釜がまに落ち着いた千恵の、その二人へと流れていく。

　結局、ごたついた上に確かく執しつまであるのかと思わせる感触だったまどかと千ち恵えの関係は、やはりというか、良い先せん輩ぱいと後こう輩はいのままだった。

　恐らく、千恵は部長という立場にプレッシャーを感じていたのだろう。なにしろ先代はあの西さい苑えんまどかで、妙みような隙すきがあるとはいえ、基本的には何でもこなせる美び貌ぼうの才女。群を抜いた演技力と穏おだやかでマイペースな性格で皆を率いて、千恵もまたその中の一人だったのだから、同等以上に部長をこなすということに強く責任を感じていたのだろう。

　しかし、それは難しい。同じ役者でも代わりなど出来ないだろうに、千恵は脚本演出という裏方をこなしてきた人物で、率先して先頭に立つべき部長が後方に控えるというポジションであることにも何かを感じていたに違いない。

　だからまどかを避けていたのだと、雪ゆき子こは推測する。彼女が部に遊びに来れば、どうしても部員はまどかを『部長』として見るだろうし、キチンと跡あとを引き継つげている自信がないその姿を見られるのも嫌いやだっただろうから。薄々気づいてはいたが、佐さ倉くら千恵という上級生は、テンションが高い割に繊細なのだ。

　──しかし今夜のあの出来事が切っ掛けとなって、これからはまどかの影を気にせずに、自分なりに頑がん張ばっていくのだろう。繊細であっても、決して打たれ弱いタイプではないから。

「……やっぱりちょっと、ああいうのには憧れちゃうな」

　独ひとり言のつもりで漏もらした声に、

「ならさー、演劇部に入ったら？　何度も誘われているんだし」

　そう遊ゆう矢やが返してきたことで、雪子は「うーむ……」と考え込む。

　中学高校と部活に入っていない雪子としては、かなりああいう仲の良い部活動に憧れがあるし、先せん輩ぱい後こう輩はいという関係も特殊でいいと思う。妙みように有名になってしまったせいで部や委員会に所属している訳でもないのに先輩との繫つながりが出来た今、中学時代よりもその想いは強くなっている。

　しかし、

「遊矢は？　演劇部、入らないの？」

　訊たずねた、というよりは、確認。

　遊矢が入らない限り、雪子は入るつもりはない。一人だけ部活をして、遊矢と違う時間を過ごすなんてことは、絶対にしてはならない。

　気を抜くとすぐに忘れてしまうが、遊矢の状態は危あやういのだ。危機感の欠如だけでなく、心の栄養補給を怠おこたると酷ひどいことになる。実際にどうなるのか、想像力の乏とぼしい自分には分からないが、それでも死の影をちらつかされて悠ゆう然ぜんとはしていられない。

　だから遊矢が演劇部に入りたいと思うのならば、雪子もそれに付き合うつもりでいる。したいと思うことはさせてあげたいし、あの輪の中に入るのも悪くない。

　どうにしろ優先すべきは遊矢の意志なのだが、当の本人はいつものように深い考えなどこれっぽっちも無いようなほのぼの顔で、

「んー……雪ゆきちゃんが入るなら」

「あたしはあんたの意見を聞いてるんだけど？」

「うん、だから雪ちゃん次第かな」

　堂々巡りというかメビウスの輪状態というか、ループを作り出す回答。

　自分も似たようなことを言っているので、雪ゆき子ことしても何とも言えない。それに上手うまい具合に解釈をすれば『二人で一緒にいたいから』という風に取れる内容なので、むしろ文句など一つもない。

　にまにまと頰ほおを緩ゆるめていると、行く先の右手側に公園の入り口が見えた。来る時はバスだったので気づかなかったが、高級っぽい住宅地の傍そばにもちゃんと公園はあるものなのだと、雪子はなんだか感心してしまう。

　ぼんやりと街灯に照らされた公園の入り口の横を通り過ぎようとして……ふと、雪子は立ち止まった。隣を歩いていた遊ゆう矢やも、一歩遅れて止まり、振り返る。

「……雪ちゃん？」

　呼ばれても、返事は出来ない。

　別に、そこはただの公園だ。中に誰かがいるのでもなく、昔遊んだそれに似ているとも感じない。

　──だが、それでも。

　それでも、雪子は吸い寄せられるようにして公園へと足を踏み入れ、数歩進んだ先で止まり、ぐっと背伸びをしてから振り返り、

「ねぇ、ちょっと寄っていこう？」

　ぽかんとしている遊矢にそう言って、返事を待たずにさらに中へと入る。

「…………」

　公園は、なんだかとても狭せまく感じた。

　ブランコに滑すべり台、砂場にシーソー、一列に並んで埋うめられた大きなタイヤ。雪子の住んでいた町にある公園と遊具や設備はほぼ変わりなく、配置はたぶん違う気がする。もうどこに何があったか、すぐには思い出せない。

　小学生の頃、いつもグラウンドや公園で走り回っていた。公園では鬼おにごっこやかくれんぼ、缶かん蹴けりなどに興きようじて、とても自由に遊べていた気がする。

　なのに今、この公園は狭く感じる。雪子達の住んでいた町より地価が高いから面積も小さいのかもしれないが、理由はそれだけではないはずだ。

　ブランコを支える鉄棒は、もっと高い位置に感じていた。よじ登って上から下を見たら、とても高いと感じた覚えがある。

　滑り台は、今の雪子のサイズだとちゃんと滑すべることが出来るか分からない。

　シーソーを軽く踏んでみるが、これに乗って何が楽しかったのか、もう理解出来ない。

　最後に公園で遊んだのは、八歳さいの夏──調子に乗って怪け我がをしたあの日以来、雪ゆき子こは公園で遊ばず、友達も公園に誘いはしなかった。

　あれから、八年。

　歳としは倍の十六歳さいになり、こうして偶たま々たま訪れた見知らぬ町の見知らぬ公園で、懐なつかしさに浸ひたっている……それは何故なぜか、笑いを誘った。

　事故以来、なるべく見ることも避けていた公園という場所。

　自分の愚かさと遊ゆう矢やへの罪悪感に苛さいなまれ、忌き避ひしていた場所。

　それなのに今、胸を占めるのは懐かい古この感情ばかりで、負のベクトルには向いていない。遊矢も一緒にいるというのに。

　昔、従姉妹いとこが言っていた言葉が雪子の耳に蘇よみがえる。

──大人おとなになるとね。子供時代の都合の悪い部分を忘れて、思い出をいい様に美化して胸に刻むものよ

　中学生の雪子はその言葉の意味が理解出来なかった。そして今も理解は出来ない──だが、体感している。

「それとも都合良く『克服した』、なんて言うのかしらねー……」

　ぼやくように呟つぶやいて、深く息を吐はく。

　視界の端はしにいる遊矢はどうするでもなく、公園の入り口付近から雪子のことを見ていた。

　何かを考えている様ではない。単に邪じや魔まをしないよう佇たたずんでいるだけ、といった風に、感かん慨がいに浸るでもなく、ただこちらを見ている。普段と変わらない静かで優しい瞳ひとみで。視線を受ける雪子も、そこに居心地の悪さを感じない。

　──それは少しだけ気持ち悪いことだった。

　だから雪子は両手を繫つなげるように丸めて合わせ、口の辺あたりにあてて、すぅ──と息を吸い、

「ねー！　ちょっと思ったんだけどさ」

　大声を出さなければいけない程に距離があった訳ではないが、それでも雪子は公園の外にも届くような声で、

「もしよ──もし、あの時にあたしが怪我しなかったら、どうなってたと思う？」

　真まっ直すぐに、遊矢へと問いかける。

　余計なことかもしれない、蒸し返す必要も無いかもしれない、愚ぐ問もんに等しい問いかけをする。

「あたしは怪我をしないでー！　あんたは悪魔を召喚よんだりしないでー！　そうなっていたら、今みたいにこうして二人で帰り道を歩くような、そんな風になっていたと思うー!?」

　現実は、こうなっている。

　ｉｆなんて現実には適用出来ず、後悔か回想にしか使えない。

　それを理解していても、この問いかけは無意味ではない。

　雪ゆき子こだって、足りない頭でいつも考えている。残ざん酷こくに進む現状に抗あらがおうと、遊ゆう矢やのことを想って考えている。

　そして時に、避けられない壁にぶつかるように、こう考えてしまうのだ──『自分があんな馬鹿なことをしなければ』、と。だから無意識も含めて、馬鹿なことをしてしまった舞台である公園を避けていた。

　罪悪感は、しかし風化する。日常を積み重ねるうちに乾いてひび割れ、そして緩ゆるやかな風に削けずられて無くなっていく。

　それを自覚してしまった以上、雪子は問わずにはいられなかった。なあなあの関係になってしまうのは、ある意味では今の関係が崩くずれる以上に嫌いやだったから。

　許しを請こえば、遊矢は許してくれるだろう。

　謝れば、気にしないでいいよと言うだろう。

　それでも一言、どうしても訊きいておきたいことがあった。

　人ひと目めは無いとはいえ、夜も更ふけつつある中。

　雪子は声以上に気持ちを振り絞しぼって、言った。




「あたしと一緒にいることっ、後悔してない──？」




　前からやや強めの風が吹きつけてきて、雪子の耳や頰ほおを冷たく撫なでていく。しかし背筋と胸が熱く滾たぎるように感じているので、ちっとも寒いとは思わない。

　遊矢は、何も返してこない。考えているのか、質問の意図を摑つかもうとしているのかも分からない。

　沈黙の長さに比例して不安が募つのる。言うんじゃなかったと弱気にもなる。それでも顔は前を向けたまま、遊矢から視線を逸そらさない。

　……ややあって、遊矢が動いた。

　入り口付近から雪子のいるシーソーの傍そばまで歩き、手が届くか届かないかという距離を残して止まると、遊矢は口元を綻ほころばせた。

「──後悔なんてしたことないよ」

　いつものように間延びした声ではなく、さりとて真剣という訳ではなく。自然体で出したとしか思えない気負いのない声で、遊矢は語る。

「僕は後悔なんてしないよ？　今までずっとしたことないし、これからもそうだと思う」

「……間違ったことをしたとしても？」

「うん。間違えたことを認めて、その上で頑がん張ばることしか出来ないから」

　さらりと、何でもないように言い放つ。そんな幼おさな馴な染じみの強さを、雪子は羨うらやましく思う。

「……で、もう一つの方の答えは？」

「もし雪ゆきちゃんが怪け我がをしなかったら？　……うん、たぶん今とは違う生活になっていたと思うよ。地元の高校に行っていたかもしれないし、雪ちゃんは色んなことをしていたと思うし」

　こちらも殆ほとんど躊躇ためらいなく、特別な感かん慨がいもなさそうな口調で言う。

　同じことを雪ゆき子こが言うことになれば、とても平静ではいられないだろう。今の生活をそれくらい大事に思っているし、他ほかの可能性を考えると悪い方にばかり行ってしまうからだ。

　だが、遊ゆう矢やは微笑ほほえむ。恐怖を失っているからか、不安などどこにも無いと言わんばかりの安らかな笑みで、

「あ、でもね。もしそうだったとしても、僕は雪ちゃんと一緒がいいなー」

　雪子の心に致命傷を与えるくらいの発言を、平然とする。

　これだから遊矢は性質たちが悪い。鈍感なようで目め敏ざとく気が利き、かと思えば無防備で無む邪じや気きな子供の様に、その言動で簡単に相手の心を抉えぐる。



　たった一言で、雪子は危あやうく泣くところだった。胸と頰ほおを焼き鏝ごてを押し当てられたような熱さが襲い、目にはじんわりとした涙の気配がある。

　それらをどうにか我が慢まん出来たのは、冬の冷たく澄んだ空気が熱を緩かん和わしてくれたからだろう。

　深呼吸をして、爆発してどうにかなってしまいそうな感情を抑おさえ、それでようやく雪子は笑みを作ることが出来た。

「そんなことを言う癖くせに、明日はアキとデートでしょ。信用出来ないわねー」

「えー、だってさー、」

「──なら、こうしましょ」

　遊ゆう矢やが何か反論するその前に、雪ゆき子こはやや強引に言葉を紡つむぐ。そうしないと自分のペースに引き込むことは出来ず、また有う耶や無む耶やになってしまう。

　決める時は、ちゃんと決めないといけない。

「今度の水曜日はあたしに付き合って。観みたい映画があるし、久しぶりに外で美味おいしいご飯とか食べたいし」

「んー……それってデート？」

　小首を傾げて、遊矢はわざわざ訊きいてくる。そんなことは訊かずとも分かりそうなもので、分からないならそのままにしておけばいいことなのに。これが幼おさな馴な染じみの距離感の無さなのか、単に遊矢が鈍感なのか、もしくは意地悪なのか。

　どうにしろ、今の雪子には大した問題ではない。

　弱気はもう引っ込んでいて、妙みように落ち着いていて、失敗や敗北の可能性はちっとも浮かんでこない不敵な感覚。

　だから雪子は攻めに出る。

「──そうよ、デート。それが嫌いやなら、ただのお出かけにする？」

「……ん、デートでいいよ」

「おっけ、決まりね」

　にんまりと、女らしくはないけれど快活に笑み、雪子は心の中でガッツポーズを決めた。

　自分としては会かい心しんの出来といえる誘い方で最高の結果を出すことが出来たのだから、喜ばないはずがない。

　今度の水曜日は、祝日の翌日で、風かざ見み野の高校では終業式のある日。

　そして多くの国々ではクリスマスの前夜を祝う、十二月二十四日だった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「……って感じで、もう大成功よ！　どうっ!?　あたしだってやる時はやるでしょ？」

『…………分かった分かった、雪はやれる女よ。軽くやれる女だわ』

　疲れたようにいい加減な返しをする相手に少しむっときて、雪子は携帯を持ったままごろりと寝返りを打ち、ベッドの上で俯うつぶせになる。

　そして携帯電話の向こうにいる従姉妹いとこに、

「にぃ姉ねえ、もうちょっとマシな反応してくれてもいいんじゃない？　可愛かわいい従姉妹の成長を喜んでくれても罰ばちは当たらないわよ？」

『……あなたののろけ話で美しい従姉妹様が寝不足になるのは充分に罪よ。これで肌はだが荒れたらただの折せつ檻かんじゃ済まなくなるわよ？』

「ちょっと夜よ更ふかししたくらいで何よ。にぃ姉ねえってば、いつの間にそんな年寄りになったの？　あたしと五歳さいしか変わらない癖くせに、おばさん臭くさい……」

『────あなた、そんなに私に苛いじめられたいの？』

　底冷えするような声が受話器から聞こえてきて、流石さすがに雪ゆき子こも少しテンションを落とす。嬉うれしさの余りつい昂たかぶって言いたい放題言ってしまったが、従姉妹いとこの錦にしきは怒らせると本当に怖い。何せ雪子が物理的に敵かなわないのだから。

　本気でやり合ったことはないが、ついカッとなって攻撃しても、従姉妹は避けるどころかそのまま反撃をして、いつも雪子が地べたに這はう結果になる。流石さすがにここ二年は叱しかられて一方的にやられるだけで雪子から攻撃はしたことがないが、それでも敵う気はしない。苦手意識が強すぎて逆らう気もない。

　冷や汗を流し、もぞもぞと姿勢を改めた雪子は、

「やだ、冗じよう談だん、ジョーダンだってば。にぃ姉がまだまだぴちぴちだって、ちゃんと分かってるって……本当だよ？」

『…………とりあえず、今回は許してあげる。雪が浮かれるのも無理ないし、ね』

　まだ多少怒りは残っているようだったが、とりあえず最悪の事態は逃れられた。錦という従姉妹は、雪子以上に『やる時はやる女』だ。本気で頭にきたら、睡すい眠みんを邪じや魔まされたというきっかけなどスッパリ忘れて、夜の十二時を回った今からでもバイクを飛ばしてこのアパートまで来きかねない、そんな行動力の持ち主で非常に危険だ。

　雪子は謝罪の言葉を挟はさみながら、これ以上機き嫌げんを損ねる前にと手早く通話を切った。携帯を充電器に固定して、深々と息を吐はく。

　途と端たんに静かになる部屋の中で、雪子は乱れた布ふ団とんを被かぶり直す。しかし眠ねむ気けはちっともない。

　十時になる少し前アパートに着いて遊ゆう矢やと別れ、それからもう二時間も経たった計算になる。シャワーを浴びてパジャマに着替えて、それから美み樹きに律りつ乃の、従姉妹の錦と立て続けに電話をしたのに、まだ高揚は収まらない。

　外を走れば疲れてクールダウン出来るかもしれないが、こんな時には無む駄だに有り余った体力と脚力が邪じや魔まをして、やや速めくらいのペースで五キロ程走ったところで何ともない。全力疾走をすれば疲れはするが、心拍数も上がって寝るまでさらに時間が必要となるだろう。

「うー……弱ったわねぇ……」

　手頃な場所にある携帯電話に目がいくが、もう日付が変わっているのに友達に電話を掛けるのは良くないだろう。まだ寝てない人もいるだろうが、そもそも電話で話すとテンションが上がって逆効果だ。

　仕方ないので、雪子は大人おとなしく布団の中でじっとしていることにした。目を瞑つむって色々と考えていれば、そのうちに寝てしまうに違いない。元々寝付きは良い方なので、暖かな毛もう布ふにくるまれていれば、案外あっさりと眠ねむれるかもしれない。

　何から考えようか、と思って真っ先に浮かんだのは、イヴの日の過ごし方。具体的にどうするか、殆ほとんど決めていないのだ。

　観みたい映画があるというのは本当だ。邦ほう画がの青春群像劇で、とある高校の水泳部が舞台の話題作。気になる人が出来てその人がいるからと水泳部に入部した主人公の男の子が、同じ一年の男子と仲良くなる。それから少しの期間でただの友人から親友と急速に絆きずなが強くなる中で、思い人と親友が幼おさな馴な染じみだと発覚し、そして彼女が親友のことを好いているのだと知ってしまう──メイキング映像を流しながらの宣伝で語られた序盤のそこまでは雪ゆき子こも知っている。

　主演は今注目の若手で、脚本は前作で邦画の興行記録塗り替えまであと一歩まで迫った新鋭という、若い力に満ち溢あふれた作品らしい。

　女子高生らしく流行はやりものに弱い雪子としては凄すごく観ておきたいのだが、どんな結末かを考えると、少し躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　三角関係だが、どう考えてもその三角は二等辺三角形で、主人公は一つだけ角度の違うあぶれた角に位置する点に思える。しかし主人公なので、ヒロインと恋仲になるのかもしれない。真まっ直すぐな主人公ということで、雪子も応援したい……ところなの、だが。

　問題は、幼馴染の二人の恋が成就しないという結果だとすると、幼馴染である自分達の先行きが物凄すごく不安に感じるということだ。

　別に雪子の場合は三角関係でも何でもなく、障害はあるだろうがそれはどこぞの自称バイセクシャルだったり悪魔との契約だったりと、映画の内容とはまるで類似しない。それでもきっと自分は感情移入するだろうと、雪子は思っていた。

　いや、主人公とヒロインがくっつくのならまだいい。ヒロインが死んだり親友が死んだり、誰も死なないけど親友が主人公を好いてしまったり、まともに終わる保証がない。ちなみに噂うわさの脚本家が自らの最高傑けつ作さくと謳うたうデビュー作は、爆発オチだった。しかも地球ごと爆発。

　初デートでそんなエキセントリックな青春モノを観るのは果たして正解なのか、邪じや道どうではあるが事前にどんな結末になるか調べて安全を確認するべきか、非常に迷いどころだ。

　……とりあえず、映画は観るとする。何にするかはまた後で決めるとして。

　その後、夕食までの間は何をするか？

　喫きつ茶さ店で時間を潰つぶせばいいのだろうか？

　それとも、ショッピングと興じてペアのアクセサリーでも買えばいいのだろうか？

　順調にいったとして、夕食は何の店に入るべきか？　何となく、和食や中華でないことはイメージ出来るが、洋食という括くくりで選べる店数は結構多い。

「………………うーん……」

　足をもぞもぞ動かしたり枕の位置を変えたりしながら考えるが、どうもピンとこない。誕たん生じよう日びなら相手の好きそうなことをすればいいのでまだ迷わないで済むが、クリスマスの過ごし方は意外とすぐに出てこない。

　こういう時は発想の転換が必要だ。『壁にぶつかった時は違う角度からアプローチをしてみるといい』と、テレビで占うらない師のおばさんが人生相談を受ける際に言っていた。それを見ていた時に雪ゆき子こは「それまるで占い関係ないわよ」と突っ込みを入れたものだが、今こうして役に立ったので名前も思い出せない占い師のおばさんに心の中で礼を言う。

　思考の方向性が見出せたところで、雪子は寝返りを打って横向きになって、少しだけ目を開ける。

　暗くてよく見えないが、よく見えても視界に入るのはただの壁だ。だが、その向こう側には遊ゆう矢やがいる。多分もう寝ているのだろうが、それでもいることに変わりはない。

　再び目を閉じ、瞼まぶたの裏に遊矢の笑顔を思い浮かべつつ、考える。

　クリスマスとデートを一緒くたにして計画しようとしたから詰まったのだと判断し、ひとまずクリスマスだけに照準を絞しぼる。今までのクリスマスをどう過ごしていたか、まずはそこから思い出す。

　まずは昨年、中学校の三年生で受験を控えていた冬から。

　去年は確か、クラスの皆とゲームセンターに行きカラオケに行き、とにかく騒いだ。一ヶ月と少しすれば高校受験という、避けて通るとその後が非常に厳しいことになる半強制イベントがあり、皆で集まって遊べるのはこれが最後と誰が言うでもなく理解していた。だからクラスメイトの殆ほとんどが参加し、その中には遊矢の姿もあった。が、特に会話をした記憶はない。雪子は女の子同士で喋しやべり、歌い、ヤケ気味に騒いでいた。遊矢は遊矢でのんびりとしていたような、薄ぼんやりと記憶している。

　一昨年おととしのクリスマスイヴは、前日から旅行に出かけていた。いわゆる家族旅行だが、雪子の家族だけでなく、遊矢の家族も一緒だった。親同士の仲が良いのでそう珍しいことではないが、旅先で二人きりになるというのは新鮮で、少し気恥ずかしかった覚えがある。

　そして一昨昨年さきおととし──三年前のクリスマスイヴはと考えて、雪子はあることを思い出した。

　中学生になってから初めてのクリスマスイヴは、傍そばに遊矢がいなかったことを。




　それまで殆ほとんどの学年で遊矢と同じクラスになっていたが、中一の時は別のクラスだった。自分達でクラスを選べる訳ではないので、ずっと同じクラスという方が珍しい。

　あの頃、雪子は学校生活に不安を感じていた。自分のことではなく、遊矢のことで。

　学区内にある三校の小学校を卒業して一つの中学に押し込められれば、当然だが知らない人もそれなりにいる。新しい出会いを臆おくする性格でない雪子は、入学式の日登校するまでずっとわくわくしていた。

　だが、遊矢や入学式に参列する両親と共に校門の前で配られていた各クラスの生徒名簿を見た瞬間、楽しい気持ちは吹っ飛んだ。

　まず、自分と同じクラスに遊ゆう矢やの名前が無いことに驚いた。そして見逃してしまったのだと思い何度も見直し、それでも名前は見つからず、用紙を覗のぞき込んでいた母の口から「遊矢くんと別のクラスになっちゃったのねぇ」という言葉を聞いて、ようやくそれを理解した。

　遊矢は自分が守るのだと決めていた。だから当然同じクラスになるものだと勝手に思い込み、信じて疑っていなかった。思い込んでいたことを覆くつがえされ、軽いパニック状態になってしまったのだ。

　人間はパニクると危あぶない薬が切れてしまったように興奮したり不安になったりし易やすく、情緒不安定になる。しかも多感な中学生なので、効果は倍。

　雪ゆき子こは新品の緑色のブレザーを着た遊矢の襟えり首くびを摑つかみ、がくがくと前後に揺さぶって半失しつ神しん状態にさせてしまい、遊矢は入学式に参加出来なくなってしまった。

　そんなことをした当事者だが、雪子はとにかく遊矢の心配をしていた。

　ちゃんと友達は出来るかとか、うっかりして体育の授業で怪け我がをしないかとか、クラスで苛いじめられたりしないかとか……過保護な親と同じくらい、心配したのだ。放課後は一緒に帰り、道すがら今日の出来事を聞いたりもした。

　しかし四月が過ぎて五月になり、何事も無く時が進むと、心配も薄れていった。次第に帰りは別々になり、雪子だけで友達と遊ぶ機会も増え、遊矢は遊矢でそれなりに友達付き合いをしているようだった。

　廊下ですれ違えば声も掛けるし、たまに帰りが同じになれば話しながら帰るし、同じ教師が担当する科目で宿題が出れば頼りにして家へと押しかけてと、距離の開きはそう感じなかった。

　だからなのだろう。小学校では雪子と遊矢はペアのような扱いで、中学でも幼おさな馴な染じみだとは知れ渡っていた。しかし、違う小学校から上がってきた人達には深い仲だと思われていないようだった。

　確かに付き合っていなかったし、そうからかわれれば、雪子はすぐさま否定していた。しつこい相手にはそれなりに威力のある打撃で応こたえたりもした。

　そしてクリスマスイヴの日、男女入り混じりそれなりに仲の良いクラスメイト八人で遊ぶことになった。ボウリングをして、カラオケに行き、七時過ぎには解散した。

　その帰り道。一緒に遊んだ男子の一人に、告白された。後で聞いた話によると、この日の集まりは彼の告白を後押しする意図で企画されたものだったらしい。

　特に部活には入っていなかったがクラス委員で頼りにされていて、勉強もスポーツもそれなり以上に出来る人だった。顔も、中学生らしく幼くはあったが、男の子っぽい格好の良さは魅み力りよく的だった。

　恋愛方面にはかなり鈍感な雪子にとってそれは突然な告白で、全く予想していない事態で、とにかく驚いて──しかし衝しよう撃げき度でいえば、入学式の時、遊矢と違うクラスになったと知った時の方が遙はるかに上だった。

　だから驚きながらもどこか冷静な部分が反応し、大して悩むことなく、断った。

　告白してきた相手も、「そっか」と寂しげに笑い……それで、終わった。

　一人で家に帰る途中、雪ゆき子こは何となく遠回りをして、水みな瀬せ家の前を通った。外から見える遊ゆう矢やの部屋には明かりが点ついていて、それだけで何故なぜだかホッとした。

　そして次の日から、周りから噂うわさをされても仕方がないくらい遊矢に引っ付き回り、保護者としての役割をしっかりと果たすようになった。




　当時を振り返り、懐なつかしい思いに駆かられた。ほんの三年前のことなのに、とても遠く感じる。

　あの時の不鮮明な気持ちの動きを、今の雪子ならハッキリと理解出来る。

　遊矢のことは勿もち論ろん好きで、しかしその気持ちに蓋ふたをしていた。だが蓋をしても捨てられた訳ではなく、育たない訳でもない。

　一緒にいるのが当たり前で、傍そばにいたいと思うまでもなく共にいて、それが変わらないと勘かん違いしていた。だから実際に離れることになると知り、パニックになってしまった。

　実際に距離が出来て、その距離にも慣れて……しかし心の距離はそう離れていなかったと思う。遊矢が自分の為に起こしてくれた奇き跡せきと、その礼に自分が守ると心に誓ったことで、少しくらい一緒にいる時間が減っても不安にはならなかった。

　そしてイヴの日に告白されて、驚きながらも漠ばく然ぜんと理解した。今の自分は彼氏とか付き合うとか、その手の関係を全く望んでいないことに。だからあっさり断るという選択をした。

　同時に──これは無意識だろうし、あまり認めたくないのだが──遊矢に同じような場面が訪れ、誰かと付き合うということになるのを忌き避ひし、他ほかの女を寄せ付けないようにしたくなったのだろう。

　何というか…………卑いやしい。昼ドラを見れば恋愛が綺き麗れい事ごとばかりでないと分かるし、子供の無む邪じや気きな独占欲と都合の良い括くくりも辛かろうじて出来るだろうが、それでも真まっ直すぐな自分が好きな雪子としては、あまり好ましくない理由だ。

　なんだか胸の奥がむずむずして、雪子はぼそりと呟つぶやく。

「…………なんか……スッキリしないな……」

　今でこそ、全校生徒が知っていると言って過言でない程、雪子の想いは知れ渡っている。ミスコンの舞台上で告白なんてしたのだから、当然だ。

　しかし──遊矢に直接言って、返事を貰もらった訳ではない。

　以前に比べたら遙はるかにマシだが、それでも宙ぶらりんの状態に変わりはない。

　遊矢の体を元に戻すまでは今の関係でいいと思っていたが、スッキリしない。

　自分のやる気の為にもこれ以上進まないようにしていたが、スッキリしない。

　気にならない間は良かった。

　しかし気になってしまえば、もうアウトだ。うじうじと悩むのもキリが悪いのも好きじゃない。

　モチベーションがどうこうというのなら、それを維持する努力をすればいいだけのことだ。理由にしてステップアップしようとしなかったのは、弱気な自分が顔を出していたに過ぎない。

　遊ゆう矢やが他ほかの女とデートをするのが嫌いやなら、嫌だとハッキリ言える立場でないといけない。

　心の刺激が問題なら、やっぱりそれも努力すればいい。

　一つ一つ問題を挙げていくが、シンプルな解答で次々に突破されていく。第一、複雑に考えるのが間違っている。自分はそんなに頭が良くないと自覚しているのだから、思考も気持ちもシンプルにいけば良かったのだ。

　──気がつくと先程感じた胸の奥のむずむずは綺き麗れいサッパリ消え失うせていた。

　その代わり、小さな決意が一つ残った。

　瞼まぶたを開けて、再び目の前の壁を見つめる。透視なんて出来ないし、息遣づかいが聞こえるわけでもないし、ましてや遊ゆう矢やはこんな風に雪子が見ているなんて想像だにしていないだろう。とっくに寝ているに違いない。

　それでも壁越しにいるはずの遊矢を想いながら、じっと闇やみ色に染まった壁を見る。

　日付が変わったので、クリスマスイヴまであと三日。

　三日後の、聖人の誕たん生じよう日び前夜祭として名高いその日。

　日本では恋人達の祭典ともいえる、晴れ舞台には相応ふさわしいその日。

　細かいデートプランはさておいて、一つだけやることが決まった。




　改めて、遊矢にちゃんと告白する──




「…………ふ、ふふふ…………ふふっ……」

　何故なぜだか笑いが込み上げてきた。

　堪こらえる気にはなれず、大笑いになるでもない。ただ自己主張の少ない笑いが絶えず、不思議と目め頭がしらが熱くなる。

　右腕を目の上に乗せて、それからも雪子はしばらく笑い続け……

　声が途切れた頃には、すっかり眠ねむりの世界に入っていた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　一夜明けて、十二月二十一日。クリスマスイヴまで残すところ、あと三日。

　その日の空は綺き麗れいに晴れ渡り、寒いながらも心地良い、とても爽そう快かいな陽気だった。

　日曜日らしく午前十時少し前という遅い起床をした雪子は、軽くシャワーを浴びてパンをトーストして食べて、それから身み嗜だしなみを整え、バイトに行くべく十一時半には家を出た。

　デパートに行く前に遊ゆう矢やの顔を見ておこうと思ったが、どこかに出かけているようで、ドアをノックしても返事はなく、ほんの少しガッカリして、それでも元気に職場へ向かった。




「お買い上げ、ありがとうございました」

「…………ありがとうございました～」

　やる気も礼儀もどこかに捨て去った投げやりな雪ゆき子この声と、美しく整いながらも柔やわららかなまどかの声に送られて、売り場からまた一人の男性客が商品片手に去って行った。

「…………はぁ」

　周囲にまどか以外の人がいなくなり、雪子はあからさまに疲れた顔でため息をつく。まだ仕事を始めてから一時間程度しか経たっていないが、精神的には苦手な数学と英語と世界史の授業を三縦たてでこなしたくらいに疲れていた。

　そんな雪子の状態に思うところがあったのか、

「駄だ目めですよ、雪子ちゃん。もっとシャンとしないと」

　まどかの年上らしい、正しいお叱しかりの言葉が掛けられる。

　しかし雪子はじとりとした目で隣を見て、

「……そう言うまどかさんは服装をちゃんとしてください」

　上のボタン二つが開いて、驚くほど白い胸元と黒いレースと思しき布が覘のぞいている彼女に、そう言ってやる。

　仕事に慣れるのはいいことだ。とてもいいことだ。それ自体は申し分ない。

　しかし、インチキ霊れい感かん商品同様のショボいアクセサリーを売りつけるのに慣れて、しかも色仕掛けが上手うまくなるというのは、果たしてどうだろう。倫理的に。高校生的に。

「仕事熱心なのはいいですけど、どこぞのホステスですか、そのやり口は。一応デパートの中で公衆の面前なんですから、もう少し慎つつしみとか貞てい操そう観念とか持ってくださいよ。あと携帯の番号とか教えない」

「あんなに激しく求められてしまうと断れなくて……」

「それでも断ってください。ストーカー化したら怖いですよ」

「でもあの番号、実は演劇部の男の子の番号ですし……」

「ヤバイくらい性質たち悪いですね本当に……とにかく、変なアピールは控えてくださいよ」

　一緒に仕事をしている身としては、隣や後ろで何やらやり始められるとたまったものではない。先程の客も実際にペンダントを見て難色を示し、これは買いそうもないな、という雰囲気だったのだが、『効力』をアピールするまどかがサンタ服のボタンを外して上目遣づかいで手まで握ると、あっけなく落ちた。その間、雪子は居たたまれない気持ちで一杯だったのだ。

　相あい方かたの苦言に対し、しかしまどかは反省の色無く微笑ほほえんだ。

「これでも露出は控えめにしようと心掛けているのだけれど」

「あー、そーですか。いいですけど、ブラ見えてますよ」

「ああ、これは違いますよ。昨日雪ゆき子こちゃんから貰もらったハンカチを演出の為に挟はさんでおいたんです」

「人のプレゼントをそんなことに使わないでくださいよっっ!?」

　自分があげたレースのハンカチ（黒と白の二枚セット）のとんでもない使用方法に、当然ながら雪子は納得いかずに暴れて、

「このっ、そんな使い方するなら没収します！」

「や、駄だ目めですよ、これはもう私の…………んっ……」

「変な声出さないでくださいっ！」

「だって、雪子ちゃんがそんな……ぁあっ」

「だからもうっっっ────」

「…………何をやっているの？」

　突如聞こえてきた声に、ピタッ──と雪子の体と思考が停止した。

　開いた胸元からハンカチを取ろうと後ろから羽は交がい締めにしつつまどかの服の中に手を突っ込んだ体勢のまま、雪子は声の主を仰あおぎ見る。

　ショーケースを挟はさんだ向こう側には、呆あきれたように醒さめた目でこちらを見る律りつ乃のと、両手で口を抑おさえて顔を真まっ赤かにした美み樹きの姿があった。

「……………………」

「……………………」

「……………………」

「あら、雪子ちゃんのお友達ね？」

　気まずい空気の中三人が沈黙していると、まどかが何事もなかったかのように明るく言った。見れば衣服も整えた後で、ボタンもちゃんと嵌はめてある。

　天然なのは間違いないが、西さい苑えんまどかは流されているようで流れを操っているような節ふしがある。どこまでが自然体で、どこからが状況を理解した上で遊んでいたのかがイマイチ分からないという曲くせ者ものだ。

　ともあれ、二人がこの場にいるという事実の方を今は気にするべきなので、雪子はコホンとわざとらしく咳せき払いをし、まだ得体の知れない物を見るような目つきの律乃と瞳ひとみを爛らん々らんとさせた美樹に問いかけた。

「あー、どうしてこんな所に二人が？　確か、ミキは委員会の仕事があって、今日は学校じゃなかった？」

「ぇ……あっ、そう、そうなの。図書室で本のチェックをしていたの。でもね……」

「特別校舎の電気だか水道だかガスだか、とにかく調子が悪くて危険かもしれないって……要領の得ないアナウンスだったけど、それで追い出されたのよ。校舎にいた全員。ガス爆発の可能性もあるから明日まで近づくことも許されないらしいわ」

　美み樹きの言葉を引き継ついだ律りつ乃のは、ため息と共に軽く肩を落とした。

「わたしが珍しくボランティア精神を発揮して行ったら、これだもの。やっぱりわたしはいたずらに消費をする側にいた方が似合っているわ」

「……あの、ごめんなさい」

「美樹のせいじゃないんだから謝らないでいいわよ。……まあそういう訳で、とりあえず学校帰りにご飯を食べてみたはいいけれど、夕方まで作業のつもりでいたから手て空すきになって暇ひま潰つぶしをしに来たのよ」

「ふぅん……二人共、災さい難なんだったわね」

　ある意味ではあんな姿を友人に見られた自分も災難なのだが、ぶり返したくないのでそこは忘れ、雪子は快活に笑いかけた。

「それじゃ、ちょっとコレ見ていかない？　変なのも混ざってるけど、意外にこのブレスレットとかいい感じでね──」

　すっかり慣れた手つきでショーケースから件くだんのブレスレットを取り出すと、友人二人も興味津しん々しんといった具合に寄ってくる。

「それにしても……何かあったのかしら……」

　一人、立っていた場所から動かずに呟つぶやかれたまどかの言葉に、雪ゆき子こも少し気になった。

　だが、どうせ明日学校へ行けば分かることだと切り捨てて、美樹と律乃にお気に入りだがちっとも売れないブレスレットを紹介した。

　途中からまどかも会話に加わり、お薦すすめアイテムの例のペンダントを出して二人を引かせたりもし、なかなか楽しく仕事の時間は過ぎていった。
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　あまり長く仕事の邪じや魔まをしてはいけないと言って、美樹と律乃は二十分程で帰って行った。

　それから雪子はまどかと共にちゃんと仕事をして、時に暴走気味のまどかを止めて、まどかにアプローチをかける客を威圧して追い返し……そんなことをしている間にどんどん時間は過ぎていった。

　そして、午後四時五十分を過ぎた頃──

「やっほー。雪ちゃん、ちゃんと仕事してる？」

　丁ちよう度ど、まどかが休きゆう憩けいに入り十五分ほど売り場を離れていたその時、何の前触れもなく遊ゆう矢やがやって来た。

「……これからデートのあんたにだけは言われたくないけど、やってるわよ」

　突然の来訪に驚いたのは一瞬。白いベンチコート姿の遊矢が苛いら立だちを覚えるくらい晴れやかな笑顔を見せるので、雪ゆき子こは嫉しつ妬と混じりにそう返してやる。

　ライヴに出かけるというのに、遊ゆう矢やの姿は普段着と変わらない。ベンチコートの下も薄手のトレーナーに紺こんのジーンズと、デートならもう少しオシャレをすべきだと、相手が自分でないのに思ってしまう。

　だが……もしかすると、相手が自分でないからそう思うのではと、雪子は考えを切り替える。いつも一緒で気が置けない、自然体でいられる相手が自分だけというのはささやかな、それでいて心を震わせる特権だ。

　誰が相手でも『そう』なのは、やっぱり面白くない。

「れ？　なんか不ふ機き嫌げん？」

　感情が顔に出てしまっていたらしく、遊矢に不思議そうに訊たずねられてしまい、益ます々ます不機嫌が胸の内に広がっていく。

「べっつに、そんなことないけど。それより、まだこんな所にいていいわけ？」

「あ、うん。五時に改札前だから、のんびりはしていられないけどねー」

　藤ふじ丸まるデパートから駅までは歩いて五分ちょっとなので、確かにのんびりはしていられない。というより、早めに行動し約束の時刻より前に到着するよう心掛けている遊矢としては、今の時点で充分に遅刻に入るかもしれない。

「……何か用事があるの？」

　疑問に思った雪子が少しだけ真ま面じ目めに訊たずねると、遊矢は首を軽く横に振り、

「ただ、行く前に雪ちゃんの顔を見たかっただけだよ」

「な、なっ────!?」

　カーッと顔が熱を帯び、不機嫌とか嫉しつ妬ととかそんな負の感情が煮しや沸ふつされて吹き飛んでいく。

　こちらを気にしている人はいないとはいえ公衆の面前で、しかも他ほかの女とのデートの前に、とんでもなくストレートで意味深しんにも取れる発言をされ、雪子はすっかり舞い上がって、

「そっ、いきなり……えぇっ!?　だって、い、いつも会ってるじゃない！」

「うん、そうなんだけどー」

「そんな、改まって、そんな…………ああもうっ、何がなんだかっ」

　急に暑くなったせいで汗が出て、帽ぼう子しを取ったり上着を引っ張って服の中に空気を送り込んだりしてみても、ちっとも涼しくならない。

　静まらない感情と心臓と脈拍その他で思考もままならず、わたわたするしか出来ない雪子の目の前で、遊矢はマイペースに腕時計を確認した。

「あー、もう行かないと。電車に乗り遅れたら、開演時間にも間に合わなくなっちゃうし」

「そ、そうねっ……早く行った方がいいわ、うん」

　これ以上目の前に居られると、まどかが休きゆう憩けいから帰って来ても茹ゆでダコ状態のままで、説明を求められるに決まっている。誘導尋じん問もんを上手うまくかわす自信はないし、それ以前にちらほらと通行客も気にし始めている。そしてこのスーパー羞しゆう恥ち状態が続くと、いくら雪ゆき子こが丈夫でも倒れるのは必至だった。

　懸けん命めいに自制を効かせようとする雪子の前で、遊ゆう矢やはいつものように優しく、見る者を和なごやかな気持ちにさせる微笑ほほえみを浮かべて──






「それじゃ、バイバイ」




　他愛たわいもない、別れの挨あい拶さつ。

　高校生にもなった男子が手を振るという、あどけないその姿。

　穏やかな丸さを帯びた声に乗せた、幼い言葉。

　かと思えば名残なごりも躊ちゆう躇ちよもなく、落ち着いた動作で振り返る。

　水みな瀬せ遊矢らしい、その仕し種ぐさ──

　なのに、雪子は妙みような違和感を覚えた。

　間違え探しの絵のような明確な違いではない。印刷物に誤って映ってしまった塵ちりのような、ほんの僅わずかな、しかし気になってしまうとそれが取れないと分かっているのに指で擦こすってしまうような、取り除のぞけない小さな違和感。

　あんなに熱くなっていた顔が、体温が、奪い取られるように熱を失っていく。

　デパートというありふれた光景に融とけていく遊ゆう矢やの背中に、手を伸ばしたい衝しよう動どうに駆かられる。

　……しかし、上げかけた右手はショーケースの下に隠れたまま、持ち上がることはなかった。

　何を言えばいいのか？　何をすればいいのか？　そもそも、何を思っているのか？

　自分のすべき行動が不鮮明で、雪ゆき子こはそのまま動くことが出来ず……

「──雪子ちゃん？」

　横手から声を掛けられ、雪子は我に返った。

　慌あわてて声のした方を振り向けば、まどかが不思議そうな表情をして立っていた。

「どうかしたかしら？　上うわの空そらで、私が戻って来たのにも気づかなかったようですけど」

「ぁ……えーと、その……」

　何と応こたえればいいのか分からないまま、ちらりとデパートの入り口の方を見る。当然のように遊矢の姿は見当たらない。

「……あー、なんでもないです。ちょっと呆ほうけていただけで」

　作り笑いを浮かべ、誤ご魔ま化かした。遊矢が来たと言うべきかもしれないが、それでどうして先程のような状態になっていたのか、その説明はとても難しい。自分でも理解出来ていないのだから、言語化して分かってもらうのは無理に近い。

　だから雪子は無理矢理にでも、グラスに残ったほんの一ひと欠片かけらの氷のような違和感を吞のみ込んで、わざとらしいくらい明るく振る舞った。

「さってと！　今日の仕事もあと半分を切りましたし、頑がん張ばって売りましょーか！」

「ええ……？」

　どこか腑ふに落ちない様子のまどかだったが、気にしない。

　真ま面じ目めに働いていればすぐに忘れる程度のことだと思った雪子は、商品の補充をするべく在庫のチェックを始めた。しばしの間、まどかの視線が気になったが、それも客が来たことにより無くなった。

　そして予想通り、午後も六時を過ぎた頃には、すっかりいつもの雪子に戻っていた。

　時計を見て、そろそろライヴの開始時間だと思っても、あの捉えようのない違和感が戻ってくることはなかった。
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　午後八時二十七分──そのメールが着た時、井い沢ざわ玲れいはチェーン店のファミレスに居た。

　日和ひよらない程度に適当に遊ぶべく街をぶらついていたところ、以前にも声をかけられたことのある──と相手が主張していた──女子大生達に誘われ、軽く夕飯を食べることにしたのだ。

　自分の気を惹ひこうとする言葉や仕し種ぐさも、つい数分前に注文した品も、どれもどうでもいいことだった。暇ひま潰つぶしはあくまで暇潰しに過ぎず、それ以上の意味はない。

　楽しもうと思えば時間は早く過ぎるのだろうが、楽しむ気になどなれはしない。極上の料理がすぐに届くと知っていて間食をする者は殆ほとんどいない。

　今は腹の足しなど必要ない。むしろ飢うえることでより味わい深く嚥えん下か出来ることを思えば、退屈も悪くはなかった。そういう意味で、一人より見知らぬ他人に付きまとわれる方がより面白くなると思った結果がこの現状なのだから。

　そして……携帯が着信音を鳴らすと共に小刻みに震えて、玲れいが黒いレザーパンツのポケットから取り出す前に動作を停止する。

　特に着信音の設定をしていない玲は、自分達の話の途中で携帯を弄いじくり始めたことが不満らしい女達の視線を受けながら、悠ゆう々ゆうと届いたメールを開き──

「……………………くっ」

　喉のどを鳴らして、笑った。

「く、くく…………ようやく来たかよ……！」

　喜き悦えつと昂たかぶりを抑おさえられないとでもいうような獰どう猛もうな笑みで頰ほおを歪ゆがめ、だるそうにしていた目には活力と鋭さが戻り、どうしようもなく手に籠こもってしまう力で携帯電話を握り潰つぶさないようにするのに必死だった。

「……ね、どうしたのよ？」

　豹ひよう変へんした玲の様子に戸惑い、向かいに座っていた女が問いかけてくる。かなりの美人で、そういえば大学のミスコンの候補に選ばれたと自じ慢まんしていた覚えが薄っすらとだけある。

　そんな美女の質問に、玲は歯を剝むいて答えた。

「悪ぃな、用が出来たからオレは帰るぜ」

　言って、躊ちゆう躇ちよなくイスから立ち上がり、背もたれに掛けておいたライダースジャケットを手に取り、ついでに慌あわてる彼女達の着いているテーブルに財さい布ふから抜き出した一万円札を放るように滑すべらせた。

　注文した品はまだ届いていないが、キャンセルも後あと腐くされが残るのも面倒なので、

「釣つりはいらねぇ、メシも好きにしてくれや。そんじゃ──」

「待って！　その、用が出来たなら仕方ないけど、この次は……」

　隣の席に座っていた女が、手を伸ばそうとして途中で止めたような中途半端な体勢で訊たずねてきた。本当なら手か袖そででも摑つかみたいところだったのだろうが、本能が何かに勘かん付いて回避したのだろう。

　それは正解だ。今の玲は、摑つかまれれば躊躇せずに振り払う。その結果、彼女がどうなろうと気にも留めない。

　本当なら感情のままに無視して行ってしまいたかったが、玲は気を静める意味も込めてジャケットを羽は織おりながら応対する。

「次、か…………いいぜ、次の機会があるなら準優先で相手してやるよ」

「……最優先じゃないの？」

「残念ながらその枠わくは埋うまってんだよ」

　それだけ言えば、もう話す言葉はない。

　玲れいはあっさりと身を翻ひるがえし、背中に何やら声を浴びつつも耳に入れず、店の出入り口へと向かう。二枚のドアを蹴けり開けたいのを我が慢まんして手で押し開けると、外の凍こおるような空気が襲いかかってくる。しかし今の玲には、夏場に浴びるクーラーの風のような心地良さしか与えない。

　駆かけ出したくて早足になるのを抑おさえ、胸躍おどる喜びを嚙かみ締め、駅とは反対の方向へ向かって歩く。

　途中、再び携帯を取り出し、もう一度さっき届いたメールを見た。




『今夜九時に　風かざ見み野の高校の特別校舎にて』




　目的の書かれていないそのメールの差出人は、他ほかならぬ水みな瀬せ遊ゆう矢や──

「…………待ち焦こがれていたぜ、遊矢ぁ……」

　三十分後に迫った『その時』を前に、玲は堪こらえようもない高揚感に笑みを浮かべた。













閑話Ⅲ








『五月六日




　今日、旅行から帰って来た。

　ゴールデンウィークを利用しての、三泊四日の家族旅行。雪ゆきちゃんの家族といっしょだったから、正かくには家族旅行じゃないかもしれないけど。

　とりあえず沖なわに行っていた三日分の日記は、向こうで小さなメモに書いていたので、後でここにはっておこう。

　それから今日あったことも書かないといけないけど、つかれているから、先に思いついたことを書いてしまおうと思う。




　向こうにいる間、なんでリールゥを見つけようとしなかったのだろう？

　今回の旅行は、ものすごいチャンスだった。絶対に外はずすべきじゃないチャンスだった。

　何ヶ月も前から日記にも書いていた。

　向こうで知らない人をつかまえるか、せっしょくしてくるのをまって、リールゥの名前を呼ぶと決めていた。

　なのに、しなかった。

　しようと思わなかった。

　帰りの飛行機の中でようやく思い出して、せめてと思ってスチュワーデスの手を取って名前をよぼうとしたけど、それも出来なかった。

　計画は、失敗したのかもしれない。

　でももしかすると、成功したのかもしれない。




　何度もこの日記に書いたけど、ちゃんとリールゥを見つけることが出来たとしても、ぼくの願いはけいやくを追加することで、けいやくを終わらせることじゃない。

　だからもしリールゥをつかまえられた場合、つかまえたきおくは無くなるはずだ。

　そしてその時は、リールゥも知ってしまう。

　ぼくがまだ大丈夫で、演技して生きていることを。

　それは別に構わない。けいやくの追加が出来たなら、とりあえずは成功だから。

　問題は、リールゥの興味をひけたかどうかだ。




　今のぼくなら、多分、けいやくを終わらせてしまっても、死ぬことはない。

　でも不自由なことになるだろうし、最悪、すぐにはどうにかならなくても、心を病んでしまうだろう。

　だからとりあえず保険を利かせて、感情がもどっても平気になる方法が見つかるまでがんばらないといけない。

　けど、これからきっと色々なことが起きると思う。三年前に雪ゆきちゃんが大おお怪け我がをしたように、不幸はいつどこから転がり落ちてくるか分からない。特にぼくは自分の心をいじするために、なるべく感情がゆれ動くような事件に首をつっこんでいるから、関わり合うことは多い。

　そのうちいつか、きせきが必要になることも起こると思う。

　その時、リールゥが近くにいてくれないと困る。ぼくの体は何回しょうかん出来るか分からないから、なるべくリスクは少なくしたい。




　仮定する。ぼくはちゃんとリールゥにけいやくの追加をすることが出来た。

　出来たとして、不安はのこる。

　ぼくはちゃんと、リールゥの気をひくことが出来ただろうか？

　彼女がぼくにきょうみを持って、ぼくらの輪に近づいてくれるような、そんなさそいをかけることが出来たのだろうか？

　計画通りにいった可能性は高くても、そこを失敗しているとかなりやばい。







　不安は多い。

　リールゥをつかまえて、けいやくの追加は出来ているのか？

　それが出来ていたとして、今回のような手は二度と使えないんじゃないだろうか？

　そして、リールゥの興味ひけたかどうか？




　でも、とりあえず信じることにしようと思う。

　やるべきことはちゃんとやって、上手うまくいってくれるように。

　もしぼくが死んだとしたら、雪ちゃんは全部わすれてくれるように。







　お母さんが夕ご飯だとよんでいるので、続きはまた後で』















四章　帳の中の結末







　着替えを終え、ロッカーを閉めて、サンタ服一式を洗濯物を入れる大きな籠かごに投げて。

　それで雪ゆき子この短期バイトは終了となった。

「お疲れさまでした、っと」

「はい、ご苦労様でした」

　誰に言うでもなく呟つぶやいた言葉をまどかに返され、雪子は照れ臭くさくなってはにかみ笑いをし、

「まどかさんもご苦労さまでした。なんかすっかり担当の人に気に入られてましたけど」

「嬉うれしいことだけれど、私じゃなくても同じですよ」

「…………いやー、それはどうかと……」

　ブースに出店していた担当の男がまどかを褒ほめ称たたえて就職まで勧めたのは、偶然でも誰でも良かった訳ではない。あんなデタラメなインチキと言われそうな商品を百個近くも売ったという実績があればこそだ。

　おかげで、先程手渡しされた給料の入った袋は、予定よりも少し色が付いた額になっていた。雪子もそれなりに頑がん張ばったつもりだが、まどかのおかげとしか言いようがない。しかしあの営業実態にはかなり問題があるので、礼を言うにはちょっと抵抗があった。

　そういった理由で雪子が迷っていると、私服姿のまどかはポンと控えめに手を叩たたき、

「そうだ。折せつ角かくお給料が貰もらえたのだから、これからクリスマスプレゼントを買いに行きましょう」

「え？　あ、えっと、まだデパートは開いてますけど……まどかさんは誰に買うんですか？」

「ふふ……誰だと思います？」

　意味ありげに微笑ほほえむその様子に、雪子は頰ほおを引きつらせて後ずさる。

　本当に、色んな意味で彼女は油断出来ない。天然か策さく士しか、せめてどちらかに限定してもらいたい。

　警戒する雪子の姿が面白いのか、まどかはくすくすと上品に笑いを溢こぼし、

「冗じよう談だんですよ。私は普段からお世話になっている両親と、専属のお手伝いの方にプレゼントをしようと思って」

「…………あんまりからかわないでくださいよ」

「雪子ちゃんが可愛かわいいからいけないんですよ」

　それはちっとも理由になっていないと思う雪子を他所よそに、まどかは小さなブランド物のバッグを手に近づいて来て、

「それでは早速、行きましょう？」

「ぁ、ちょっ……」

　言いながら雪ゆき子この手を取り、さっさと歩き出す。

　かなり強引かつマイペースなまどかの行動に困惑しつつ、もう仕方ないと諦あきらめることに慣れている自分を発見し、雪子は軽くブルーな気持ちになった。

　お構いなしに歩くまどかに連れられ、従業員用出入り口で退出記帳をしてから一いつ旦たん外に出て、ぐるりと表に回り込んでデパートに入り直す。セキュリティ上、社員もバイトも仕事外で購入する場合は客として入り直さなければならないということで、面倒だが従うしかない。

「……で、どこに向かってるんですか？」

　ずんずんと迷い無く進むまどかの背中にそう問いかけるも、

「ふふ、プレゼント売り場ですよ」

　そんな返しをされ、途と方ほうに暮れてしまう。雪子の記憶が正しければ、藤ふじ丸まるデパートに『プレゼント売り場』なんて限定されまくりの売り場は存在しない。

　仕方なしに黙って付いて行くと、エスカレーターに乗り、三階に着いたところで解放された。

　三階フロアには男性向けの衣服に小物、それから文ぶん房ぼう具ぐに玩具おもちやと多た岐きに亘わたって色々な物が売られている。確かに漠ばく然ぜんと『プレゼント売り場』と呼んでも、渡す相手が若い男なら間違いではないかもしれない。

「なるほどねー……って、あれ？　まどかさん？」

　何となく雪子が納得をしている間に、いつの間にやら西さい苑えんまどかは姿を消していた。

「存在感があるのに気配が薄いなんて、ホント不思議だわ……」

　神秘の世界を感じつつ、雪子も個人行動すべく歩き出す。

　とりあえず男物のジャケットやセーターを見てみるが、『これ』、という決定的な物はない。サイズの問題もあるし、男っぽい服装がのんびりとした遊ゆう矢やにはあまり似合わない気がするのも大きい。

「うーん……どうしたもんかしらねー……」

　ぼやくように呟つぶやいて、一いつ旦たん売り場から離れて長考に入る。

　プレゼントなのだから渡される側が喜ぶ物を買うべきだ。しかし遊矢のことだから、大抵の物は喜んでくれそうな気がする。

　何を渡してもいい、というのは、食事のメニューのリクエストに『何でもいい』と答えられるくらい迷いが生じる。

　プレゼントするからには一番喜んでくれる物を贈りたいのが心情だが、それが無理なら自分が贈って嬉うれしい物を選ぼうと、しばし雪子は唸うなりつつも悩み…………

「…………あっ！」

　ふっ……と、とある物が頭に浮かんだ。

　その瞬間、何を買うかは決定した。

　即断即決と言うに相応ふさわしいスピード解決に、口元が綻ほころぶ。あれならば贈おくって嫌いやがられることはないし、サイズも知っている。何より、使って貰もらうと雪ゆき子こが嬉うれしい。

　晴れ晴れしい気持ちになった雪子は、意気揚々と目当ての商品を買うべく売り場へと、

「雪子ちゃん、雪子ちゃん」

　──方向転換したその先に、たっぷりと嬉しそうな笑みを浮かべて、まどかが立っていた。何やら両手を背中に回していて、とてつもなく怪しい。

「とてもいい物を見つけたんですよ。ほら、これです」

　嫌な予感を覚える雪子に対し、まどかは『じゃーん』と効果音が出そうな勢いで手に持っていた物を見せびらかした。

　それは、

「……リボン？」

　赤い色の、プレゼントを包装した上から飾るのに使われる、布製のリボン。なかなかいい生地を使っているらしく、光こう沢たくが安っぽい感じではない。

　普通ならばこれを使ってデコレーションを、という意味なのだろうが、相手が相手だけに、そうはいかない予感が膨ふくらむ。

「……あの、これをどうしろと？」

　恐る恐る雪子が訊たずねると、まどかは軽く伸ばしたリボンをふわりと体に──

「こうやって自分の体に巻き付けて、『プレゼントはわ・た・し』という伝説の技をやるのはどうですか？　これなら鈍感な遊ゆう矢やくんでも一発ですよ？」



「………………………………………………………………」

　とても嬉しそうに、ベタベタなことを言った。

　引きまくる雪子の様子に気づいていないのか無視をしているのか、まどかはくるくるとリボンを操って、

「こうして、こう……一人だと少し難しいかもしれないですけど、慣れればいけそうですよ」

「……………………あの、」

「ああ、そうそう。やっぱり実行する時は裸はだかの方が見み栄ばえがいいですね」

「…………………………………………あの、」

「聖なる夜に自らを捧ささげる──ロマンチックですね……」

「……………………………………………………………………あの、」

「あ、ごめんなさい。雪子ちゃん、何かしら？」

　ようやく耳を傾けてくれた彼女の顔には一ひと欠片かけらとしてからかうような要素は見当たらず、そしてそれだけに雪子は辛つらい思いをして、言った。

「……あの、それをやるには、ええと…………あたしの体だと、その………………なんというか…………その………………引っかかりが足りないというか、ずり落ちるというか……」

　清きよ水みずの舞台から飛び降りた方がマシなくらいの恥ずかしい告白に、まどかは──

「…………………………ごめんなさいね？」

「…………………………謝られると余計に虚むなしいです」

「………………………………………………」

「慈いつくしむような目も止やめてくださいっ！」




　──雪ゆき子この心の叫びが、虚むなしく三階フロアに響いた、その時。

　フロアの壁に掛けられた時計の針がミリ単位で動き、午後九時を指した。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　背の高い閉ざされた門をひらりと跳とび越え。

　冬の夜という静やかな空間を泳ぐように。

　誰もいない広い校内を独りで歩む。

　れっきとした校則違反だが、悪魔でもある玲れいがそんな些さ事じを気にする訳がなく、怯おびえも不安も戸惑いも見せず、むしろ意気揚々と弾はずむような気持ちを抑おさえて進む。

　最高にご機き嫌げんな夜だった。

　警備員も、春から秋にかけてはいるという学校に泊まって馬鹿をやる生徒も、犬や猫ねこも、音を立てるものは自分以外に存在しない。

　なら孤独かと訊たずねられれば、そうではない。

　辿たどり着く場所が明確ならば、それは孤独な歩みとは言わない。待っている人がいるとなれば尚なお更さらだ。

　──思えば、初めは橋渡しの切っ掛けでしかなかったはずだった。

　新入生ながら、人を惹ひきつける容姿と性格に加えて飛び抜けた身体能力と攻撃力を持ち合わせた、白しろ銀がね雪ゆき子こという興味深い人物に近づく一環としての。

　多少は気になっていたが、その程度でしか無かった。胸が高鳴るような、高濃度のアルコールを飲み干した後の体が灼やけるような感覚を味あわせてくれる相手だなどと、少しも思っていなかった。

　だというのに、気がつけばその性格に引き込まれ、その才能に見せつけられ、その摑つかみきれない心の在り方に魅み了りようされている。対たい峙じする時が待ち遠しくて、待ち焦こがれる余りに自分を抑おさえきれなくなりそうになった程に。

　だが、それも今夜限り。抑える必要は、もうすぐに無くなる──

　思わず口くち笛ぶえの一つでも吹きたくなる絶好のシチュエーションに、玲れいは顔に笑みを貼はり付けたまま足を動かし……

　──そして、静寂が帳とばりを下ろしていた夜よ闇やみを打ち破るように、電子音が鳴り響いた。

　発信源は玲のズボンのポケットの携帯電話。

「おっ、来たか」

　喜びを隠せずに言いつつそれを取り出し液晶画面の表示を見れば、そこには『水みな瀬せ遊ゆう矢や』の文字と共に番号、そして現在の時刻が出ていた。

『2100』とあるそれを見て玲は、

「予定時間ジャスト、と」

　楽しげに呟つぶやきながら、通話ボタンを押して携帯を耳に当てる。

『もしもしー？　今、どの辺にいるー？』

　友人同士で待ち合わせ、という状況なら何らおかしくない言葉が聞こえてきたことに、玲は笑みを濃くする。

　確かに親しい仲ではあるが、今夜この場に呼び出した理由を加味すれば、関係性は別の物に塗り替えられた後だ。即ち、敵対関係に。

　だというのに緊張感なく当たり前のように友人としての言葉を口にする遊矢の異常性が、玲の興奮を煽あおる。脊せき髄ずいの辺あたりが妙みような熱を感じている。

　身を震わせる程の高揚感を心地良く思いながら、玲は応答した。

「今か？　んなもん、決まってんだろ？」

　ジャリ、とブーツの底でアスファルトの地面を踏みにじり、

「着いてるぜ。逢あい引き指定の場所によ」

　数十メートル前に聳そびえる特別校舎を仰あおいだ。

　夜──しかも明かりの点ついていないせいもあり、無機質な塊かたまりにしか見えない五階建ての四角い建物は、見る者を圧倒する雰囲気が備わっている。

　だが玲れいにしてみればその雰囲気すら、自分の刺激を煽あおる材料でしかない。

　余よ裕ゆうのまま、玲は電話の向こうにいる遊ゆう矢やへと問いかけた。

「それにしても特別校舎が舞台かよ。鍵とか警備システムとかどうしたんだ？」

『ちょっと校長先生にお願いしてねー。貸して貰もらったんだ』

「ほほぅ。どんな手を使ったよ？」

『頼んだんだよー。保健の志し摩ま先生と半日デート出来る言げん質ちの取れたＭＤが隠し味かな』

　どうやら自分が欲求を抱え待ちに徹していた間に遊矢は色々と動いていたと分かり、玲は一ひと頻しきり喉のどを鳴らして笑う。何かしているとは思ったが、随分と根回しをしていたようだった。

「面白ぇよなぁ……んで、ここで何をやるんだ？」

『うん、簡単なゲームだよ。中に僕がいるから、探し出して煮るなり焼くなり出来たら、玲の勝ち。そう出来ずに戦闘不能になったら、玲の負け』

「なるほど、簡潔だな。んで、手て駒ごまは何があるんだ、マイハニー？」

　その質問は情報を引き出し有利に事を運ぼうという意図ではなく、単に確認しておきたかっただけだ。この場に、白しろ銀がね雪ゆき子こがいることを。

　しかし遊矢の応こたえは──

『誰もいないよー。僕だけ。僕一人だけ』

　期待を裏切る、聞く耳を疑うようなものだった。

　別にその言葉が真実とは限らない。自分一人と言っておいて、少しでも油断したところを伏兵を用いて倒す──これが一番確実な、遊矢が採り得る策なのだから。

　だが、あっさりと雪子という必然としているべき存在がいないと告げられ、玲は目を細めて思考を走らせる。この段階で否定することで生まれる可能性を挙げていく。

　そこに、

『僕だけじゃ不満かな？』

　のんびりとした──それでいて挑発を孕はらんだ言葉が受話器から聞こえてきた。

　誘いだと理解しつつ、玲は思考を止めた。

　そして単純な感情に任せるがままに声を出す。

「──いいや、不満なんてどこにもねぇよ」

『そう、良かった。それじゃー、中で待ってるから。準備が終わったらいつでも入って来ていいよー』

「あん？　準備って──」

　玲れいに最後まで言わせることなく通信は切られ、子供のようなあどけない声からの回答は得られなかった。

　しかし、すぐに遊ゆう矢やの言っていた意味を理解することになった。

　──ふわりと。

　闇やみしか無かったはずの虚こ空くうから溶とけ出すように現れた少女が、玲の前に降り立った。冬にも拘かかわらずボンテージ調の露出の多い衣服に身を包み、ピンク色の長い髪かみを左右で二つずつに括くくった、中学生程の外見の悪魔が。

　そして彼女が現れるとほぼ同時に、周囲一帯に閉へい塞そく式の結けつ界かいが展開されて、遊矢の言うところの『準備』は整った。

　だが、だからといって何事もないように校舎に入る訳がない。

「おんや、誰かと思えばどこぞの新聞眼鏡めがねじゃねぇか。いつから遊矢の手先になったよ？」

　からかうように言うが、上位悪魔リールゥの登場は玲にとって少しだけ意外だった。

　出てくるのは別に意外でも何でもない。だが、この場面で──というのは意外だ。先も思ったが、伏兵とは不意打ちをしてこそ本来の効果を発揮する。こうして堂々とスタート時に姿を現すなど以もつての外ほかだ。

　一応、相手が複数だと警戒させることで利を得るというやり方もある。だが玲は敵が複数の可能性くらい端はなから思いついている。リールゥという一種のイレギュラーを利用するのも、『それ以外』の可能性も。

　今の段階では、遊矢の策は見えない。意図も測れない。

　タイミングが良すぎるリールゥの登場は即ち、遊矢との結けつ託たくを示している。少しでも計画に関わる情報を引き出せれば、それが無理でも意図の方向性さえ見出せれば、玲はその分だけ有利に動ける。

「別に、頼まれたから結けつ界かいを張ってあげただけよ。これ以上の介かい入にゆうはしないことになっているんだから」

　玲の目もく論ろ見みを知ってか知らずか、リールゥはつまらなそうに醒さめた表情で言う。

「ほー、それはそれは。てっきり邪じや魔まなオレをどうにかするいいチャンスだから、便びん乗じようしてくるもんだとばかり思ったんだがな？」

「べっつにー。確かキミは邪魔でムカついて正直なトコロ一瞬でも早く消えてもらいたいけど、あたしは遊矢くんの意志を尊重するもーん。余計なことして嫌われたくないし」

　真剣味がまるで感じられない言い方に、明らかに何かを隠していると言わんばかりの仕し種ぐさ。悪魔は大抵そうだが、食えない態度だ。真意を窺うかがうには壁が厚すぎる。

　それでもいくつか検討をつけることに成功をした玲は、敢あえてそれを口に出さず、代わりににやついた笑みを浮かべた。

「ま、精々こき使われろや。邪じや魔ますりゃ潰つぶすしよ。んでもって、用が終わったんならさっさと消えな。これからオレと遊ゆう矢やの楽しいデートの始まりなんだからよ」

　あからさまに嫌いや味みを言い丁てい寧ねいに『あっちいけ』と追い払う手振りまでして、玲れいはリールゥを除外した。

　遊矢と契約をしている彼女からすれば、玲が遊矢を殺すのは好都合。しかし玲の望みが遊矢の体を正常に戻すことも含めていると知っていれば、その邪魔をするのが当然だ。

　だからこそ遊矢は契約相手であるこの悪魔をどうにかして捕まえ、戦いを有利に進めるべく交渉でもしたのだろうと、玲は事前に予測していた。

　しかし、その予測は半分外はずれた。

「……どーせキミにはあたしの気持ちなんて分からないわよ」

　ムキになって食ってかかる『演技』をするとばかり思っていたリールゥは、何故なぜか悔くやしそうに呟つぶやき、俯うつむいた。

　それを玲が訝いぶかしむ間もなく、リールゥは跳はねるようにして宙へと身を翻ひるがえし、

「いいもん、カッコつけの二つ名持ちなんて、遊矢くんにメッタメタにされて消えちゃえばいいのよっ！」

　重力に逆らい空中で止まったままリールゥは、いーっ、と口の端はを両手の人差し指を引っかけて大きく横に引っ張って威い嚇かくし、そのままパッと姿を消した。

　視覚から消えたのではなく瞬間移動をしたのだと判別した後、玲は表情を引き締め呟つぶやいた。

「……どういうことだ？」

　今のが、普通の年頃の娘むすめが発言したというのなら、実は自分にただならぬ想いを抱いていて嫉しつ妬とした──そんな筋書きでも納得が出来る。

　だがあの少女はれっきとした悪魔で、同族嫌悪という感情を抱いているのは間違いない。

　単純な女心という問題ではない、何か。

　自分が知らない遊矢との密談がその鍵を握っているのだろうが、それを憶おく測そくだけで読み切るなどという真似まねは流石さすがの玲も出来ない。或いは、遊矢なら可能なのかもしれないが。

　──と、そこまでを数秒で考えた玲は、あっさりとその思考と結論を出すことを捨てた。

　代わりに再び口元に笑みを作り、

「……ま、入ってみりゃあ分かるわな」

　ぐだぐだと考えていては、折せつ角かくの場が白しらけてしまう。

　戦力差は、今のところ不明。何をどうするかも未定。

　それなのに誘いに乗るなど、知略を働かせるタイプの者なら絶対にしない。

　だが玲は策さく士しであると同時に、戦士であり、道どう化けであり、王者でもある。

　相手が何かを仕掛けてくるというのなら──それが面白いのであれば、受けて立つ。

　そして真まっ向こうから叩たたき潰つぶす──

　故ゆえに思考を止め、遠足気分で特別校舎の正面入り口である正面玄関へと進む。

　玲れいは気負うことない軽い足取りで、ピアノや靴箱が入りそうな幅の広い観かん音のん開きのドアのノブを片手で押し開けて中に入った。

　外から見て分かっていた通り正面玄関内は暗く、悪魔である玲れいの目でも明瞭には見て取れない。が、物の輪りん郭かく程度ならば簡単に分かる。職員用と来らい賓ひん用の大きな靴箱が左側に並び、右側には事務室と繫つながる応対用の窓がある。

　ある意味当然だが、そこに遊ゆう矢やの姿はない。

「さて、どこから──!?」

　行き先を決めるべく呟つぶやいたその瞬間──




　爆音が津つ波なみのように玲の鼓こ膜まくへと襲いかかった。




　耳障ざわりな音楽とも警報とも違う甲かん高い電子音が正面玄関という決して狭せまくない空間を反響し、前後左右から叩たたきつけるようにして聴覚を刺激する。

　思わず顔をしかめた玲は、音の発信源を瞬時に悟さとり、そちらへと顔を向け、




「────ッ?!」




　全身を貫くような痺しびれに似た感覚に、玲の表情が強こわ張ばった。

　そして、ゆっくりと。

　未だ鳴り止やまぬ轟ごう音おんを無視し、ゆっくりと視線を落とし、自らの腹部を見た。

　そこに、矢があった。

　金属製。鋭く尖とがった円えん錐すい状の鏃やじりが矢と一体化しており、尻しり部分に付いている羽はプラスチックかカーボンで出来ている。

　音に反応した玲にどこからともなく飛んできた矢は、鋭いその先端を玲の着たライダースジャケットを突き刺し──そこで、止まっていた。

　正確には、玲の右手によって止められていた。

「…………ぁっぶねぇ……」

　頰ほおを伝う汗を生温く感じながら、玲は呟く。そして右手に摑つかんでいた矢を、左手方向へと投とう擲てきした。その直後、けたたましく鳴り響いていた電子音はピタリと止まる。

　一直線に飛んだ矢の行く先は見るまでもなく、靴箱の上に置かれていた筺はこ型の音源を破壊したはずだった。

　顔を上げてから危険を察知するまでの一瞬で位置を摑つかんでいたので、別にそれ自体は大したことではない。

　問題は、玲れいを襲った二つの出来事だ。

　その検証をするべく、第二陣じんの警戒をしながらも玲は矢の飛んできた方向に背を向け、自分が入って来たドアを見る。

「……なるほどな」

　外側から見ても分からないが、内側から見れば明白だった。

　観かん音のん開きになっているドアの両内側に、それぞれ導線がテープで留められていた。

　そして丁ちよう度どドアノブの横。開閉の肝となる、鍵の上にあるノブと連動しているラッチボルトと呼ばれる部分に片方の導線は延び、もう片方はそれと対応するへこんだ部分に延びている。

　導線はドアの動きを邪じや魔ましないように蝶ちよう番つがい部分を経由して天てん井じようへ延び、二ふた手てに分かれていた。一つは間違いなく、あのうるさい機械──恐らくは防犯グッズか、度を越した目覚まし時計か。

　そしてもう一つは──

　天井沿いに正面玄関を大きく迂う回かいして延びている導線の行方ゆくえを追う前に、玲はその場にしゃがみ込んだ。そしてすぐに目当ての物を見つける。

　摘つまむようにして拾い上げたのは、中折りされたゴムテープだ。五センチ程の長方形のそれを目の高さまで上げて、玲は独ひとりごちる。

「随分と初歩的なトラップ……だが」

　思案に耽ふけるように醒さめた表情で、ゴムテープをあっさりと放る。

　そして振り返り、つかつかと迷うことなく玄関から真まっ直すぐに進み、靴を脱ぐことなく廊下へ上がると、中庭が望める窓の下にあったそれを見つけた。

　ぽつんと窓の下に置かれた机。そしてその上に、テープで固定されたボウガンがあった。ストッパーは壊こわされていて、そして導線は本来ストッパーがあるべきはずの箇所へと延びている。そこに何か仕掛けられていたのだろうが、矢を飛ばした弾はずみでどこかへ吹っ飛んだ様だった。

　種たねが見えてしまえば、簡単なトラップだった。

　ラッチボルトの所に絶ぜつ縁えん体たい代わりにゴムテープを挟はさみ、ドアを開けると落ちるようにする。そしてドアが閉まると導線が繫つながり、仕掛けが正しく作さ動どう。あのやかましい機械が動き、それに数秒遅れてボウガンのストッパーとなっていた何かが動く──

　仕掛けの構図だけを考えれば、小学生が理科の授業で行う電流実験の規模を少しばかり大きくしただけの、材料さえあれば誰にでも出来るトラップだ。

　しかし……それをこのレベルで実践出来るかどうかは、別になる。

　ボウガンを作動させるまでは誰にでも出来る。そして普通ならば、ほぼ無音で作動するボウガンを仕掛けただけで満足するだろう。

　だが遊ゆう矢やはそこに騒音を出す装置を加えた。音に釣つられて侵入者が音源へと振り向くことを計算し、そのタイミングでボウガンの一撃。

　ただでさえ突然の大きな音に体は萎い縮しゆくし、その上注意が逸それる。そこに、顔を上げることで視界の隅へと追いやられた正面から、矢が飛んでくる。ご丁てい寧ねいに、避け難がたい腹部を狙ねらって。

　ほぼ間違いなく、玲れい以外の者ならば今のトラップで死んでいた。

　雪ゆき子こなら身体能力は高いが、恐らくは音に注意を削そがれて矢への対処は遅れる。

　罠わなにはそれなりに詳くわしい妹のゼルフィだとしても、単純かつ必殺であるが故ゆえに避けられない。

　玲ですらほんの少しでも反応が遅れたら、矢は腹部に刺さっていた。視力、反射速度、握力、腕力、そして危機を察知する鋭敏さ──そのどれか一つが僅わずかにでも劣っていれば、食らっていた。普通の人間とは違い致命傷にはならないが、勝負を分ける程度の大おお怪け我がはしていた。

　スタート直後──向けられた牙きばの鋭さを感じ、ようやく、玲はある可能性を検討に入れた。

「あいつ……本気で一人でオレに勝つつもりか……？」

　悪魔である自分に。

　圧倒的な身体能力と戦闘センス、そこに知略とタフさが備わっている自分に。

　普通の人間と何ら変わらぬ攻撃力しか持ち合わせていない遊矢は、罠わなという武器を用いて、巧みに戦ってみせるつもりなのだろうか？

「……………………やべぇ、本気で興奮してきた」

　どれだけ純度の高い酒を飲んでも、極上の美女を目まのあたりにしても、決して味わうことが出来ない強烈な火ほ照てりが、玲の全身を這はい回る。

　気がつけば、薄っすらとガラスに映る顔には、壮絶な笑みを浮かべている。面白くて面白くて仕方がないと言う様に。

　自分の中で燃え盛さかる透明に近い蒼あおい炎ほのおの揺らぎを感じながら、玲はゆっくりと校内を歩き始めた。
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　九時二十分を過ぎた頃、雪子がデパートの紙袋を片手に帰宅すると、部屋の前にぽつんと美み樹きが立っていた。何故なぜだか、手て提さげのバッグとスーパーのビニール袋を持って。

　雪子の存在に気づいた美樹はホッとしたように表情を和やわらげると、

「……あ、ゆっこちゃんお帰りなさい」

「ただいまー……って、ミキがどうし──」

『どうして？』、と言いそうになった瞬間、雪子は思い出した。

　デパートの売り場で美樹と律りつ乃のの三人で話をした際に『どうせだからクリスマスにお菓か子しの一つでも作ろう』ということになり、クッキーのレシピも分からない雪子に美樹がお菓子の本を貸してくれることになったのだ。

　忘れていたのは、今夜と約束していなかったからだ。てっきり明日か、明後日あさつての祝日だとばかり思い込んでいた。

「こんな急に持って来てくれなくても良かったのに。冬だし、夜中に一人で出歩くのは危険なんだから」

「あっ、違うの。さっきまでね、叔母おばさんと外でご飯食べていてね。本のことを話したら、『じゃあついでだから渡しに行ってあげなさい』って。車で寮りように戻って、それからスーパーで一通り材料と道具を買ってくれたの。今は向こうのコンビニで待ってて……」

「うっわー……志し摩ま先生がお金出してくれたの？」

　まさかそんなことになるとは思っていなかったので、驚き半分申し訳ない気持ち半分で前髪がみを弄いじる雪ゆき子この様子に、むしろ美み樹きが慌あわててしまう。

「あの、えっとね？　ゆっこちゃんにはいつも私がお世話になって迷めい惑わくかけているから、って。あと……よく分からないけれど、水みな瀬せくんにあげるお菓子を作るって言ったら、それなら是ぜ非ひ道具をプレゼントしないと、って……」

「…………どういうこと？」

　呟つぶやき、雪子は眉まゆを顰ひそめる。記憶にある限り、遊ゆう矢やは保健教きよう諭ゆの志し摩ま先生と大した繫つながりはないはずだ。もしかすると『恋する女の子の味方』とかいう、たまにいるお節せつ介かい機能が搭とう載さいされた人なのかもしれないが、そうだとしてもちょっと行き過ぎの気がする。

　引っかかりに雪子が唸うなっていると、美樹もまた煮え切らない表情でマフラーを巻き直して、

「何か、水瀬くんにアドバイスしてもらったって言っていたけれど……」

「アドバイス？　何の？」

「えっと……確か、ストーカーへの対処法……？　しつこい男を諦あきらめさせるには、一度デートをしてあげて全く反そりが合わない証明をしてあげればいいとか……そんなことを」

「……………………」

　俯うつむき、雪子は頭を抱える。記憶にある限り、保健教諭の志摩先生にストーカーちっくなアプローチを仕掛けている人間は一人だけで、しかもそれは雪子達の通う学校の校長だった。校長がストーカー行為というのもあれな話だが、そこに一いつ介かいの生徒がアドバイザーとして首を突っ込むというのもどうかしている。

「……とりあえず、志摩先生がどこかに車で待たい機きしてるの？」

「う、うん……？」

「おっけ、それじゃ荷物だけ置いたらそこまで送るわ。ちゃんとお礼も言いたいし」

　言うが早いか上着のポケットから鍵を取り出し、解かい錠じようしてドアを開ける。美樹から受け取ったビニール袋には卵などもあったので、要冷蔵のものだけ手早く冷蔵庫に詰め、後は適当に置いて外へと戻る。

　玄関で様子を見ていたらしい美樹は、その注意をとある物に向けていた。

　それがデパートの紙袋だと気づいた雪ゆき子こだが、中身は見えていないので、勘かんづかれることはないだろうと思いながら鍵を掛け──

「あの袋、水みな瀬せくんへのクリスマスプレゼント？」

　あっさりと指摘され、動揺して鍵が壊こわれるんじゃないかというくらい回してしまう。

「なっなっ、なんで──!?」

「え？　だって、あの袋だけ凄すごく丁てい寧ねいに置いていたから、そうじゃないかなって……」

「…………………………女子高生の慧けい眼がん、恐るべし……」

　自分なら絶対に気づかないだろうことをいとも簡単に見抜くその観察眼に、他人ひと事ごとのように『女の子って凄すごい』と思ってしまう。

　驚きよう愕がくと感嘆で何だか味わい深い表情をしている雪子を不思議そうに見ていた美み樹きだが、ややあってからうずうずと好こう奇き心しんが騒ぎ出したらしく、大人おとなしいその目を僅わずかに輝かせ、雪子の着ている上着の袖そでを摑つかんだ。

「それで、何を買ったの？　お洋服？　それとも二人で使えるマフラー？」

「…………ノーコメントです」

「ゆっこちゃん、せめてヒントを」

「…………ノーヒントの方向で」

　この手の話題には流石さすがに興味津しん々しんで珍しく食い下がる美樹を引き連れて、志し摩ま教きよう諭ゆがいるというコンビニに向かう。

　雪子は最後まで黙秘を貫き、美樹はとても残念そうに唇くちびるを尖とがらせる結果になった。
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「ふぅん……なるほどな」

　闇やみの濃い室内で明かりも点つけず、玲れいは嚙かみ締めるようにして呟つぶやいた。

　いる場所は特別校舎一階にある保健室。一階廊下をぐるりと一回りした玲が真っ先に侵入した部屋が、ここだった。

　ちなみにドアを開くと上からバケツが落ちてくる古典的な罠わなが仕掛けてあったが、その中身が水ではなく苛か性せいソーダとも言われる水酸化ナトリウムだから、お茶ちや目めないたずらでは済まない危険度だ。目に入れば失明の可能性もあるアルカリ性の劇薬を頭から被かぶれば、流石さすがにとんでもないことになる。

　罠を解除して保健室に入った玲がしたことは、利用者記録の書かれた帳簿を探すことだった。よく使う物は取り出しやすい場所に置くと相場が決まっているので、五分とかからず目的の帳簿を見つけ、知りたかった情報を手に入れた。

「今日の昼前にサッカー部の馬鹿が遊んでいて左足を捻ねん挫ざ、か……」

　つまり最低でも今日の昼まではこの特別校舎に生徒や教職員が出入りしていた、ということになる。

　となれば、遊ゆう矢やが校長と交渉し、この特別校舎を掌しよう握あくしてトラップを仕掛けることが出来た時間は、最大でも九時間を切る。

　特別校舎は広い。四角い建物の中央部分に中庭があり、そこの部分だけをくり抜いたような設計になっているが、一つの階に軽く十個以上の教室がある。

　全部の教室や廊下などにトラップを仕掛けるのには軽く三日以上かかるだろう。手慣れていればもっと短期間でも出来るかもしれないが、遊矢に罠わなを仕掛ける特技があったとは思えない。恐らくは自分と事を構えると決めてから会え得とくした知識を活用しているのだろうし、一いつ介かいの高校生が手に入れられる材料には限度がある。あのボウガンは罠の中でも一番金がかかっていると見ていいだろう。爆薬の類たぐいはそうそう準備出来ない。

　自宅である程度の準備を済ませ、今日は配置と細かい調整だけ──そうだとしても、この特別校舎の規模から考えれば穴だらけだ。

　だから移動の際の警戒は最低限でいい。本来は階上へ行く際に絶対に通らなければいけない階段も、この特別校舎には二つある。両方に罠を仕掛けているとすれば、時間も倍かかる。九時間という短い時間では全すべての通路に罠を張るような時間はなく、現に一階の廊下には何も仕掛けられていなかった。

「さて……そんじゃ、次のターンだな」

　帳簿を適当に投げ捨てると、玲れいは廊下に出た。

　次にすべきは遊矢がどこにいるか、という推測だが、普通に考えれば四階以上にいるだろう。ノーヒントで家や捜さがしをするなら虱しらみ潰つぶしが基本だ。ならば隠れる場所が後で調べる所になればなるほど、敵がトラップに引っかかる可能性は上がるからだ。

　だが、相手は遊矢だ。心理戦で自分に勝てる唯一の存在が単純な『可能性』なんて確率がどうこうという安あん易いな策さくを採るなど、玲は微み塵じんにも思っていない。

　カツカツと足音を立てながら廊下を歩き、階段へと向かいながら、途中である物を見つけて足を止める。

　壁に設置された、火災報知器。

「確認事項、その二……っと」

　そう言いながら、玲は軽く右腕を振りかぶり──何の躊ちゆう躇ちよも無く、火災報知器のボタンを殴なぐりつけた。

　プラスチックのカバーを押し割る確かな手応ごたえに満足し、細めた目で装置に付いたパトライトを眺める。……が、何の反応もない。

「警報機の類たぐいは切ってある、と……まあ当然か」

　そうでなければ夜の校舎を歩き回れば警備会社に連絡がいくし、規模の大きな破壊が起きた時に面倒なことになる。

　一応の確認を終え、歩みを再開する。と同時に思考も走らせる。

　結けつ界かいを張っている以上、電波は届かない。だが地中を通る電線は結界の影響外だ。信号の類たぐいが送信されれば向こうに届く。ただし中には入れないが、それでも事を大きくしない為には必然といえる処置だ。

　その手の操作がどこで出来るか、玲れいは知らない。しかし普通に考えれば事務室、職員室の二つが有力だ。

　何かの用があり侵入した所に隠れるというのは、心理的にはまず無い。可能性を疑われる場所を排して選ぶのが当然で、しかも事務室と職員室は一階と二階。低い位置に存在するので余計に隠れるには適さない。

　──そこを敢あえて狙ねらう、というのも手だろう。だが、やはりトラップのことを考えれば、少なくとも今現在は下の階にはいないだろう。上の階の教室にトラップを仕掛け、それが作動している間に逃げ込むのならば別だが。

「……となれば、やっぱ四階にあるコンピュータールームに五階の視聴覚室、音楽室辺あたりが有力か……？」

　もし、監かん視しカメラや盗とう聴ちよう器きの類を使って玲の動向を見張っているなら、モニターがある場所を選ぶだろう。音楽室は防音設備と意外性で候補に挙げた。

　ちなみに玲が隠れる場所を選ぶなら、間違いなく五階の校長室を選ぶ。

　理由は簡単。ボスキャラには相応ふさわしい場所だからだ。

　遊ゆう矢やにはあまり校長室が似合わないのでそこは無いかもしれないと気楽に考えながら、玲は暗い廊下から階段へと差し掛かり、一いち瞥べつしてから上り始める。

　そしてそのまま、二階を飛ばして三階へ。一階も二階も殆ほとんど手を付けずとも、いないことはほぼ確定的だ。

　三階まで行く途中、黒く塗られたワイヤーが張られていたりしたが、玲の目はそれを見切り、軽々とパスする。

　とりあえず三階まで来たところで、この階を調べるかどうかを考え……

「…………何の匂においだ？」

　薄っすらと、粘ねん土どのような、それでいてシンナー臭くさい悪酔いしそうな匂いがどこからか流れてきている。

　敏感に嗅かぎ取った玲は一秒ほど考えた後、探たん索さくすることにした。好こう奇き心しんは猫ねこを殺すというが、悪魔が好奇心を抑おさえるなど馬鹿馬鹿しい。楽しもうとしているのに敢えてつまらない道を行く意味もない。

　鼻を利かせて刺激臭しゆうを辿たどり、暗い廊下を歩いて行く。

　中庭に面した窓があるがどれも閉まっており、いちいち開けて換気をする気になれない玲は余計なことはせずに進み、突き当たりの角を曲がった所で、異い臭しゆうの原因を見つけた。

「……なんだありゃ」

　廊下の、ほぼ中央。何かが堆うずたかく積まれている。

　目の良い玲れいでも遠目からでは何か分からない。多少の用心はしつつ近づくと、社会科資料室の前に積まれたそれの輪りん郭かくも次第に見えてくる。

　それは一種のオブジェだった。石せつ膏こうや絵画、陶とう器きなどが妙みように前衛的に積まれている。取り留めが無いようにも見えるが、何故なぜか壺つぼの上に三枚の大きなカンバスが絶ぜつ妙みようなバランスで乗っていたりするので、計画的にも見えるのだ。

　匂においの正体も分かった。油絵などがあるのも理由の一つだが、オブジェのように積まれたそれの周りの壁はスプレーで落書きがされていた。シンナーの匂いはそれだろう──そう結論付けておきながら、玲は眉まゆを顰ひそめた。

「……違う…………なんだ……？」

　微かすかにだが、他ほかの匂いが混ざっていることを嗅かぎ取る。

　絵の具やインクの匂いに紛まぎれて香る、何かが腐くさったような匂い──

　その正体に気づいた瞬間、玲は目を見開いた。

　弾はじかれるようにして左方にある教室を見れば、そこには堂々と、スプレーで教室の名称が書かれていた。




『理科実験室』




「ォ────」

　玲が遊ゆう矢やの意図に気づいた、僅わずか一秒後。

　理科実験室に面したいくつかのガラス窓は赤く光り、その瞬間に膨ぼう張ちようし──
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　ボンッ、という爆発音に、雪ゆき子こは思わず悲鳴をあげていた。

「なっ、何よ!?　何が起きたのよ?!」

　ハンガーに掛けようとしていた脱いだダッフルコートをベッドに投げ捨て、慌あわてて振り向いて原因を探る。

　見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　使っていたはずの電子レンジが開き、体液を撒まき散らすようにポタポタと茶色い滴しずくを垂らしていた。

　啞あ然ぜんとしながらしばし半死状態に見える電子レンジを眺めていた雪子は……ぽつりと、頰ほおを引きつらせながら呟つぶやく。

「……もしかして…………電子レンジで缶かん製品を温めたら、まずかった……の？」

　美み樹きをコンビニまで送った帰り、自動販売機で缶コーヒーを買ったのだが、間違えて冷たい方を買ってしまったのだ。

　そのまま飲む気にはならなかったので、部屋に戻ってから電子レンジに入れて二分ほど温めるべくスイッチを入れたのだが……こんなことになるとは、夢にも思っていなかった。

「……うっわー、どうしよ…………」

　とりあえず雑ぞう巾きんで飛び散ったコーヒーとレンジを拭ふきながら、レンジの中で無む惨ざんに腹部が爆発し死し骸がいと化した缶コーヒーを恐る恐る撤てつ去きよし、内部も拭く。

「これからお菓か子し作りの練習しようと思ってたのに、壊こわれてないわよね……？」

　また爆発するんじゃないかとビビリながら呟くも、当然返事はない。

　雪ゆき子こは「はぁ……」と深いため息を吐はいて、それからやれやれと首を横に振って、まだ平常時よりテンポの速い心臓の上に手を当てる。

「それにしても驚いた……ガス爆発でも起きたのかと思ったわ」




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　理科実験室が爆発した原因は、間違いなくガス爆発だった。

　密閉された実験室を吹き飛ばすことで、廊下にいる目標を巻き込むというとんでもない仕掛けに気づいた玲れいは、しかし廊下に逃げ場が無いことも悟さとっていた。

　気づいた瞬間、猛もう烈れつな危険を感じたのだ。それは一瞬でその場を離れなければ死にかねないという危険度で、しかしその方法が実験室ごと吹き飛ばすガス爆発だと悟っていた玲は、廊下に面した長さが約三十メートルある実験室のほぼ中央部の側面にいて、いくら玲や雪子といった金メダルを取る人間より速く走れる者でも一瞬では逃げ切れない位置だとも理解していた。それこそ瞬間移動が必要となるが、今の玲にそんな芸当は出来ない。

　そして危機を感じた僅わずか一秒後、予想通り理科実験室は爆発し、壁と圧力を伴う熱風が廊下を殴なぐりつけ、窓ガラスを割り、床と天てん井じようを焦こがした。

　廊下にいれば、間違いなく死か重傷の強制二択になっていた。

「…………あー、死ぬかと思った」

　そう独ひとりごちる玲は、ほぼ無傷だった。

　無傷で、校舎の外にぶら下がっていた。

　しかし実際、危あぶないところではあった。危険を察知すると同時に自分の立ち位置の不利を理解していた玲は、何ら躊躇ためらうことなく、中庭を望める窓ガラスへと頭から突っ込んだのだ。

　高さ的には落ちても問題はないが、しかし実験室が爆発すればその煽あおりで中庭を過よぎり反対側の校舎の壁にぶつかってもおかしくなかった。

　だから玲れいは斜めに飛び込み、そして自分の体が外に出た瞬間、目め敏ざとく校舎に沿って縦たてに延びる排はい水すい管を右手で摑つかみ、身を捩よじった。刹せつ那なの差で爆発は起こり、玲れいの体は爆風に煽あおられはしたものの、排水管という支点を利用して旋せん回かい、校舎側そく面めんに張り付くように着地した。

　振動はあったものの、爆発の衝しよう撃げきも熱風からも見事に切り抜けた玲は、肺に溜め込んでいた空気を吐はき出し、器用に校舎を蹴けってフィルムを逆回ししたように中へと戻る。

　中は酷ひどい有様だった。壁は見事に吹き飛び、理科実験室は空襲でもされたかのような瓦が礫れきの山が出来ており、薬品に火が点ついたらしく、あちこちが燃えていた。天てん井じようは見事に破壊されて水道管から水が噴ふき出していたのでそのうちに消火されるだろうが、それでも悲ひ惨さんなことに変わりはない。廊下もまた酷ひどく、稼か働どうしていたのか壊こわれたのか、スプリンクラーが水を撒まき散らしている。社会資料室の前のオブジェも爆風で散らばり、燃えている絵もあった。

「あのまま居れば本気でやばかったな…………にしても、」

　スプリンクラーから出る水をシャワーのように浴びながら、玲は辺あたりを見回し、

「どうやって爆発のタイミングを計りやがった……？」

　実験室を爆発させること自体は大して難しくない。発火させるのにはほんの僅わずかな、電気を点ける程度で発生する火花があればいいのだから、時限装置にしろ窓の外から導線を引っ張り遠えん隔かく操作をするにも、大した知識も機材も要らない。この実験室にあった物で簡単に仕掛けは造れる。

　問題はタイミングだ。

　あの、最も逃げ難にくい場所で爆発させるという、見事に計られたタイミング──

　どこかで見ていたというのなら、その視線に玲が気づかないはずがない。あの場を遠くから見ていた、というのは無い。

　しかし肉眼ではなくカメラを通じてなら話は変わる。どこかでモニターを通じてタイミングを計り、遠隔操作をしたというのならば。

　だが監かん視しカメラというのはタダでは無く、設置もしなくてはならない。モニターのことも考えると、コストはかなり高い。遊ゆう矢やの資産がどれ程かは知らないが、恐らくは一般的な高校生の範囲を超えない程度の金銭しか持ち得てないだろう。ボウガンを購入して監視カメラを購入するのは可能だが、モニターを付け、しかも複数となれば無理だ。視聴覚室にはビデオカメラぐらい転がっているだろうが、監視カメラとしての役割を果たすには心許ない。

　ならば盗とう聴ちよう器きで音を頼りにしていた、という可能性もある。これならば大したコストにはならない。

　後は時限装置による爆発の可能性だが──これは低い。指示通り九時に到着し、中へ入った。しかしそれはリールゥと会話してからで、一階を軽く探たん索さくし保健室を探り、二階を飛ばして三階に来た。順当に探索をすればもっと後に辿たどり着くはずだったのだ。

　二階を飛ばしたことにより、『二階を探索しているのを察知してタイマーを起動』という項目が消滅している以上、遊ゆう矢やがこの場にいてタイマーを起動しようとしていた場合、玲れいならばその微かすかな気配に気づくことが出来たはずだ。

　消去法により、考えられるのは盗とう聴ちよう器きを使用した音による情報収集からの遠えん隔かく操作──

「……ま、そんなところか」

　口ではそう吐はき捨てておきながら、顔は楽しげに笑っている。

　人間の時も悪魔になってからも、ここまでスリルを感じることは殆ほとんど無かったのだから当然だ。七月の、雪ゆき子ことの連戦と四階かい位い天使との戦いはかなり楽しかったが、あれは戦闘状態という短期的な高揚の中での出来事。今のように、静せい謐ひつな空気と日常からほんの少しはみ出しただけの雰囲気の中、何の前触れもなく襲いかかる罠わなという無機質な暴力とはまた違う。

　危機感を覚えるなど、これまでで何度あっただろうか？

　一瞬の油断も出来ない程に選択と思考を迫られるなど、いつ以来か？

　そしてそれを強しいているのは、いつも笑顔を絶やさず、人を思いやるという正しい行為を当然のように身に付けた、水みな瀬せ遊ゆう矢やなのだ。

　ボウガンによるトラップも、今の爆発も、明らかに死の可能性を孕はらんだ罠わな。勿もち論ろん、玲は悪魔なので肉体が死んでも魔界に還かえるだけだ。しかしそれを言えば人間だって魂たましいは霊れい界かいへ行き転生するのだから、死ぬという意味ではそう変わりない。

　なのに躊躇ためらうことなく、友人に死を突きつけることが出来る──並外はずれた胆たん力りよくの持ち主でもそう出来ることではないが、遊矢の場合は胆力も必要ない。

　何も感じない、恐怖と緊張が消え失うせた体なのだから。

　常人ならば、そんな人間を相手にするという状況に怖おぞ気けを感じるかもしれない。

　だが玲は危険を感じても恐怖を感じておらず、危険ですら快感と捉えている。

　今こうして姿の見えない遊矢と戦っていることが、楽しくて仕方なかった。

　だから、前に進む。この階には隠れていないだろうと思いながら、壊こわれたオブジェの美術作品を踏み潰つぶして。

「四階か、五階か……場所の特定は難しくないんだが、なぁ」

　見たところ、廊下には理科実験室に繫つながる導線は見当たらなかった。ならば外──窓から伝っているのだろう。爆発していくらか吹き飛んだだろうが、窓の外にはまだ導線が残っているだろうし、それを辿たどって行き着く先に遊矢はいるはずだ。校舎の外を──しかも三階以上の高さを何の道具も命綱づなも無しに移動するなど正気の沙さ汰たではないし可能な人間も少ないが、自分ならば余よ裕ゆうでこなせると玲は信じている。

　だが……

「んなことやってもつまらねぇしなぁ」

　難解な迷路を前にして、航空写真を手がかりにするようなものだ。そんな風ふ情ぜいも味も無い真似まねをする気にはなれず、遊ゆう矢やも外からのアプローチに対する対策済みだろう。

　なので真まっ当とうに、徒かちによる探索を続ける。

　上って来た裏口側の階段とは対角線上にある、正面側の階段。

　一度足を止め、廊下から階段やその付近、天てん井じよう等に罠わなが仕掛けられていないことを確認してから、玲れいは一歩踏み出して──

「ッ──?!」

　踏み出した右足を床ゆかにつけることなく左足で強く床を蹴けり、前へと転がるようにして跳とんだ。

　だが階段前は大したスペースがなく、結果として玲の背中は階段に強く打ち付けられることになった。

「かっ、は…………」

　流石さすがに息が詰まり、苦しげな声を漏もらす。が、瞬時に警戒を最大レベルに上げて、また自分がつい今まで立っていた場所を見ることも忘れない。

　玲が足を踏み出し、通過するはずだった場所。

　そこに落ちてきた出で刃ば包ぼう丁ちようが、カランと音を立てて転がった。

　延えん髄ずいに走った電流のような予感に任せ身を投げていなければ、恐らく首の後ろか肩辺あたりに刺さっていた。出刃包丁の柄つか尻じりには何か丸い鉄板が付けられていたが、それの意味するところは分からない。

　包丁が落下の衝しよう撃げきで自らの体を揺らし、それが収まった頃には、玲はいつでも動けるように膝ひざ立ちの状態で座り込み、周囲に睨にらみを効かしていた。

　数秒経たち、追撃が無いことを確信して息を吐はいて立ち上がると、包丁が落ちてきた真上を見る。

　暗くて分かり難にくいが、黒い金属らしき何かと、同色のテープで貼はられた導線らしき膨ふくらみが見えた。導線は上手うまく天井と壁の境目に埋うまるようにしてテープで貼られているようで、気づけなかった。

　そして包丁の存在に気づかなかったのは、廊下と階段のある空間では天井の高さが違い、廊下からは死角となる場所に仕掛けられていたからだった。

　包丁の柄尻に付けられた鉄板から察するに、トラップの正体は電でん磁じ石しやくだろう。導線を伝い流れていた電気を遮しや断だんすれば、包丁が落ちてくるという仕組みだ。

「…………何故なぜだ」

　そこまで分かっていながら、玲の表情は険けわしいままだった。

「どうやって、オレがこのタイミングで進むことを知りやがった……？」

　先程は盗とう聴ちよう器きで説明がつく。あのオブジェの前で立ち止まり、足音が消えたのを確認し、起爆させた──だが、今回は音による判断など不可能だ。

　何故なら玲は止まっていた状態から踏み出したが、まだ靴は床に着いていなかった。つまり、靴音はまだしていなかった。音による判断は出来なかったはずだ。

　ならばカメラの存在を疑うしかないが、どれだけ目を凝こらしても監かん視しカメラは見当たらない。ピンホールカメラの可能性も考慮しているのに、見つからない。

　どうやって落下させるタイミングを計ったのか、まるで理解が──

「────待てよ」

　不意に、玲れいは気がついた。

　理科実験室を爆発させたトラップ。足を止めさせる役割を果たしていた美術作品。

　美術室は、二階だ。つまりあれはわざわざ二階から持ち運んだことになる。一人でやったのだろうから、その手間は小こ一時間程度はかかっただろう。

　あのトラップの破壊力は確かに一撃必殺に値するが、欠陥もある。

　それは『目標が反対側の廊下から近づけば意味がない』ということだ。反対側に立ち止まっていた場合、爆風で軽い火傷やけどと破片で怪け我がくらいはするだろうが、必殺には程遠い。ペンキで落書きされていたが、あの程度の文字は立ち止まらずに読むことも出来るし、他ほかにも色々と描かれていた。その中で『理科実験室』という文字に目を奪われたのは、オブジェに気を取られた上でガスの匂においに気づいたからだ。音だけで判断していたのであれば、不発に終わる可能性も充分にある。

　偶然成功した──結果として玲は無傷なので失敗ともいえるが、それでも計画通りに爆発させることが出来た──そう考えてもいい。

　だが、この階段前で落ちてきた包ほう丁ちようのタイミングの良さ。偶然が二度続くと思うほど、玲は愚かではない。

　ならば何が必然のタイミングを生んでいるのか──？

　思考を高速展開し、様々な可能性を列れつ挙きよしては却きやつ下かして、考えを纏まとめる。馬鹿馬鹿しいと切り捨てられるような小さなものでも枠わくに組み込み、今までの状況から常識に囚とらわれずにただ『有り得るかもしれない』という数々の項目を挙げていき……

　その中で、一つの閃ひらめきがあった。

　だがそれは、魔法という常識外の理ことわりを行使することが出来る悪魔である玲ですら信じ難がたい、他ほかの人間の口から聞かされれば『馬鹿な』と笑い飛ばしてしまうような可能性。

「…………まさか、」

　それでも玲は、自らの思考の網あみに引っかかったその考えが正しいということを、理屈ではない本能的な直感で理解していた。




「遊ゆう矢やの奴やつ……オレの行動を予測して発動させてやがるのか──!?」




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　その頃、水みな瀬せ遊ゆう矢やは一人静かに座っていた。

　床ゆかに足を投げ出すようにして、右手はいくつかのスイッチがある機材に置いて。機材にはいくつかの導線が接続されているが、その数は五本とない。

　軽く握られた左手には小型の無線機。今は無音ながら、起動している。

「……………………」

　じっと動かない遊矢の目は闇やみ色に染まり、そこに何も映さないような暗さを湛たたえていた。

　そして──唐とう突とつに唇くちびるが動いた。無線機は何も喋しやべらず、瞳ひとみは暗く沈んだまま、言葉を紡つむぐ。

「…………気づく………………顔を上げる………………奥歯を嚙かむ…………」

　その場に誰かがいたならば、狂ったのかと思われるような意味の摑つかめない羅ら列れつ。

　それも止まり、またしばしの静寂が訪れる。

　そして──再び、唇が動いた。

「…………嗤わらう」

　呟つぶやかれた言葉に押されたように、無線機から井い沢ざわ玲れいの笑い声が響いた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「く、ははは、はははははははははははははははははははははははははは！」

　静寂が満ちていた夜の校舎に、哄こう笑しようする玲の声が響き渡る。

　闇と無音の世界を狂気に染めるように、腹の底から、壊こわれたように笑い続ける。

　声はたっぷり一分近く続き、肺にあった空気が全すべて尽きたかのように唐とう突とつに止まった。

　しかし玲は咳せき込むことも貧血で倒れることもなく、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ、歓喜と興奮に彩られた瞳を爛らん々らんと輝かせて頭上を仰あおいでいた。

「ハッ、そうかよそうかよそういうことか！　オレの行動パターンを読むだけならいざ知らず、一挙手一投足を全すべて予測してタイミングを計っていやがったのか!?　初しよっ端ぱなのトラップで馬鹿でかい音を鳴らしたのは合図を兼ねて、盗とう聴ちようはあくまで予測の裏付けで、オレの通り道だけにトラップを仕掛けていたってことか！」

　そこまで叫ぶように言うと、玲は再び笑い声をあげた。今度は先程よりも短く、そして僅わずかに獰どう猛もうな唸うなり声に似た響きを孕はらんで。

「ならっ！　こうしてオレが気づくことも盗聴なんかしないでも予測済みだよなぁ!?　これからオレがやろうとすることも、オレが目指す場所もっ！」

　言い終わる前に足は駆かけ出していた。

　今までずっと興奮しながらも反面では冷静に思索を続けていた頭が、今は赤く燃えたように感情だけが支配している。

　遊ゆう矢やが自分の行動と心理を予測していたというのなら、勝ちに拘こだわるなら予測とは絶対に違う行為を行うべきだ。が、その変へん遷せんすら読まれている可能性が高い。どんな行動を取っても、思考を働かせても、全すべて掌てのひらの上という拭ぬぐいきれない予感が付きまとう。

　一度それに気づいた以上、見えない蔦つたで足を絡からめ取られたようなものだった。

　なら、どうするか？

　玲れいの答えはシンプルだった。

　最さい速そくを以もつて強引に突破する──それ以上に自分が楽しめる選択はない。

　階段を三段飛ばしで駆かけ抜け、一気に五階へ上る。

　もう遊矢の居場所は分かっていた。

　思考に集中している以上、開始から移動はしていない。そして複数箇所に校舎の外から導線を延ばすのに適する場所にそのまま陣じん取ればタイムロスが少なくて済む。

　つまり──屋上にいる。

　そこに行くには五階から、今上っている階段とは別の、もう一つの階段を使わなければならない。こちら側の階段は五階で行き止まりだ。

　玲は数秒で五階に辿たどり着くと、その勢いのまま廊下を走る。

　この先にトラップがあるのは明白だ。恐らくは三階か四階の廊下を使い反対側の階段へ行き、それを素直に上れば何も仕掛けられていないだろう。

　何故なぜか？

　それは、あのタイミングで気づくと遊矢が予測して罠わなを仕掛けているからだ。

　ここまで見事過ぎる程に行動を読み取られていると自分が気づけば、どんな反応をするかを読んでいるからだ。

「どれだけオレのことを理解しているかは知らねぇが──」

　玲は急速に迫る曲がり角へとブレーキをかけるようにして滑すべり、壁を左腕で叩たたきつけ限界まで速度を落とさずに疾しつ駆くする。

　曲がった先は、これまでと違い明るかった。中間地点にある校長室のさらに向こう、天てん井じようから吊つるされたランプの灯ひによるものだとすぐに理解する。そして、廊下が濡ぬれていることも、常人より遙はるかに優れた視力が捉とらえる。

　だが玲は怯ひるむことなく、むしろ歯を剝むいて笑みを濃くし、叫んだ。

「そう簡単にオレを止められると思うなぁっ!!」

　疾しつ走そうする速度をさらに上げ、一気に廊下を駆ける。

　ほんの数秒で校長室まで差し掛かろうという脅きよう威いの速さで道程を消化する、その最中。音を立てずに天てん井じようからランプが落ち、ガラスが砕くだける鋭い音がした──

　瞬間、廊下は火の海に包まれた。

　濡ぬれていた原因は灯油かガソリンか──それは予測していたが、異様なまでに火の勢いは激しい。

　だが、それでも走る速度は落とさない。

　多少の炎ほのおなど気にしていられない。

　自分の腰とほぼ同様の高さまで燃え盛さかる火の手に対し、玲れいは、

「ふっ──！」

　跳とんだ。

　幅跳びのようにではなく、斜めに、壁へと向かって。

　火の届かない胸の高さという位置の壁に左足を着地させた玲は、そのまま強く踏み切る。

　高さは落とさず、反対側の壁に足を着けるように体を丸めて回転し、天井を軽くブーツの底で擦こすりながらも姿勢制せい御ぎよをし、見事に右足を窓ガラスと窓ガラスの間という、僅わずかなコンクリート部分に着地させた。

　踏み切り、再び反対側へと斜めに跳びながら、計算する。もう一度、左側の壁を蹴けって跳べば火の海は越えられるはずだった。

　曲芸としか言い様のない身のこなしで左足を壁に着地させた玲は、これで最後と強く壁を蹴り、やや浅い角度で廊下を抜けるべく跳び──




　高速で移動する視界の中に火とは別の朱あかを見つけ、目を見開いた。




　正体はすぐに分かった。天井から床へと縦たてに張られたワイヤー。熱を帯び橙だいだい色に染まったそれは、玲の跳ぶ進路を見事に遮さえぎっていた。

「くっ──」

　身を捩よじって回避しようにも、慣かん性せいは変わらない。今からではもう間に合わない。

　ワイヤーが目の前に迫る──コンマ数秒で己の首に食い込むだろうそれが、跳ぶ勢いと熱による切れ味の増ぞう幅ふくにより、簡単に頭と胴体を切り離すだけの凶きよう器きになっていると、玲は冷静に分析していた。

　避ける手段は、無かった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　特別校舎の屋上で遊ゆう矢やは相変わらず座ったまま、ぽつりと何かを呟つぶやいた。

　直後、暗かった瞳ひとみに僅わずかながら光が戻り、人形のように微動だにしなかった体をゆっくりと動かした。

　無線機もスイッチも手に持たずに立ち上がり、着ていた白いベンチコートを脱ぎ捨てる。そして腰を曲げて屈かがみ、床ゆかにあったある物を手に取った。

　それからぐっと背を伸ばし、視線を左側へと向けた。その先にあるのは屋上と校舎内を繫つなぐ、鉄製のドア。

　遊ゆう矢やには分かっていた。

　普通ならば火の燃え盛さかる廊下を迂う回かいしただろうし、罠わながあると分かって突っ込んできたりはしない。それでも玲れいは踏とう破はするべく挑いどみ、常人には有り得ない方法で火の海を突破するということも。

　だから進行ルートにワイヤーを設置した。それが回避不能なのも想定していた。

　──同時に、対する玲が取る行動も想定していた。

　首を切断するだろう避けられない障しよう害がいを、井い沢ざわ玲ならどうするか？

　簡単だ。避けられないのなら、避けない。

　玲ならば恐れることなく、数百度に熱せられたワイヤーを『嚙かみ切る』。

　熱くなったその分、耐久度は減っている。火傷やけどを恐れなければ、丈じよう夫ぶな歯と顎あごがあれば嚙かみ切ることも可能だ。

　だから遊矢は先程、こう呟つぶやいたのだ。

　突破した、と──

　それらの予測を肯定するように、視界の中で変化が起こる。

　遊矢の見守る中──轟ごう音おんを伴い、重いドアは弾はじけるようにして吹き飛んだ。

　そしてそこから、井沢玲が姿を現す。

　初めからそこにいるのが分かっていたかのように遊矢を見つけた玲は、獰どう猛もうな野性味に溢あふれた笑みを浮かべ、近づいて来る。

　二十メートル程の距離を残して立ち止まった玲は、黒い血が滲にじんだ口くちの端はを吊つり上げ、言う。

「よぉ、少し遅れたか？」

　対する遊矢はにこりともせずに、返した。

「ううん、時間通りだよ」




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　左の口端は火傷やけどと共に切れ、血が出た瞬間に焦こげた為、どす黒くなっているはずだった。舌も火傷している。今、炭酸系の飲み物を飲んだら、きっととてつもなく面白いことになる。

　三階では水を浴び、五階では火の海を渡った。アトラクションの中には爆発が一回、刃物によるドッキリが二回。

　数々のトラップを潜くぐり抜けて辿たどり着いた最終ステージである屋上には、走れば三歩、二秒とかからない距離を挟はさみ、本日のラスボス──遊ゆう矢やがいた。長く白いマフラーを首から垂らし、闇やみに溶とける紺こん色のタートルネックセーターと黒のズボンで身を包み、幽ゆう鬼きを思わせる淡い存在として、そこにいた。

　その背後、転落防止の背の高いフェンスには黒い布が掛けられて、コンクリートの床ゆかにはいくつかの機材が転がっている。

　そして遊矢の右手には、抜き身のナイフが握られている。刃渡り二十センチ弱、先端の尖とがった両刃という、命を奪うには充分な武器。

　平均身長よりやや小柄な遊矢が握っていても脅きよう威いではない。が、明確な攻撃の意志があるという事実が玲れいにとっては大事で、楽しみを倍増させてくれる。



「さぁて、ラストラウンドだ。次は何をしてくれるんだ？」

　口元ににやついた笑みを浮かべ、全身から殺気を放つ玲の言葉に、遊矢は何も言わない。

　ただ空からの左手を上げ、フェンスにかけられていた黒い布を摑つかむ。

　一瞬、空気が止まるかのように張り詰めた静寂が満ち──

　強い風が吹くと同時に、弾はじけた。

　先に動いたのは、遊矢。

　黒い布を持っていた手を引き、腕を振るい玲へと投げつけた。

　その行動を予測していた玲れいは、その場を動かず、視界を奪っての攻撃に備え身を低くしながら飛んできた布を左腕で振り払い──




　開けた視界に飛び込んできた光景に、思考を奪われた。




　遊ゆう矢やの後ろのフェンスは、枠わくしか残っていなかった。

　綺き麗れいに金網が除かれたフェンス。

　ぽっかりと空あいたそこに、

　ゆっくりと、

　遊矢の体が傾く。




「────そういうことかよっ!?」




　叫ぶと同時に、玲はダッシュしていた。

　奥歯が折れるのではないかという程に強く歯を嚙かみ、屋上の縁ふちから倒れるようにして姿を消していく遊矢の姿を凝ぎよう視しする。

　ほんの刹せつ那なに過ぎないが見ることの出来た遊矢の顔は、微笑わらっていた。

　それが全すべてを物語っていた。

　特別校舎に入りボウガンによるトラップを受けたことで玲は、相手が遊矢一人という可能性を思い浮かべた。

　実際、屋上に至るまでの間、他ほかに誰も出て来なかった。的確で殺傷力のある罠わなは、それだけで常人を超えた能力を持つ玲を追い詰めもした。

　だが……それでも玲は思い込んでいたのだ。

　遊矢一人のはずがない、と。

　リールゥか、それともあの召しよう喚かん術具を用いて新たに召喚した誰かが、必ずどこかで不意を打って攻撃を仕掛けてくると。

　そう信じていたのだ──ほんの一秒か二秒前まで。

「ちぃっ……！」

　三歩目を踏み出した時、遊矢の体は完かん璧ぺきに屋上からは見えなくなった。玲はまだ縁ふちまで到着していない。

　たったの、しかし異常に体感時間の長い四歩で屋上の端はしに辿たどり着いた玲は、躊ちゆう躇ちよせずにそのまま真下に飛び降りた。

　闇やみの中でぽっかりと浮かび上がるように見える遊矢の体は、しかし確実に落下していた。特別校舎の屋上から地上までは、およそ二十五メートルの距離がある。しかも遊矢の頭は下を向いており、地面はコンクリートで塗り固められていた。

　このままいけば確実に死ぬという状況で、それでも遊ゆう矢やの笑みは変わらない。

　──当然だ、と玲れいは思った。

　初めにリールゥの姿を現させたのも、

　仕掛けられた数々のトラップも、

　思わせぶりな言動も、

　全すべてこの身投げを悟さとらせない為の、カモフラージュに過ぎなかったのだから。

「く、そっ……」

　もう半ばまで落ちたが、遊矢との距離は殆ほとんど埋うまっていない。体勢と衣服による空気抵抗の関係で玲の方が速く落ちているが、若じやつ干かんの差でしかない。

　二メートル近く開いている差を埋める為、玲は落下の最中に校舎の壁を蹴けりつけ、加速する。

　校舎から離れることになったが、その代だい償しようは大きく、残り七メートル程の地点で遊矢の足を摑つかむことに成功する。

「……っ！」

　摑んだ足を一気に引き上げ、しっかりと遊矢の体を抱き寄せる。

　下からの暴風のような圧力に目を細めながらも、玲は落下する先に電灯があるのを見てとっていた。このままいけば、遊矢の背中が電灯の支柱にぶつかることも。

　高速で迫る電灯に対し、玲がやることは決まっていた。

　壁を蹴けった際、そこに電灯があることを知っていて角度を調節したのだから、当たり前だ。

　空中という、不安定で踏ん張りも効かない状態で、玲は遊矢の体を強く抱き、胸に激しい熱を感じながら、

「────ォぉらぁっ！」

　全力で電灯の支柱を、蹴りつけた。

　蹴るといっても、殆ほとんど足を伸ばしてぶつけただけに近い。衝しよう撃げきで蹴りを放った右足は膝ひざ関節が外れ大だい腿たい骨こつが折れて肉を突き破る。

　激しい痛みと引き替えに、落下の軌き道どうは逸それた。

　二人の体は電灯を避け、同時に玲が身を捩よじった為に、遊矢の体が上になる。

　──そして玲は背中から地面を滑すべるように、遊矢を抱いたまま着地した。

「がっ、は…………げほっ、ぁ、ぐ、っ──」

　激しい痛みに体が自由を失う。

　骨折箇所は両手の指の数では足りず、内臓も傷めている。

　両腕は地面に落ち、痙けい攣れんし、護っていた遊矢の体はのそのそと起き上がる。

　薄ぼんやりとだがその表情を見ることが出来た玲は、笑みを作ってみせた。高確率で顔が歪ゆがめられただけに見られるだろうが、それでも笑いたかったのだ。

「……ハッ…………は、は……………………やら、れ…………げほっ…………、た、ぜ……」

　喀かつ血けつにより喋しやべることもままならず、玲れいの口から吐はかれた血が黒のライダースジャケットを濡ぬらす。




　そして──ジャケットの上から胸に刺さった、ナイフの柄えを。




　空中で抱き寄せた瞬間、胸のほぼ中央に潜もぐり込んできた刃先は、着地の衝しよう撃げきで刀身が半ばまで刺さっていた。

　遊ゆう矢やがゆっくりと飛び降りた瞬間、玲はこうなる事を理解していた。

　理解して、それで尚なお、遊矢を助けた。

　全すべてが遊矢の策だと理解して。

　玲の勝利条件は、遊矢に勝つことに他ほかならない以上、仕方なかった。

　──もし遊矢が死に、玲以外の全員が遊矢のことを忘れた後。雪ゆき子この記憶操作を解けば、以前遊矢に話したように、雪子は自分の魂たましいを捨ててでも遊矢を召しよう喚かんし、生き返らせるだろう。

　しかしそうなってしまっては、玲の勝ちとはいえないのだ。

　玲が勝利といえる結末は、遊矢が健常な体を取り戻す選択をさせることだけだった。

　遊矢を暴力でねじ伏せたとして、大した意味はない。玲が遊矢に真に望むのは、自分が見限った人間の可能性を示してくれることなのだ。

　その為には生き延びてもらわなければ、何の意味もない。悪魔を経過して生き返った遊矢がどれほどの存在になるかという興味はあるが、二の次だ。

　だから今回の勝負で玲が勝ったといえるのは、自分という障しよう害がいを強力にアピールし、残り僅わずかな時間を死を待って過ごすという選択肢しを消すことが出来た場合……ただそれだけだった。

　対して、遊矢はそれを読んでいた。

　だから校舎から飛び降りるという可能性を抱かせない為に策を弄ろうし、玲が己の身を犠牲にしてでも救いに走るという場面を作り出す、ただそれだけを狙ねらっていたのだ。

　宣言通り、遊矢は一人で戦った。

　結果は、遊矢の勝ちだった。

　玲の、刃の埋うもれた胸を満たすのは、悔くやしさと、迂う闊かつな自分への呪のろいと、歓喜の興奮と、

「…………は、ははは……ははっ」

　自分を刺した相手を、愛いとおしむ気持ち。

　遊矢が立ち上がったあの時。目に浮かんでいた色は、済まなそうに詫わびるそれでも、感情を無くしたそれでもなかった。

　見み間ま違ちがいでも思い込みでもなく、浮かんでいたのは悔かい恨こんと懺ざん悔げの入り混じったものだった。

　ほんの僅わずかにしか残っていない感情が、自分を害することで表に出た──ただそれだけで玲は嬉うれしかった。

　同時に、絶対に遊ゆう矢やをこのまま死なせるわけにはいかないという、ただの好こう奇き心しんからではない決意が生まれる。

「…………ぐ、ぅ……！」

　だが、どう足あ搔がいても体は動きそうになかった。

　遊矢のナイフは、的確に玲れいの核を貫いている。ただの金属でしかないナイフで核を傷つけても強制送還は起こらない。が、ダメージは深く残る。

　それ以前に、普通の人間なら死んでいてもおかしくない傷を負い意識があるというだけで僥ぎよう倖こうともいえるのだ。

　そしてこの状態で遊矢がさらなる攻撃をしてくれば、この体は『死ぬ』。核は魔界へと強制送還の憂うき目に遭あう。そうなれば、いくら玲でもすぐに現世へ舞い戻ることは出来ない。

　絶対に、それだけはどうにかして避けねばなければならない。

「……うん、まだ起きてるね」

　ノイズが走る視界の中、遊矢が顔を近づけていた。もうその目に先程の色は無く、人形めいた表情の薄さが際だっている。

　激痛と息苦しさの中……玲はふと、妹のゼルフィの顔を思い出した。人形のような無機質な表情をスタンダードにしていた妹は、自分の感情を内に秘めようと、抑制しようと、表情を変えないようにしていた。

　しかし遊矢の場合、これが本来の表情だ。人形というよりは機械染みた感情のなさが、どれだけ消しよう耗もうしているかを物語っている。

　──以前ならば、こういう場合でも感情を装い表情を作っていた。それすらも今はしていないという事実が、玲の焦しよう燥そう感を煽あおる。それでも顔は歪ゆがむだけで身動きが取れない。

　そんな玲の様子に、遊矢はこくりと頷うなずいた。

「大丈夫、死なせたりしないよ。だって玲、死んでもまたこっちに来れるでしょ？　だから死なれたら僕もちょっと困るから」

　やはり、というべきか、遊矢は理解していた。一般的な死という概念は、既すでに玲から消失している。それ故に身を挺ていして遊矢を庇かばい刺されるという行動に移れたのだが、

「…………なら……どう、す……っ」

　ならばこの戦いで、ここまで傷つける意味は何なのか？

　死ぬかもしれない、リスクの大きい策を練ってまで一人で戦った意味は何なのか？

　激痛に薄れいく思考では、流石さすがの玲も答えを出せなかった。

　ぼやけた視界の中で、遊矢はほんの少しだけ口くちの端はを吊つり上げる。




「それじゃ──始めよっか」




　その言葉に誘われるように。

　遊ゆう矢やの背後に、一つの人影が降り立つ。

　だが、玲れいはその姿を見ることが出来なかった。

　世界を埋うめ尽くすような強烈な白い光に包まれて、何もかもが塗り潰つぶされ──













幕間







　──瞼まぶたを擽くすぐる白い光が差し込んで来たことで、白しろ銀がね雪ゆき子こは起床した。

　まだぼけっとする頭をふらつかせながら、いつもの習慣で置いてある目覚まし時計を手に取り、ぼんやりと針の位置を確認する。

　只ただ今いまの時刻──八時十九分。

「…………………………………………やばっ!?」

　登校の支度に十分とかけられない時間だと知った雪子は慌あわてて跳はね起き、洗面所へと向かう。

　油断しがちな月曜日の朝とはいえ、かなりの寝坊だ。昨夜はそんなに遅くまで起きていたのかと自分に問うが、寝起きかつ忙ぼう殺さつ中につき、まともに答えてはくれなかった。

　一連の朝の習慣を三倍速で済ませ、パンは焼いている暇がないので生のまま。着替えも上下の組み合わせを気にしている余よ裕ゆうは無く、髪の方もブラシをかけている時間がないので、適当に結い上げた。

　その甲か斐いあって八分で準備を済ませることに成功した雪子は、急いで玄関へと向かい、

「っと、ケータイ！」

　充電器に差しっぱなしの携帯電話の存在を思い出し、慌あわててベッドの枕元にある携帯を取りに戻る。

　やや乱暴に携帯を引っ摑つかんでダッフルコートのポケットにねじ込み、もう忘れ物はないかと部屋を見回し──

「…………んん？」

　タンスの横に妙みような紙袋が置いてあるのを見つけ、首を捻ひねった。

「藤ふじ丸まるデパートの袋だけど……何か買ったっけ？」

　念の為に近づいて上から中を覗のぞいて見れば、包装された箱が入っていた。

　益ます々ます思い当たらない雪ゆき子こは、つい好こう奇き心しんで手を伸ばしかけ、

「っけない、時間！」

　自分が遅刻しそうだったことを思い出し、慌てて玄関へと駆かけ寄った。

　履はき慣れたスニーカーを突っかけ、ドアを開けると同時に鍵を取り出し、外に出て閉めると同時に施せ錠じようする。

　無む駄だの無い一連の流れにちょっとだけ得意になる雪子だったが、浸ひたっている暇はなかった。

「それじゃ、いってきまーす！」

　誰に言うでもなく無人の部屋に別れを告げると、そのまま一気に学校へと駆け出した。




　振り返ることは、無かった。









あとがき







　長編シリーズの五巻なので「初めまして」の方はそろそろいないかなー……というわけで、お久しぶりです。上こう月づきです。




　早いもので、もう五巻。ラスト直前です。

　今回、ようやく出版される月と作中の季節がリンクしました！　五巻目にしてやっとです。

　しかし書いているのは夏。冬の話なのに、パソコンを使っている部屋は暑くて、外に出れば陽光がギラギラ。登場キャラが厚着をするのでどんなコートを着せようか調べている自分がとてもおかしな気がしました。そういう意味では二巻が夏の時に夏の話を書いていたのでやりやすかったです。……体力的には暑くて死にそうでしたが。

　そういえばこのあとがきを書く前日まで祖母を見舞う目的で旅行に行っていたのですが、外は暑いのに新幹線や飛行機の中は寒く、なのに長袖そでのシャツを持って行くのを忘れてしまい、風邪かぜっぽくてだるい夜を過ごして持参した風邪薬を飲む──というのが習慣になっていました。薬を用意しておきながら予防策を考えない辺あたり、本当に僕は迂う闊かつです。

　久しぶりの長距離移動＆一人旅だったので、もろに油断してしまいました。次は絶対に防寒対策をして行きます。あと旅先で我慢出来ずに本を買い漁あさり、鞄かばんの中が十数冊の本でずっしり重くなる……という事態も避けたいです。




　さて、本編に関わる話なのですが。

　今巻がちょっと気になる終わり方になっていますが、ついにシリーズも次巻でラストです。これで続きが出なかったら蛇へびの生殺しもいいところなので、現在なるべく早く次が出せるように頑がん張ばっている真まっ最さい中ちゆうです。

　なんとか、春には……せめて初夏までには……！




　そんなこんなで上こう月づきは風邪かぜにもめげず溜まっていくＤＶＤの誘惑にも負けず頑張っていますので、次巻もよろしくお願いします。

　それでは最後に。

　この本を手に取って頂いて、本当にありがとうございました。
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上こう月づき 司つかさ

１９８２年生まれの横浜市民。デビューから一年、ずっと同じ著者近影のままなので、ここらで違う写真にしようかとパシャパシャ色々と撮りまくったものの、うっかり全消去してしまいました。四十枚くらい撮ったのに。当分は怪しいカエルのままっぽいです。
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イラスト／ＢＵＮＢＵＮ

１９８５年京都生まれ。姉が子猫を貰ってきて、初めて室内で猫を飼いはじめました。なでなで（ガブッ）なでなで（ガブッ）[image: ←]噛まれまくり。物凄い噛み猫で、噛まれたり引っ掻かれたり生傷が絶えません。でも可愛さにメロメロ（死語）。
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カレとカノジョと召しょう喚かん魔ま法ほう⑤








上こう月づき 司つかさ
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